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国立民族学博物館研究報告　 4巻3号

モンゴル人民共和国の伝統的物質文化

・ビャ トキ ナ著 『モ ンゴル人民共 和国 のモ ンゴル人』 か ら

加 藤 九 詐*

1.解 説

∬.モ ンゴルの伝統的物質文化

　 著者は しがき

　　農牧業

　 狩猟

移動手段

家内的な獣毛製品と皮革の加工

住居

衣服

飲食物

1.解 説

　 ビ ャ トキ ナBnmKaκa,　 Kanamo2aHa　 BacaZbeBHa(1892-1972?)の 本 論 文MO一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

HrOnbl　 MOHrOnbcl〈oH　 HAPO双HOH　 PECnyBJIHKHは,ソ 連 科 学 ア カデ ミー

『民族 学 研 究 所 紀 要 』(新 シ リー ズ,第40巻)の 一 部 と して1960年 に発 表 され た。

　 ビ ャ トキ ナ は トムス クの生 れ,長 年,ソ 連科 学 ア カデ ミー 民族 学 研 究 所 の レニ ング

ラー ド支 部 に属 し,代 表 的 モ ンゴル 学 者 と して,民 族 学 研 究 所 編 の シ リー ズ 『世 界 の

民 族 』HaPOAbl瓢Hpaの 一 冊 『シベ リアの諸 民 族 』(1956年)の 「ブ リヤ ト」 の 項,

『東 ア ジア の諸 民 族 』(1965年)の 「モ ン ゴル人 民 共 和 国の 諸民 族 」 の項 お よ び 「中

華 人 民 共 和 国 の モ ンゴル 人 」 を も執 筆 して い る。 ま た長 年 にわ た る ブ リヤ ト研 究 を総

括 した 著 作 『ブ リヤ トの文 化 と生 活 』OqepKH　 KYJIbTYPbl　 H　6biTa　6ypfiTを は じあ と

して,約40篇 の論 文 が あ る。

　 こ こで,ビ ャ トキ ナ に至 る まで の,ロ シア にお け るモ ンゴ ル民 族 学 の 研 究 に つ い て

一 言 して み よ う。 こ こで は,ブ リヤ トにつ いて は,モ ン ゴル人 の一 部 で はあ る が これ

を の ぞ き,モ ンゴル 人 民共 和 国 の 領 域 に 限 ろ うと思 う。

　 ハ ルハ ・モ ンゴル が 清朝 に征 服 され た の は1688年 の こ とで あ る が,そ れ まで に も ジ

ュ ンガ リアの トル グ ト族 問題 な どを め ぐ って ロシ ア と清 国 との紛 争 は絶 えな か った 。

1691年,ド ロ ンノ ール の会 議 にお い て,ハ ル ハ の清 国藩 属 が 公 式 に 調 印 さ れ る と,モ ン

ゴル 人 は清 国 人 の圧 迫 を の が れ て ロ シ ア領 に移 住 しは じめた 。 清 の雍 正 帝 は 乙れ を 阻

*国 立民族学博物館第4研 究部
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止する方策の一つとして,ロ シァ政府に向かって,逃亡モンゴル人のロシァ定住を認め

ず,そ のもとの牧地に追い返すよう要請 した。清国との親善関係を破 りたくないロシ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ユ　　ル　　ト
ア政 府 は,1730年 に は1,443人,1731年 には689人,1733年 には754人 の額 魯 特 人 を強

制 的 に清 国 へ追 い返 した 。 しか し ロシ ア政 府 の モ ンゴル 政 策 は と き と と もに変 化 し,

1763年 に は,時 のセ レ ンギ ンス ク の 司令 官 ヤ コ ビー に密 令 を 発 し,モ ンゴル 人 の ロ シ

アへ の遁 入 を妨 げ な い よ う,し か し中国 側 の抗 議 を避 け るた め モ ンゴル人 を シ ベ リァ

の奥 地 に追 い や る ことを 命 じた[サ ヴ ィ ン　 1930:67-70]。

　 一 方,17世 紀 以 後19世 紀 後半 に い た る まで,ロ シア と中 国の 通 商 関 係 は,も っ ぱ ら

モ ンゴル を経 由 して 行 わ れ た 。 キ ャ ラバ ンも,ロ シア の使 節 も,ロ シア の北 京 駐 在 宣

教 師 団 もモ ン ゴルを 横 断 して 北京 に お もむ い た 。 した が って,モ ンゴル に 関す る情 報

は,中 国 事 情 と同 じ程 度 に ロ シア政 府 の一 部 に知 られ る よ うにな った 。

　 例 え ば1715年 一1717年,ピ ョー トルー 世 の 命 に よ って清 国 に派 遣 され た使 節 団 員 の

ひ と り,ロ レ ンッ ・ラ ングの 日記 に はつ ぎの よ うな記 述 が み え る。 「10月7日,わ れ

われ はセ レ ンギ ンス クを 出 発,9日 に サ ラ チ ンに着 い た。 この 地 の シベ リア と モ ンゴ

リアの 間 の両 側 に歩 哨が 立 って い た 。 サ ラチ ンか らの道 は高 い山 と渓 谷 を通 っ て い た。

15日,わ れ わ れ は トラ川 に近 づ い た。 こ こか ら,有 名 な長 城 まで 広 が る,一 木 もな い

大 ス テ ップを横 断 しな けれ ば な らな か った 。 薪 の代 わ りに乾 いた 馬糞 を燃 や し,水 の

代 わ りに,ス テ ップ にか な りよ く降 る雪 を 解 か した。 馬 肉を 食 べ た 。 は る か東 方 へ 広

が る この ス テ ップが,冬 期 これ ほ ど の寒 気 につ つ まれ る と は想 像 す る こと もで き な い。

私 に と って は,シ ベ リアの 冬 の方 が,こ の 地 よ り もず っとお だ や か に思 われ た 。 ス テ

ップで はひ ど く寒 いの で,毛 皮 の ユ ル タ以 外 の 住 居 は な い。 ユル タの 中央 で は乾 燥 し

た 糞 を 燃 や す が,燃 え る前 に 煙 って,慣 れ ない もの は これ で 暖 を とる よ り も外 に 出て

凍 え る こ とを よ しとす るほ どで あ る。

　 タ タ リア[モ ンゴ リア]の 住 民 は馬,ラ クダ,羊,雌 牛,雄 牛 を 豊 か に所 有 して い

る。3,000～4,000頭 の 馬,600～700頭 の ラ クダ を所 有 しな い もの は,ひ ど く貧 しい と

考 え られ て い る。 彼 らの 生 活 に つ い て は,つ ぎの こ と以 外 に は と りた て て言 う こと も

な い。 す な わ ち,彼 らはユ ル タに住 み,死 ん だ 馬,雄 牛 そ の他 の 動 物 の 肉 を食 べ る と

い うこ とで あ る。 神 官[ラ マ]は 新 鮮 な 肉だ けを食 べ る。 こ の 国 に は鳥獣 が多 く,と

りわ けガ ン,特 別 の種 類 の 雷 鳥,シ カ,ヤ ギ な どが豊 富 で あ る。 した が って住 民 た ち

は わ るい 食物 を食 べ な くて もす む はず で あ る。 彼 らが わ る い食 物 を 食 べ る の は,大 神

官 た る フ トゥ フ トゥ[活 仏]の 命 に よ る もの で あ る。神 官 は,ふ つ うの人 を して彼 ら

を神 と して あ が め る よ うに しむ け た。 人 々 は,フ トゥ フ トゥが 坐 った り,立 っ た り し
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た場 所 に接 吻 させ て も ら う ことを 幸 せ と考 え,恩 恵 で あ る と して い る。 地 上 の一 切 の

生 き もの は フ トゥ フ トゥに依 存 して い る 。 したが って住 民 た ち は どん な 生 き もの も,

た とえ ヘ ビ,イ ナ ゴ,コ オ ロギ の た ぐい で も殺 して は な らな い,と の 教 え を守 って い

る。 この 戒 律 は主 と して,聖 職 者 とそ の と りま き に よ って守 られ て い る。 フ トゥフ ト

ゥの上 に,さ らに ダ ライ ・ラマが い る 。 こ れ は 不 死 と され て い る もの で あ る… … 」

[ラ ング 　1978:492-4931。

　 ラ ング は 当 時 の ダ ライ ・ラ マが7歳 ほ ど で あ るが,30回 目の生 れ 変 わ りで あ る こ と,

さ ま ざ まな 仏像 が あ る こ とを 記述 して い る。

　 19世 紀末 か ら20世 紀 初 頭 にか けて,ロ シア人 の 商 人 は キ ャフ タや クー ロ ン(今 の ウ

ラ ンバ ー トル)だ け で な く,コ ブ ド,ウ リヤ ス タ イに も常 時 滞 在 して い た 。

　 1889年,ロ シア の シ ベ リア学 者 ヤ ド リンツ ェ フ はオ ル ホ ン川 流 域 む か しの カ ラコ

ル ム お よび バ ラ ・バ ル ガ ス ンの 近 くで,突 蕨 の ビル ゲ ・カ ガ ンとキ ュル ・テ ギ ンの紀

行 碑 を 発 見 した 。 つ い で1892-1896年 に は ロ シ アの チ ュル ク学 者 ラ ドロ フの指 導 の も

とに この 碑 文 が 刊行 され,デ ンマ ー ク の学 者 トムセ ン と ラ ドロフに よ って,1893年 同

時 に解 読 さ れ た。

　 19世 紀 後 半 に は プ ル ジ ェ ワル ス キ ー,ポ タ ーニ ン,ポ ズ ドニ エー ブ らの探 検 家 ・学

者 が モ ン ゴル を現 地 踏 査 して 民族 学 的著 作 を発 表 す る が,そ の う ちポ タ ー ニ ンの 『西

北 蒙 古 誌 』(1881-1883),ポ ズ ドニ エ ー ブの 『モ ン ゴ リア とモ ン ゴル人 』(1896-1898)

は モ ンゴル の民 族 学 的 研 究 の 画期 的労 作 と され て い る。 この両 書 と も一 部 が邦 訳 さ れ

て い る。 ま た ウ ラジ ミル ツ ォ フの 『蒙古 社 会 制 度 史 』(1934)は モ ン ゴル史 研 究 に 重

要 な 役 割 を果 した。

　 日本 で は,第 二 次 世 界 大 戦 の前 か らモ ンゴル へ の 関心 がわ りあ い 強 く,ヨ ー ロ ッパ

人(ロ シア人 を含 む)や 中 国 人 に よ る古 典 的 モ ン ゴル研 究 書 もか な り訳 され,ま た 日

本 人 研 究者 に よ るす ぐれ た モ ンゴ ル研 究 も か な り あ る　 (これ につ い て は,山 田信 夫

『日本 に於 け る蒙 古 ・中 央 ア ジァ研 究 小 史 』[1970]参 照)。 例 え ば,内 モ ンゴ ル の牧

畜 文 化 を研 究 した梅棹 忠 夫 の い くつ か の論 文 は精 細 を きわ めた もの で,今 日で もそ の

価 値 を 失 って い な い と考 え られ る[梅棹 　 1950,1951,1955a,1955b]。 江上 波 夫,

泉 靖 一,磯 野 富士 子 らの 業 績 も見 逃 せ な い。 しか し これ らの 多 くは,第 二 次 世 界 大 戦

終 結 まで の時 代 的条 件 に制 約 され て,内 モ ンゴル の モ ンゴル 人 を 対 象 と して い る。

　 最 近 で は,逆 に モ ンゴル 人 民共 和 国(い わ ゆ る外 モ ンゴル 〉 に関 す る書物 が現 わ れ

て い る。 この うち,モ ン ゴル 科学 ア カデ ミー 総 裁B.シ レンデ ブ著,松 田忠 徳 訳 『資

本 主 義 を 飛 び越 えて 』,吉 田実 著 『モ ン ゴル発 見 』 の 両 書 は いず れ も 現 代 モ ン ゴル に
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関す るハ ン ドブ ッ ク的 な 内容 で,便 利 で あ る。 田中克 彦,小 沢 重 男,伊 藤 幸 一,蓮 見

治 雄 らの仕 事 も注 目に価 す る。

　 モ ンゴル 人 民 共和 国 は面 積1,565,000km2,国 全 体 が 平 均 海 抜1,580　 mの 高 原 に

位 置 して い る。人 口 は1,555,000人(1978年1月1日 現 在)。 国民 の 民族 別 構 成 は,19

69年1月10日 の 国勢 調査 に よれ ば,ハ ル ハ が901,200人 で 総 人 ロ の75.3%を 占 め,つ

ぎ に モ ンゴル語 を話 す 他 の グル ー フ。,す な わ ちデル ベ ト(34,700人),バ イ ト(バ ヤ

ド)(25,500人),ザ ハ チ ン(15,000人),オ リ ョ ト(6,900人),ト ル グ ー ト(7,100人)

が 多数 を 占め るが,こ れ らの 人 々 は主 と して 国 の西 部 に住 んで い る。 国 の 北 部 に は モ

ンゴル 語 を 話 す ブ リヤ ト(29,800人),北 西 部 に チ ュル ク語 を 話 す カ ザ フ(62,800人),

トゥーバ(15,700人)お よび少 数 の ポ トンが住 む。 この ほ か,ロ シア系22,100人,中

国系 そ の他56,200人 が主 と して 人 口 の集 中 して い る地 域 に住 んで い る。

　 モ ンゴル 人 民共 和 国で は今 日急速 に 定住 化 がす す ん で い る が,な お1967年 現 在 で 農

業 人 口の 約63.1%,つ ま り454,000人 が遊 牧 的 牧 畜 を営 ん で いた こ とが 報 告 さ れ て い

る。

　 モ ンゴル高 原 で遊 牧 的 牧 畜 が支 配 的 に な った の は前10世 紀 頃で,今 日ま で にす で に

3,000年 が経 過 して い る。 そ して モ ンゴル にお け る 封 建制 の確 立 は12世 紀末 か ら13世

紀 初 頭 の こ と と され,1921年 の 革 命 ま で実 に700年 存 続 した。 ま た ラマ 教 が モ ン ゴル

に お け る支 配 的 宗教 と して広 ま った の は16世 紀 後半 の こ とで,約400年 間 つ づ い た。

清 朝 に よ る支配 は17世 紀 末 か ら20世 紀初 頭 ま で200年 あ ま りで あ った 。 以 上 三 つ の要

素 が モ ンゴル人 の生 活 に深 い影 響 を 及 ぼ した こ と は否 め な い事 実 で あ る 。

　 モ ンゴル に遊 牧 的 牧 畜 が か くも長 期 に わ た って 主 た る生 産 方 法 で あ った理 由 は な ん

で あ ろ うか 。 この疑 問 にた い して,今 日ま で の と こ ろ 「自然条 件 の せ い で あ る」 との

答 え が圧 倒的 で あ った 。最 近 モ ンゴル の学 者 ジ ャグ ワ ラルH.》KarBapaπ は 自 然的 ・

気 候 的 要素 と社 会 ・経 済 的 要 素 との 総体 で あ る と して つ ぎ の よ うに 書 い て い る 。 「遊

牧 的 生 活 様 式 の存 在 を 自然 的 条 件 に よ って のみ 説 明 す る こと はで きな い 。 なぜ な らこ

の説 明 に よ って は,自 然条 件 が 根 本 的 に変 化 しな い限 り定着 へ の移 行 の 可 能性 を 否定

す る こ とに な る か らで あ る。 ま た 社会 ・経 済 的 諸 関係 に よ るだ けで も説 明 で き な い。

封 建 制 の撤 廃 と と もに,遊 牧 的 方 法 が 自動 的 に な くな るわ けで もない か らで あ る」。

　 モ ンゴル の 自然 的 ・気 候 的 条 件 は 多 様 で あ る が,牧 民 た ちは遠 い昔 か ら三 つ の地 帯

に分 けた 。 す な わ ち,ハ ンガ イ,ス テ ップ,ゴ ビの3地 帯 で あ る。 この うち,牧 畜 に

と って 最 も好 都 合 な の は,北 部 の ハ ンガ イ地 帯 で,国 土 の30%以 上 を 占め て い る 。 こ

こに は高 山性,山 地 ステ ップ性 お よび ス テ ップ性 の牧 草 地 が 広 が り,水 場 も少 な くな
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い。 したがってこの地は羊,牛,馬 の放牧に適し,ま た限定された規模ではあるが,

農耕や草刈りも可能であった。

　 ゴビ地帯は,ハ ンガイ地帯に比べて,牧 畜のための条件が劣るとされてきた。民衆

の中には,「 ゴビで人間に生れるよりも,ハ ンガイで牛に生れた方がましだ」とい う

言葉があるといわれる。ゴビ地帯は国土の約30～40%,主 として南部および南西部の

半砂漠および砂漠地域,さ らに大湖の周辺がこれに含まれる。この地帯の特徴は,丈

の低いまばらな半砂漠的植物,ハ ンガイに比べると,ず っと暖かい,乾 燥 した気候,

それに開かれた水場と森林のないこととされている。 しか しこの地の牧草は丈が低 く

まば らであるけれども,滋 養に富んでいる。例えばモンゴル語でタアナまたはホムウ

ルとよばれるノビルはあ らゆる動物にとって,脂 肪分になるとされている。そのほか

ゴビ地帯には家畜に必要な各種の岩塩が多い。それはハンガイよりもはるかに豊富で

ある。ゴビ地帯はとくにラクダと羊の飼養に好都合である。

　いわゆるステップ地帯はハンガイとゴビの中間にあり,高 い山や森林がなく,開 か

れた水場 も少ない。乾燥 したステップ地帯であり,ハ ンガイ地帯には劣るが,馬,羊

の飼養には充分に適している。

　 こうした自然を舞台にして,モ ンゴルの人々は遠い昔から遊牧的生活を営んできた

のである。そ してモンゴルの遊牧的牧畜は,馬 と羊を主な家畜とし,フ ェル トのユル

タを主要な住居とする内陸アジア型を特徴としていると言える。ソ連の民族学者ワイ

ンシュテインによれば,世 界には遊牧的牧畜経済を基盤にした,い くつかの経済 ・文

化的タイプがあることを指摘 している。そのうち,一 つは西アジアおよび北アフ リカ

に広まっているもので,ア ラブによって代表される。 もう一つは主としてユーラシア

の乾燥地帯に広まるチュルク ・モンゴル型であるとしている[ワ インシュテイン　 19

73:1-2]。

　 モ ン ゴル 人 の 定住 化 の 問題

　 モ ンゴル人 民 共 和 国 の モ ン ゴル人 は現 在,過 去 数 千 年来 は じめ ての 大 変 革 の 過程 に

あ る。 つ ま り,遊 牧 民 の 定 住 化 で あ る。

　 モ ンゴル学 者 マ イ ス キ ーの 計 算 に よる と,1918-1919年 当時,モ ンゴル の 都市 住 民

(定 住 民)は 約14万 で あ った 。 当 時 の 総 人 口を647,000人 と して,21.6%を 占め た 。

これ は 総人 口 の約5分 の1で あ るか らか な りの割 合 を 占め るが,し か しその 内訳 を み

る と,ほ とん ど が モ ンゴル 人以 外 の民 族 で 占 め られ て い た 。 マ イ ス キ ー に よれ ば,中

国 人 が85,000人,ロ シア人5,000人 で,モ ンゴル 人 は50,000人 で あ った 。 この モ ンゴ
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ル 人 の定 住 民 は な に もの で あ った か。 実 は50,000人 の うち40,000人 は寺 院 に定 住 して

い た ラマ で あ った(こ の う ち約20,000人 は首 都 ウル ガ の大 寺 院,残 りの20,000人 は全

国 に ち らば って いた)。 当時 最 も大 きな ラマ寺 院 は,ダ ・フ レ(ラ マ数13,000人),ガ

ンダ ン(7,000人),ザ イ ン ・フ レ(3,000人),ワ ンギ ー ン ・フ レ(2,000人),エ ル デ

ニ ・ズ ー(1,500人),ジ ャル ハ ンザ ・フ レ(1,500人),デ ジ リン ・フ レ(1,20◎ 人)

な どで,残 りの寺 院 の ラ マ数 は100～300人,少 な い と ころで20～30人 で あ った 。

　 当時 の ラマ の 総数 は,マ イ ス キー に よる と約115,000人(男 子 の 総 人 口の約40%)

で,寺 院 に 住 む約40,000人 以 外 の ラマ は世 俗 の 中 で家 族 を持 ち,生 業 を 営 み な が ら,

年 間 約4回,大 祭 日 や祈 禧 のた め に寺 院 に詣 で て い た 。1921年 の革 命 初 期,モ ンゴル

に は大 小 約800の ラ マ寺 院 が あ った[グ ライ ヴ ォ ロ ンス キ ー　 1979:58】 。

　 現 在,モ ン ゴル の牧 民 の生 活 は遊 牧 的 形 態 か ら半遊 牧 的,半 定 住 的 形 態 に移 行 しつ

つ あ る。 この 場 合,そ れ ぞ れ の 形 態 は現 代 モ ンゴル の条 件 に お いて いか な る状 態 を さ

す の か。 グ ライ ヴ ォ ロ ンス キ ー に よる とつ ぎの 通 りで あ る 。

　 まず 遊 牧 的 形 態 は,1な い し2家 族 か らな る牧 民 が 家 畜 と とも に,年 間少 な く と も

4～6度 牧 地 を 変 え,同 じ宿 営 地 に1～2カ 月 以 上 と どま る こと な く,し か も冬 の牧

地 に住 居 を 所 有 しな い状 態 を さす 。 同 じ宿 営 地 に と ど ま る期間 は さ ま ざ まな要 素 に よ

って 異 な るが,放 牧 家 畜 の種 類,数,季 節,牧 草 の 状 態,水 や塩 の状 態,働 く牧 民 の

数,牧 民 の経 験 と熟 練 度,社 会 的 所有 に た いす る意 識 の 水 準 な ど に依 存 して い る。 羊

の牧 民 が一 カ所 に滞 留 す る 期間 は,ふ つ う夏 ・秋 の場 合 で5～7日 間,冬 ・春 で1～

3カ 月 間 ぐ らい で あ る。

　 半 遊 牧 とは,1年 の大 部 分 を主 と して遊 牧 的生 活 を 送 り,最 も条 件 の悪 い 冬 ・春 期

に一 カ所 に3～4カ 月 間 滞 留 で き る可能 性 を も った ものを さす 。 これ らの牧 民 の 場 合

に は冬 ま た は春 の牧 地 に,小 さ な組 立 式住 居 をす で に所 有 して い る 。

　 半 定住 とは,年 間 の 宿 営地 変 更が2～3度 以 内,し た が って1年 の大 部 分 を 定住 し

て 暮 す もの を さす 。 こう した 経 営 に 入 る もの と し て は,ま ず 搾 乳農 場MeAoqHble

ΦePMblが あ げ られ る。 彼 らの 冬 の牧 地 に は常 設 の住 居 そ の他 の施 設 が 用 意 され て い

る[グ ラ イヴ ォロ ンス キ ー 　1979:109-110]。

　 モ ン ゴル の経 済 学 者 ル ヴ サ ン ドル ジ ュ に よ る と,1960年 代 初 頭 か ら1970年 代 初 頭 ま

で の 約10年 間 に,国 の 農牧 業 人 口は 約30%減 少 し,国 民 経 済 お よび 文 化 の他 の分 野 に約

14万 人移 動 した と のべ て い る。 モ ンゴル 人 民 共 和 国 に お け る都 市 人 口 と農 村 人 口の 変

動 をみ る と,都 市 人 口 は1956年 の183,000人 か ら1977年 の719,000人 に,つ ま り約4倍

に な った の にた い し,農 村 人 口 は1956年 の662,500人 か ら1977年 の793,400人,つ ま り
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わ ず か20%し か増 加 して い な い[グ ライ ヴ ォ ロ ンス キ ー　 1979:121]。

　 多 くの新 しい 都 市 が誕 生 して い る。典 型 的 な1例 と して は1956年 当時 小 さな 集落 に

す ぎ な か ったダ ル ハ ンが あ る。 炭 鉱,セ メ ン ト工 場 発 電 所,シ リカ ト煉 瓦 な ど どの

工 場 が建 設 され,1963年 に は人 口8,000人,1977年 に は33,000人 に達 した 。 チ ョイバ

ル サ ン市 は人 口20,000を 数 えて い る 。

　 首 都 ウ ラ ン・バ ー トル の 場 合,1963年 の人 口203,400人 で あ った が,1977年 に は345,

000人 に達 した。 労 働 者 ・事 務 員 の数 で み る と,1960年 の総 数144,600人 か ら1976年 の

259,200人 に増 加 して い る。

　 モ ンゴル に お け る こ の よ うな 都 市人 口の 増 加 は,遊 牧 民 の定 住 化 の過 程 と して と ら

え る こ とが で き よ う。

　 農 村人 口 の都 市 流 出 と と もに,農 牧 業 の 能率 化 がす す め られ て い る。 牧 民 経 営 の 協

同 化 と と もに,例 え ば井 戸 数 に つ いて み る と,1962年 の12,800か ら1976年 の29,700に

増 加 して い る 。牧 草 地 の 灌 漉 も積 極 的 にす す め られ て い る。 家 畜 用 の小 屋 は1962年 の

33,800か ら1976年 の53,800に 増 加 した 。

　 1970年 代 の は じめ,農 村 人 口 の約40%,つ ま り約25万 人 が 定住 的生 活 を送 った 。 こ

れ は小 学 校 や幼 稚 園 の 子 ど もた ち,さ ま ざ まな 施 設 に属 す る人 々で あ る[グ ラ イヴ ォ

ロ ンス キ ー 　 1979:129]。

　 住 居 につ い て み る と,ユ ル タ以 外 の 固 定住 居 は1960年 か ら75年 まで の間 に2倍 に な

ったが,ユ ル タの方 は21.4%し か 増 加 して い な い。 なお,1972年 にお け る住 居 用 ユ ル

タ の総 数 は246,500と な って い る る。

　 全 体 と して,モ ン ゴル 人 民 共 和 国 に お け る定 住 化 は急速 に進 行 して い る。1960年 代

は じめ,定 住 民 は総 人 口の 半 分 ち ょ っ とで あ った が,1970年 代 の 後 半 に は約3分 の2

以 上 に達 して い る。 しか しモ ン ゴル人 民 共 和 国 政 府 は,遊 牧 的 あ るい は半遊 牧 的生 活

を送 って い る牧 民 を,近 い 将 来 に定 住 化 させ る政 策 は と って い ない 。 これ は モ ンゴル

にお ける牧 畜 発 展 の 現 在 の 水 準 が みん なを 定住 化 させ る段 階 に はい た って い な い との

認 識 に た って い るか らで あ る 。

　 モ ン ゴル人 民 共 和 国 に お け る伝 統 的 遊牧 文化 が 急速 に過 去 の もの に な りつつ あ る こ

と は,も はや い なめ な い歴 史 的事 実 で あ る。古 代 お よ び中 世 を 通 じて世 界 史 的 役 割 を

果 した モ ンゴル は,ソ 連 を は じめ とす る社会 主 義諸 国 の積 極 的 協 力 の もと に幾 千 年 間

存続 した遊 牧 か ら定 住 へ の 断 乎 と した移 行 に よ って,ま さに 世 界 史 的 な意 義 を 持 つ 大

実験 の主 役 に な って い る と考 え られ る。 しか も この移 行 は,一 方 で は 急進 的,他 方 で

は漸次的という二つの方味を利用しているようにみえる。すなわち,昨 日の牧民が今

日の鉱工業,機 械化農業,サ ービス部門の労働者になることは急進に属 し,遊 牧的牧
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民の定住化は漸次的なものと言えよう。

　私[加 藤]は1970年,1977年,1978年 の3度 モンゴル人民共和国を訪れる機会にめ

ぐまれ,ウ ラン・バー トル以外にも,ハ ラホ リンやホショ・ツァイダムを見学 した。

とくに77年 と78年の旅行の主たる目的は,国 立民族学博物館の 「モンゴル展示」のた

めの標本資料収集を目的とするもので,モ ンゴル文化省の方の積極的協力によって,

所期の成果をあげることができた。ところが展示作業をすすめるには,そ れについて

の基本知識が前提として必要である。モンゴル人民共和国の物質文化について,日 本

語でも若干の文献はあるが,い ずれも簡単で充分とは言い難い。そこで,比 較的新 し

く,し かもモンゴルの生活が大きく変貌しはじめた196G年 代以前のフィール ド調査に

基づくこの論文を紹介することにしたしだいである。

　 3度 の旅行を通 じての私の印象からしても,モ ンゴル人はきわあて勤勉 ・有能であ

り,定 住化という世界史的事業を見事に完遂することは疑いないということである。

　 最後に,標 本資料収集にあたり,協 力を惜 しまれなかったモンゴル文化省,モ ンゴ

ル外務省,日 本外務省,在 東京モンゴル大使館,在 ウラン・バー トル日本大使館(秋

山大使はじめ館員の方々),伊 藤忠商事のみなさまに心から感謝する。

　 なお,ビ ャトキナのこの論文は,つ ぎの16章 に分かれている。すなわち農牧業,狩

猟,移 動手段,家 内的な獣毛製品と皮革の加工,住 居,衣 服,飲 食物,結 婚儀礼,出

産と育児に関連する儀礼 ・習慣,親 族名称,氏 族またはヤスンの名称,占 い ・俗信 ・

伝説伝承,仏 教以前の信仰の痕跡,古 来の葬制,国 民的祭 りと遊戯,民 衆的造型美術

であるd一こ乙で紹介するの はこのうち,最 初の7章,主 として物質文化に重点をおい

た部分だけである。ただしページ数でみると,全 体の約半分弱である。

　 訳文のうち,カ ッコなしの注は原注を整理したもの,カ ッコは訳注である。

皿.モ ンゴルの伝統 的物質文化

著 者 は しが き

以 下 の 民 族 学 的 資 料 は,1948-49年 モ ンゴル 人 民 共 和 国 に お い て,ソ 連 科 学 ア カデ

ミー お よ び モ ンゴル 人 民 共 和 国科 学 委 員会1)が 組 織 し,団 長 キセ リ ョフC.B.　 KHce諏eB

に指 導 さ れ た歴 史 ・民 族 学 的 調 査 団HcTopHKo-sTHorpaq)HgecKaH　 gKcneAMHHAに

よ って採 集 され た もので あ る。 この 調査 団 にお い て,著 者 は民 族 学 班 を 担 当す る こと

1)1961年5月,モ ンゴル科学 アカデ ミーに改組 された。人文科学,生 物 ・地質学,物 理 ・数 ・

　 化学の3部 面 に大別 されている。1978年 現在,研 究員約700人 。
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に な った が,班 員 に は チ ョイバ ル サ ン記 念 モ ンゴル 国立 大 学 の言 語 学 科 の学 生 お よび

モ ンゴル 人 民 共和 国科 学 委 員 会 の研 究 員バ ガ ェ フr.B.　 BaraeBが 加 わ った 。

　 研 究 班 は,1948年 に は モ ンゴル 人 民共 和 国 の 西 部 で つ ぎ の よ うな コー スで調 査 を行

な った。 す なわ ち,ウ ラ ン・バ ー トル,エ ル デ ニ ・ヅ ー,ッ ェ ツ ェル リク,ツ ァガ ン・

オ ロム,コ ブ ド,ウ デ ン・ゴ ム,そ こか らウ ブサ ・ヌー ル 湖 の南 側 沿 い に トゥル ン　 ソ

モ ン2),ソ ンギ ン　 ソモ ンを 経 由 して ウ リャス タイ市 に 出 た。 調査 班 は ウ リャス タイ

か らッ ァガ ン ・オ ロムへ 出 て,そ こで 一 まわ りの コー スを 終 り,も との道 を 通 って ウ

ラ ンバ ー トル に 帰 った。

　 1949年 に は,調 査 班 は モ ンゴ ル人 民 共 和 国 の東 部 で 活 動 した 。す な わ ち,ウ ラ ン ・

バ ー トル か らモ ンゴ ・モ リ ト　 ソ モ ンに出,そ こか らウ ン ドゥル ・ハ ンへ 向 か い,ケ

ンテイ地 域 お よ び オ ノ ン川流 域 で 調査 した後,チ ョイバ ル サ ン市 を 通 って ケ ル レ ン川

の 左岸 に 出 た。 つ づ い て ウズ ム チ ンy3yMqvaHお よび近 年 モ ンゴル 人 民 共 和 国 の ケ ル

レン川 右岸 地 域 に移 住 した バ ル ガ ・ブ リヤ ト6apra-6yPfiTの 住 む ソモ ンを 通 って,

南 はガ ル ・シ ャル イイ ン　 ソモ ンに達 し,そ こか らウ ン ド ゥル ・ハ ンを経 由 して ウ ラ

ン ・バ ー トル に帰 った 。

　 調 査 班 の任 務 は民 族 学 的資 料 の収 集 お よび調 査 の途 中で 出 会 う考 古 学 的遺 物 の記 録

ΦHKcaU圏 で あ った 。

　 調 査 班 の主 た る 関心 は共 和 国 の農 村 地 域 に 集 中 され た 。 そ こに は ハ ルハ ・モ ンゴル,

オ イ ラ ト(デ ル ベ ト,バ イ ト,オ リョ ト,ミ ンガ ト),ホ トン(起 源 は チ ュル ク),サ

ル トゥル,ブ リヤ ト,バ ル ガ ・ブ リヤ ト,ウ ズ ムチ ンお よび ハ ムニ ガ ン(起 源 は ツ ン

グ ー ス)な ど さま ざ ま な民 族 が 住 ん で いた 。 西部 の ア イ マ クで は ソモ ンの住 民 の民 族

構 成 に関 す るデ ー タ を得 る こ とが で き た。 す な わ ち,ウ ブサ ヌー ル 　 ア イ マ クで は,

住 民 はつ ぎの よ うに分 け られ た 。 デ ル ベ トの 住地 は,ウ ラ ンゴ ム　 ソモ ン,サ ギ ル

ソモ ン,ト ゥル グ ン 　 ソモ ン,ウ ム ノ ・ゴ ビ 　 ソモ ン,ホ ブ ド　 ソ モ ン,ヴ ウへ ・モ

リン　 ソ モ ンで あ る。バ イ トの 住 地 は テ ス　 ソモ ン,ズ ンゴ ビ　 ソ モ ン,マ ル チ ン

ソモ ン,ヒ ル ガ ス　 ソモ ン,タ リア ラ ン　 ソ モ ン。 ハ ルハ の住 地 はザ プハ ン　 ソモ ン,

ウ ン ドゥル ハ ンガ イ　 ソ モ ン,ズ ンハ ンガ イ　 ソモ ン,ト ゥル ン　 ソモ ンで あ る 。

　 コブ ド　 ア イ マ クで は,ソ モ ン住 民 の部 族 構 成 は つ ぎ の通 りで あ った 。

1)エ ル デ ンブ レ ン　 ソ モ ンは オ リョ ト　 2)ミ ンガ ト　 ソモ ンは ミ ンガ ト,デ ル ベ ト,

オ リ ョ ト　 3)ブ ヤ ン トゥ　 ソモ ンは混 住 で あ る が,主 力 はハ ル ハ(タ リャチ ン)4)

2)モ ンゴル人民共和 国は行政的 に18の アイマク(県)に,ア イマクはい くつか のソモ ン(村)に

　 分け られ る。人 口6,000人 以上の町を ホ ト(市 または町)と い う。
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チ ンダ マ ニ 　 ソモ ンは トゥム ト　5)ハ イ ラ ン 　 ソモ ンはハ ル ハ 　6)タ ル ビ 　 ソモ ン

は ハ ル ハ 　7)ヅ ィル ギ　 ソモ ンはザ ハ チ ン　 8)マ ング ハ ン　 ソ モ ンは ザ ハ チ ン　 9)

ム ンフハ イル ハ ン　 ソモ ンはザ ハ チ ン,ウ リャ ンハ イ　 (言語 はカ ザ フ語)　 10)ツ ィ

ツ ィク　 ソモ ン はハ ル ハ,ザ ハ チ ン,デ ル ベ ト　 11)ア ル タ イ　 ソ モ ン はザ ハ チ ン

12)ウ ェ ンチ　 ソモ ンはザ ハ チ ン　 13)ブ ル ガ ン　 ソ モ ンは トル グ ー ト,ホ シ ュ ト,

ザ ハ チ ン,ウ リャ ンハ イ　 14)ト ゥタ　 ソモ ンは ハル ハ,ザ ハ チ ン。

　 バ ヤ ン ・ウル ゲ イ　 ア イ マ ク に は カザ フが み られ る。

　 民族 学 調 査 班 に よ って 集 め られ た資 料 は1947-1948年 当 時 の ア ラ ト(牧 民)の 文 化 と

生 活 の状 態 を示 して い る。 この 頃,農 村 住 民 の 経 済 に お いて 発 展 しつ つ あ った社 会 主

義 的 ウク ラー ド(経 済 体 制)の 規模 は ま だ それ ほ ど大 き くな く,家 畜 の 個人 所有 を と

もな う小 商 品生 産 が優 越 して い た 。 そ れ以 後 モ ンゴル 人 民 の経 済 ・文 化 の発 展 に お け

る成 功 に よ って,ア ラ トの 生 活 と文 化 は大 き く変 化 した 。 しか し この 変 化 を,本 論 文

にお い て 考 慮 に 入 れ る こと はで きな か った 。著 者 が 同 じ調 査 地 域 を再 び訪 れ る こ とが

で きな か った だ けに,な お さ らそれ は困 難 で あ った。

　 フ ィール ド資 料 の 記 録 は すべ て モ ンゴル 語 に よ って な され た が,こ れ につ いて は調

査班 中 の学 生 た ち に負 う と ころ が大 き い。 フ ィ ール ド資料 の整 理 にあ た って,私 は そ

の記 述 と翻 訳 だ けで な く,場 合 に よ って は文 献 資 料 を 引 用 して,そ れ を 分析 す る こ と

に つ とめ た。

　 農 牧 業

　 モ ンゴル の 住 民 の経 済 活 動 の基 礎 は 農 牧 業 で,住 民 の70%を 占 め て い る。

　 モ ンゴル 農 牧 業 の主 要 な分 野 は 牧 畜 で あ る。 そ して モ ンゴル の 遊牧 経 済KoqeBoe

xo3HticTBoに お け る主 要 な 動 物 は 羊oBIIbl,ヤ ギKo3bl,ウ マnolllaAH,ラ クダBep-

6AK》Abl,ヤ クAKHま た は サ ル ル イキcapπblKHお よ び そ の他 の 大 型 有 角畜(牛 の こ

と)で あ る。

　 広 大 な モ ン ゴル の ス テ ップ は,植 生 の貧 しい ゴ ビの 南 部 お よ び南 東 部 地 域 を の ぞ け

ば,見 事 な 天 然 の牧 草 地 で あ る。 した が って,四 季 を 通 じて 家畜 を牧 草 地 で 維 持 す る

ことが,こ こで は主 な形 態 を 占 めて い る。 ア ラ トが 家 畜 の 牧草 を確 保 す るた め に定 期

的 に移 動 す る必 要性 は こ う した 状 態 に起 因 して い る。

　 移 牧nepeKoqeBKaの 距 離 と季 節 的 な牧 地 の特 徴 は,い た る と ころ 同 じと い うわ け

で は な い。 ハ ンガ イ地 方 で は牧 草 が豊 かで あ るた め,移 牧 の距 離 は 遠 い。 夏 の牧 地 は,

こ こで は川 岸 で あ り,冬 は よ り標 高 の高 い 場 所 で あ る。
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　牧草の少ない丘陵 ・平原的なステップ地帯では,移 牧の距離は50km以 内である。

夏期,家 畜は水場の近 くの 低い場所で,冬 期には主として高原の南斜面で放牧され

る。

　西部地域では,ア ラトは夏期主として山地に移る。 これは,夏 以外の季節には,こ

の地域の牧草を利用できないためである。冬は山地の低いところに下る。ハンガイの

南部地帯および共和国の東部地域では,ア ラ トは夏期には家畜とともに山中に住み,

冬期には雪のないゴビの低地に移る。

　モンゴル人は革命前,牧 草刈 りも,冬 期用の飼料準備 も知 らなかった。また彼 らに

は,家 畜を寒さ,雨,猛 獣から守るための建物 もなかった。彼らの家畜が獣医の援助

をうけることもなかった。

　きびしい冬と,春 のゴロレディッァrOJIOJIe21Mqa(急 に雪解けがきて,そ の表面が

氷結 した状態)の ために,家 畜が雪または氷の下から牧草をとって食うことができず,

大量の餓死を招 くことがしばしばあった。またペス トqYMbl,炭 疽Cli6HPCKHe　 fl3Bbl,

馬鼻疽can,口 蹄疫ArUYPそ の他の疫病のために,家 畜の50%な いしそれ以上が倒れ

ることもあった。

　モンゴルの牧畜は,今 日でも自然条件に多 く依存 していることは言うまでもないが,

しかしモンゴル人民共和国政府は牧畜経済の向上のために,絶 えずエネルギ ッシュな

方策をとりつづけている。とりわけ,獣 医学的な援助組織に大きな注意がはらわれて

いる。1924年,ウ ラン・バー トルに最初の獣医学校が開かれ,1925年 には細菌学研究

所が活動 しはじめた。

　その後,モ ンゴルにおける獣医網は著 しく広げられ,そ の結果,ア ラ トの牧畜経済

の状態は目に見えて向上した。

　モンゴル人民共和国の成立当初から,共 和国政府は牧畜経済において,飼 料ベース

確保を重要な施策としてとりあげてきた。共和国の各地域ではソ連邦の学者たちの協

力のもとに,牧 草の種蒔き,土 壌の質の改良,牧 草刈 りおよび牧草地の改良,新 しい

牧草地の開発などの試みがなされた。

　農業の技術分野で も大きな変化がみられた。1937年 にはすでに,ソ 連邦は無償で,

トラクター,草 刈 り機 その他の機械をつけて,10カ 所の機械 ・草刈ステーションを

譲渡 した。これは牧畜の改良に重要な役割を果 した。それ以後,モ ンゴル人民共和国

にたいするソ連の友好的援助は組織的なものとなった。 現在では,国 内で国営農場

rOCXO3お よび機械 ・牧畜ステーションの網がつくられている。 国営農場では草刈り

と播種の面積が拡大され,牧 草を生やすための方策がとられ,人 工肥料および鉱物飼
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　料xy∂anapが 利用され,適 量の乾草による家畜,と くにその母親と仔どもの飼育が

　行なわれている。

　　国営農場は牧畜と農耕を結合させた大経営に変った。ここには新 しい技術が導入さ

　れ,農 耕と牧畜の文化が高められ,農 耕と牧畜の質の高い勤労者が養成されている。

　　国営農場は機械 ・牧畜ステーションとともに,農 業の改良に重要な役割を演じてい

　る。

　　国家は国営農場においても,ア ラトの個人経営においても,牧 畜を発展させ るため

　のあらゆる施策を講 じている。

　 、国内では,ア ラトの自家経営の中でも牧草刈りが広まりつつある。国家はアラ トに,

　牧草の用意,農 業用の道具,良 種の種家畜の取得その他のために,貸 付けを行なって

　いる。

　　家畜飼育のプランを遂行 した私経営にたい しては,さ まざまな,し か もかなり著 し

　い特権があたえられている。こうした ことによって,モ ンゴル人民共和国の家畜頭数

　は目に見えて増加した。先進的なアラトは家畜の増産に大きな成果をあげている。そ

　うしたアラトにたいしては特権だけでな く,賞 金や価値ある贈与,「 共和国功労牧畜

　民」の称号,勲 章,メ ダルなどが贈られている。

　　牧畜経済の発展において,労 働 と労働力を経済的に,ま た効果的に利用する目的で,

　アラトはポ トンxoToHbl(共 同で家畜の世話をする組合ToBapHu具ecTBo)に 統合され

　ている。革命前,オ イラ トはポ トンまたは遊牧集落をつ くって遊牧 した。当時それは,

一一遊牧をと一も.にす一る近親かちなり,一その長として長老一axa一がいたσ し一かしポトンでは,

　民族的な相互援助の名のもとに貧しい同族からのひどい搾取の行なわれる場合も少な

　 くなかった。

　　革命後,ポ トンにおける統合は,新 しい,民 族的でない基盤のもとで成立 しはじめ

　た。ここではまだ,家 畜はアラ ト各人の私有物である。組合の各成員は個人の労働に

　よって作業に加わり,家 畜数に応じて出費(収 入 も)を 負担しなければならない。

　　またアラ ト間では,井 戸掘り,ハ シャン(家 畜用のかこい)の 構築における単純な

　共同形態が広まっている。一部の地域では草刈 り,西 部地域では畑地の灌概工事も共

　同でなされている。

　　生産関係の新しい形態として,経 営を共同ですすめるための,ア ラトの自由な協同

　がある。これは生産協同の最も高度な形態である。農業上のアラトの協同は,と りわ

　け牧畜の場合であるが,ア ラ トの家畜の一部 と農業用具を社会化 している。社会化さ

　れた生産手段は協同組合の成員の共同所有である。各経営は私有としてユルタ,生 産
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用 の 建 物,荷 車,馬 具,細 か い 農 具 お よび家 畜 の一 部 を 所有 して い る3)。

　 以 下,国 内 の 多 くの 地 域 にお い て,現 代 の ア ラ ト経 営 に ま だ残 存 して い る牧 畜 の民

衆 ・伝 統 的 技 術 と方 法 につ いて の 短 い デ ー タ が紹 介 され る。

　 われ わ れ は これ らのデ ー タを フ ィー ル ド調 査 の過 程 で 集 め た 。 モ ンゴル 人 民 が 困難

な歴 史 的 条 件 の も とで 開発 して きた 家 畜 保 持 の古 い方 法(こ れ に はお くれ た技 術 と,生

産 力発 展 の 一 般 に低 い水 準 が 示 され て い る)は 近 い う ちに 消 滅 し,新 しい先 進 的 な牧

畜 技 術(こ れ は人 々の労 働 を 軽 く し,経 済 の生 産性 を 高 め る)が 登 場 す る こ と は疑 い

な い。 しか し,モ ン ゴル人 民 の文 化 の 歴 史 に お い て,こ こに 紹 介 さ れ る資 料 も一 定 の

価 値 を もつ こ とで あ ろ う。 と い うの は,こ れ らの デ ー タは,モ ン ゴル人 民 が お くれ た

経 済 的 ・文 化 的 水 準 か ら出発 しなが らも,い か に して 歴 史 的 に短 い期 間 に,数 千 年 か

か って達 成 した 経済 ・文化 の成 果 を 凌 駕 す る 進歩 を と げ得 た か を 示す で あ ろ う か ら。

　 フ ィール ド資 料 の 記述 を は じめ る にあ た り,モ ンゴル の 牧 畜 地 域 を通 過 す る と き,

まず 目 に入 るの はハ シ ャ ンで あ る ことを 指 摘 して お く必 要 が あ る。 これ は モ ンゴル 集

落 地 の古 来 の 風 景 を 変化 させ た だ けで な く,き び しい冬 期 の 条 件 に お け る家 畜 の保 持

を可 能 に して い る。 ハ シ ャ ンは ユル タの そ ば に あ る小 さ な広 場 で,牛 ・馬 ・羊 の 糞 を

細 か く して 層 にな る よ うに敷 きつ め た もの で あ る 。 この広 場 の まわ りに木,石 また は

粘 土 の 壁 が築 かれ て い る。 場合 に よ って は支 配 的 な 風 の吹 く側 だ けに 壁 を つ くる こ と

もあ る 。冬 期 は,羊 とヤ ギ は集 ま って,朝 か らハ シ ャ ンの 中で 横 にな って い る。 太 陽

が上 って あ た た か くな って くる と,羊 群 は牧 草 地 へ追 い 出 され,日 没 まで牧 夫 の監 視

の も とに お かれ る。 ラ クダ は牧 夫 な しで 放 牧 され,夕 方 ユ ル タ に追 い も ど され る。

　 馬 は冬 の 間 じ ゅう牧 草 地 にお か れ,ユ ル タの そ ば へ は つ れて こ られ る こ とは な い。

　 冬 期,場 所 に よ って は,と くに ゴ ビに お いて は,畜 群 の た め に水 の な い 牧 草 地 が利

用 され る。 こ こで は雪 が 深 くな い た め,人 の 居 住 地 か らか な り離 れ た 距 離 で 馬 群 を牧

す る こ とが で き る。 ふ つ う数 人 の 馬 所有 者 が一 つ の 馬 群 を つ く り,共 同 で 牧 す る。

　 冬 期 ま た は春 期 に生 れ た 仔 羊 や 仔 ヤ ギ は,人 の 生 活 して い る ユル タの 左 半 分 に つ な

い で,乾 草 で飼 育 す る。 乾 草 は また,病 ん で い る家 畜 や ひ ど く痩 せ た 家 畜 に あ た え ら

れ る。 と きに は,タ ル バ ガ ンの 脂 を あ た え る こと もあ る。

　 夏 期,仔 羊 を羊 群 と は別 に 放 牧 す る代 わ りに,朝,母 羊 か ら離 して 別 の 群 に 入 れ て

3)現 在 では牧農協同組合(ネ グデル)と 国営農場がある。1977年 の調査では,全 国のネグデル

　 数 は259,各 ネグデルの平均家畜数 は69,000頭 であ る。国営農場数 は47,う ち11カ 所は飼料農場。

　 ネグデルの組合員は労働報酬の分配を現物または金銭で受 けるが,ネ グデル所有の家畜を安 く

　 買 うことがで き,共 同の家畜のほか に,組 合員1人 あたりハ ンガ イでは10頭,ゴ ビではユ5頭,

　 1戸 あた りハ ンガイで は50頭,ゴ ビでは75頭 の私有 が許 され,個 人財産 として飼 うことがで き

　 る(吉 田実氏の前掲による)。
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放 牧 させ る方 法 は興 味 深 い 。 群 に入 れ て も,仔 羊 は別 の母 羊 の 乳 を吸 わ な い 。 こ う し

た方 法 を とれ ば,仔 羊 だ けを 分 けて 放牧 しな いで もす む δ家 畜 は 日の 出 と と もに 搾 乳

さ れ,少 年 少 女 の 監 視 の も とに牧 草 地 に 送 り出 さ れ る。 彼 らは 馬 を乗 りまわ しな が ら

家 畜 を牧 す るの で あ る。

　 ラク ダ は,我 慢 強 く,手 の か か らない 動 物 で あ る が,し か した い へ ん注 意 深 く面 倒

を 見 て や る必 要 が あ る。 と りわ け旅 行 中 が そ うで あ る。 キ ャ ラバ ンで 遠 路 を行 く とき,

主 人 は この動 物 のた め に,は じめ の数 日間,夜 間 の 宿営 の と き,ご く限 られ た量 の飼

料 を あ た え,水 を飲 ま さな い よ うつ と め る。 冬 は,キ ャ ラバ ンの宿 営 地 の雪 を と りの

ぞ く。 ラ クダ が地 上 に横 に な った と き,か ぜ を 引 か な い よ うにす る た めで あ る。 ま た

夏 期 にお い て も,ラ ク ダ が夜 間 湿 った場 所 に横 にな らな い よ うに注 意 す る。

　 馬 や ラ クダ を 群 の 中 か ら捕 え るに は,特 別 の 敏 捷 さ と熟 練 が要 求 さ れ る。 そ れ は ふ

つ う,馬 に乗 った人 が 投縄aPKaH,ま た は,引 き寄 せ る た め の縄 や 革 紐 の 環 を 端末

につ けた 長 い 棒(ypeの を利 用 して 行 な う。 ふつ う馬 上 の 人 が 目指す 動物 をす ばや く

追 いか け,そ の 首 に 縄 の輪 を上 手 に投 げ か け る。

　 モ ンゴル 人 の 幾 世 紀 に わ た る家 畜 飼 養 の 伝 統 は,牧 畜 に 関連 す る豊 か な ター ミノ ロ

ジー に反 映 さ れて い る。 同 じ動 物 で も年 齢 に よ って 名 称 が異 な るの もそ の 証拠 の一 つ

で あ る。例 え ば ウナ ガ ン.yκaeaκ は生 後1年 目の 仔 馬,ダ ア ガ ∂aa2a(κ)は 生 後2年

目の 仔馬,シ ュ ドゥ レ ンUt7∂yneκ は生 後3年 目の 仔 馬,グ ナ ン ・ウヘ ルeyκaκ

pxspは3歳 の雄 牛,グ ンジ ン ・ウヘ ル 妙 κoκπκ γxspは3歳 の雌 牛 とい った た ぐ

い で あ る。家 畜 の 名称 を一 覧 表 に して あ げ て み よ う。

　 あ らゆ る種 類 の家 畜 の乳 が 利 用 さ れ る が,主 な搾 乳 動物 は,牛,サ ル ル イキ(ヤ ク)

caPJIblKM(HKH),ハ イニ キxa湘HKH(大 型有 角 畜 の混 血 種),羊,ヤ ギで あ る。 雌 馬

と雌 ラ クダ か らはあ ま り搾 乳 しない 。 た だ し夏 の間 だ けで あ る。 雌 馬 の 乳 は ク ム ィス

(馬乳 酒KYMblC)に 用 い られ る。 昔 は,雌 馬 の搾 乳 に は男 性 が あた った 。『モ ンゴル

秘 史 』 の 中 に,テ ム ジ ンが 奪 わ れ た黄 褐 色 の 去勢 馬 を探 し求 めて ボル チ ューの と ころ

に行 った とき,ボ ル チ ュ ーは 雌 馬 の乳 を しぼ って い た との記 述 がみ え る。 搾乳 の方 法

は家 畜 に よ って ま ち ま ちで あ る。例 え ば,羊 は後 方 か ら,雌 牛 は右 側 か ら,雌 馬 は左

側 か ら,右 手 で家 畜 の脚 を抱 き,膝 の上 に木 桶 を お い て 搾 乳す る。 搾 乳 の 前 に,母 親

の と こ ろに 仔牛 や 仔馬 を近 づ け,わ ず か に乳 を吸 わ せ る。 仔牛 や 仔馬 が死 ん だ 場 合 に

は,他 の 母 親 の 仔 に 吸 わせ た り,か か し[剥 製]qyqeハoを つ く って,搾 乳 の 間 じ

ゅ う母 親 の 前 にた て て お く。

　 濃 度 と脂 肪 の 量 にお い て最 高 の乳 はサ ル ル イキ(ヤ ク)の もの と され,2番 目 は羊,
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表1

 ààóó 

 àçðàãà 
 ãóó 

ýð ìîðü 

ãóíàí ìððü (2) 

 ãóíõññèí ãóó (2) 
 äåíåí  ìîðèí  (3) 

 äåíæèí ãóó  (3) 

óõýð 
áóõ 

 øàð 

öàð 

 óíýçí 
ýì  óõýð 

 øóãàë 
ýð àÿðóó (1) 

 îõèí áÿðóó (1) 

ãóíàí óõýð (2) 
 ãóíæèí óõýð (2) 

äåíåí óõýð  (3) 

 äåíæèí óõýð  (3) 

 òýìý 
áóóð 

 èíãçí 

 àòàí 

áîòãî 
ýð  ìîðîì (1)

馬群

雄i馬

雌馬

馬(泥OUta∂b)

3歳 馬

3歳 の雌馬

4歳,馬(KOHb)

4歳 の雌馬

大型有角畜

去勢されない雄牛

去勢した雄牛

雌牛

仔牛

2歳 の仔雄牛

2歳 の雌牛

3歳 の若 い雄牛

3歳 の雌牛

4歳 の雄牛

4歳 の雌牛

雄 ラクダ

種 ラクダ

雌 ラクダ

去勢 された雄 ラクダ

仔 ラクダ

2歳 の雄 ラクダ

 îõèí  ìîðîì (1)1 

óíàãà 
ýð äààã (1) 

 îõèí äààã (1) 
øóäóëåí 

 ãóíàí  òýìý (2) 

 ãóíæèí  èíãýí (2) 

 äåíòýìý  (3) 
 äåíæèí  èíãýí  (3) 

 êîíü 

 êóöà 

 ýðãè 
ýì  êîíü

 êóðãàí 

ãóíàí õîíü  (2) 

çóñàã  êîíü  (2) 
 áåíåí õîíü  (3) 

 äåíæèí  êîíü  (3) 

 ÿìàà(í) 

ñýðõý 

òýõý 
 èøèã 

ãóíàí ÿìàà (2) 

çóñàã ÿìàà  (2) 

äåí ÿìàà  (3) 
 äåíæèí ÿìàà  (3)

2歳 の雌 ラクダ

仔馬

2歳 の仔馬

2歳 の雌馬

3歳 馬

3歳 の雄 ラクダ

3歳 の雌 ラクダ

4歳 の雄 ラクダ

4歳 の雌 ラクダ

羊(一 般 的名称)

種羊

去勢 された雄羊

雌羊

仔羊

3歳 の雄羊

3歳 の雌羊

4歳 の雄羊

4歳 の雌羊

ヤギ(一 般 的名称)

去勢 された雄 ヤギ

種 ヤギ

仔 ヤギ

3歳 の雄 ヤぎ

3歳 の雌 ヤギ

4歳 の雄 ヤギ

4歳 の雌 ヤギ

牛,ヤ ギ が これ につ づ く。 モ ンゴル 人 は,彼 らの民 衆 的 観 念 に よれ ば,家 畜 を 二 つ の

カ テ ゴ リー に 分 けて い る。 す な わ ち,ハ ル ウ ン ・ホ シ ュゥ ・マルxan　 VJIκXO　Utyy

nea2(熱 い 息 の もの)と ヒテ ン ・ホ シ ュ ウ ・マルxumen　 (xyamsκ ノXOL"yy　 Ma2(冷

た い息 の もの)で あ る。

　 そ して 「熱 い息 の もの 」 が す ぐれ た家 畜 と され るが,こ れ に属 す るの は馬 と 雄 羊

6apaHで あ る。 ラ クダ,ヤ ギ,大 型 有 角 畜 は 「冷 た い息 」 を もつ とさ れ,そ の 肉 は 「冷

や す もの」 で あ って,人 間 の体 に と って の有 益 度 が うす い とさ れ,病 人 に は これ らの

肉 を決 して あた え な い。 雄 羊 と馬 の 肉は有 益 で体 を 「温 め る もの 」 とさ れ て い る。 雄

羊 の 肉 は最 高 の ご ちそ うと され て い る。

1・カ ッコ内の数字 は家畜 の生後か ら数えた年齢であ る。以前モ ンゴル入は人間と動物の年齢 を

生後か らではな く,懐 妊の時点か ら数 えた。 質問 にたい して,ア ラ トはつねに,「法律 」によ

る年齢 とモンゴル の民衆的伝統で数えた年齢を教えた。
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写真 ～　 ヤ'ク 　 の　搾　乳

　 牧 畜 の 重 要 な産 物 の一 つ に羊 と ラ クダ の毛 が あ る。 羊 の 刈 り こみ は1年 に1度 行 な

わ れ る(6月 一7月)。 一 家 の経 営 に お い て は,ラ クダ の 毛 は春 の 脱 毛(5月)の と き,

そ れ が 束 に な って落 ち る とき,手 で拾 い 集 め る。 彼 らは そ の 毛 を売 った り,自 家 用 に

した りす る。 ユル タ用 の フ ェル ト,紐,糸,袋 その 他 は この 毛 か らつ く られ る。 羊 の

毛 か らは冬 服 が,有 角 畜 の皮 か らは帯 革,履 物,皮 袋,長 い毛 か らはユ ル タ と投 縄 用

写真2　 牧夫は,井戸から水を汲み出すための皮袋を持っている
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図1　 a一アルガルを集めるた めの籠(ア ラグ)

　　 b-一アルガルを集 めるための熊手(サ ヴ

　　 オル)

の縄がつ くられる。とくにサルルイ

キの長毛が縄の材料としてよいとさ

れている。

　アラトの経済において必要な牧畜

産物の一つにアルガルapea■(牛

馬の乾燥 した糞)が ある。これは燃

料として利用され,ま た細か く砕い

た状態で,冬 期に家畜の下に敷かれ

る。国内のかなりの部分に森林がな

いため,ア ルガルは主な燃料となっ

ている(最 良の燃料は牛馬の糞で,

ラクダと羊の糞はこのために用いら

れない)。 冬期用の アルガルの準備

は夏期行なわれる。ふつうこの仕事

には女性,子 ども,老 人が加わる。

これを集めるには,四 角形の特別の籠(@β ε)が用いられる。 この籠を肩にかけ,籠

の横にとりつけられた紐を左手で固定する。日光で乾燥したアルガルは熊手状のシャ

ベル(eaB()p)を 利用 して籠の中に投げ入れる。集めたアルガルは山に積み上げる。

　かつて,ア ルガルはアラトによって領主のために大量に集められた。その採集はア

ラトにとって重い現物税の一つであった。

　モンゴルの遊牧民は,幾 世紀にわたって牧畜を生業とした結果,す ばらしい視力,

観察力,方 位感覚を身につけている。彼 らは馬群や羊群の中で自分のものを誤 りなく

見分けることができるし,ま た見えるか見えないほどのわずかな徴候によって,自 分

たちの畜群の場所を見つけることができる。彼らの場合,古 来の多 くの伝統や前兆が

家畜と結びつけられている。デルベ トか らきいたいくつかのことをあげてみよう。

　ユルタのそばで縄(∂3θa)に つながれた仔羊,仔 牛,あ るいは仔馬が落雷で死んだ

ときには,そ れ以後,主 人はなんぴとにも,乳 製品と塩を,彼 のユルタから持ち出す

ことを許さない。この禁は父から子につたえられる。

　炉の灰は,家 路についている家畜に向かって決 して投げてはならない。旅が幸せで

あるように,デ ルベ トは馬に乗る前に数滴の乳を左側の鐙にかける。いよいよ出かけ

るときには,必 ずユルタのまわりを太陽の運行にしたがってまわる。 「太陽にしたが

ってまわる」eeρaaκ　30B　spesκaと デルベ トは言う。 デルベ トの男性 はユルタの左

420



加藤　　モンゴル人民共和国の伝統的物質文化

側 で 馬 を お りな い し,馬 を左 側 か らつ な が な い 。必 ず ユル タの 右 側 で お り,右 側 か ら

馬 を つ な ぐの で あ る。 女 性 は この 場 合,反 対 で あ る。

　 モ ンゴル 人 は昔 か ら馬 にた い して 大 きな愛 情 と敬 意 を も って 接 して い る 。 と くに尊

敬 す べ き人 の招 待 の た め に モ リル フーmopa2xy(モ ル 〃OPb馬 に 由 来)と い う言 葉

が あ る。 これ は 「お入 り下 さ い」「おか け下 さ い」 とい う意 味で あ る。20～30年 ほ ど前

まで は,大 きな 馬 群 の 中 に必 ず 最 高 神 また は天(テ ン グ リ)に 献 げた(cemep〃zedi)馬

が み られ た 。 この馬 の長 い たて が み には赤 や 黄 色 の 布地 が編 み こ まれ て あ った。 この

献 馬 に乗 る こ との で き る の は持 主 だ けで,た て が み は決 して切 られ な か った。

　 も し他 人 が 献 馬 に乗 れ ば,そ の馬 は けが され た(es〃cyx)と 考 え られ た 。 ま た畜

群 や 馬 群 の 中 で 家畜 が死 に は じめ る場 合 も,そ の 献 馬 が け が され た と考 え られ た 。 こ

う した 場 合 に は,ラ マ を招 き,祈 疇 を あ げ て も らい,ヨ モギ を くゆ らせ て,こ れ を

「浄 めた 」。雄 羊や 雄 ヤギ の 供 献 も行 な わ れ た 。

　 動 物 の 「供 献 」 の儀 礼 は ラマ に よ って と り行 な わ れ,サ ン　 タ ビ フーcaκ 〃za6axy

とよ ばれ た 。 この儀 礼 で は,祈 疇 を あ げ,動 物 を 煙 で い ぶ し,乳 お よび 浄 め られ た水

(¢ρ鷹σκ)を そ そ ぎ か けた 。 馬 の た て が み は編 ま れ るが,こ れ に多 色 の リボ ンが 編 み

こ まれ た 。 雄 羊 と雄 ヤ ギ の場 合 に は リボ ンを 首 に下 げた 。

　 馬 利 用 の古 い 伝 統 は,奥 地 に お け る古 い 世 代 の モ ンゴル 人 が ご く最 近 まで,馬 に 車

を ひ かせ なか った こ とに も現 われ て い る。 馬 は高 貴 な 動物 と考 え られ,雄 牛 の よ うに

車 を ひ かせ て は な らな か った。

　 馬 の歩 きぶ りに も 特 別 の 名 称 が あ っ た。 す なわ ち,ホ ニ イ ン　 ジ ョロー　XOHuaκ

∂SCOPOOは 「細 か い歩 き ぶ り」 で あ り,テ メ エ ヌ イ　 ジ ョロー一　MeM33Hbut∂Sαopoo

は 「だ く足 」,ウ トゥガ ン　 ジ ョローy履y2α κ ∂anopooは 「跳 ね 足 」 で あ る。

　 動 物 の病 いを 治 す に は,以 前,呪 術 的 方 法 も用 い られ た 。例 え ば,ハ ル ハ ・モ ン ゴ

ル の間 で,わ れ わ れ は つ ぎ の こ とを 記 録 した 。 す なわ ち,動 物 が病 ん で 地 面 に 倒 れ る

と,棒 を もって 地 上 に そ の動 物 像 の輪 郭 を 描 いた 。 そ して そ の動 物 像 を 鞭 で た た きな

が ら言 った。

　 チ　 ウ リヒ ン　 モ ル(ま た は ホ ニ,ウ ヘ ル,テ メ エー)ア ヴ,ビ 　 ウ リ ヒン　 モ ル

ア ヴ ン9π 〃 πκπκMOPb(uea　 xoκu,　yxap,　 MθM∂ ∂)aB,6a .ypaxzaκntopb　 aBκ 「お

前 は お前 の馬(ま た は 羊,牛,ラ クダ)を とれ,私 は 自分 の もの を とる」 と言 った 。

言 い代 え る と,動 物 を と りあ げ よ うと して い る 「悪 い 霊 」 に た い して,動 物 そ の もの

で は な しに,そ の 像 を とれ と提 案 した わ けで あ る。 と きに は,動 物 が 地 面 に 倒 れ た と

き,ハ ル ハ はガ ズ ラ　 エ イ フza3pa　 3ax[地 面 か らな にか 起 った]と 言 った 。この 場
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合 に は石 を 拾 って動 物 に臭 い を か が した 。

　 モ ン ゴル 人 民 共和 国で は,気 候 お よ び土 壌 の 条 件 に よ って,農 耕 は住 民 の主 要 な生

業 で な か った し,今 で もそ うで あ る。 た だ し,近 年 農 業 の発 達 に重 要 な意 義 が付 与 さ

れて はい るが 　 　 。現 在,農 業 経 済 に おい て,機 械 ・草 刈 りス テ ー シ ョ ンか ら転 換 さ

れ た 国 営農 場rOCXO3blが 大 き な役 割 を 演 じて い る 。 わ れ わ れ は,そ の う ちの い くつ

かを訪 問す る こ とが で きた 。1948年,西 部 で は トゥル ン　 ウブサ ノ ール 　 アイ マ ク の

国営 農 場 を訪 れ た。 それ は トゥル ン川 の 岸 に あ り,事 務 所 は粘 土 の 建 物,労 働 者 ・勤

労 者 は ユル タに住 んで いた 。 私 た ち の訪 問 の と き,農 場 は 創立 後 わ ず か3年 目で あ っ

た。1945年,草 刈 りス テー シ ョン と して 組 織 され,1946年,国 営 農 場 に改 編 され た 。

　 農 場 の主 要 な支 柱 は羊 の 飼 養 で あ った が,し か し当 時 す で に,コ ムギ,オ オ ム ギ,

ジ ャガ イモ が 面 積100haの 土 地 で つ く られ て い た 。 国 営農 場 と して は,ア ラ トに農

耕 や 野 菜 栽培 の分 野 を紹 介 し,彼 らの 間 に現 代 的 農 業 技 術 を 広 め る とい う課 題 が あ っ

た。 農 場 の 野外 作 業 に は,当 時 す で に専 用 の 草 刈 機,鋤 の そ の他 の 農 業 機 械 が確 保 さ

れ て い た。 さ らに国 営 農 場 は,国 民 経 済 を 高 め,ア ラ トの牧 畜 お よび 農 業経 済 に新 し

い技 術 や方 法 を導 入 す る とい う直 接 的 な機 能 だ けで な く,定 着 的 な 拠 点 と して,学 校,

ク ラ ブ また は 「赤 い小 さな 広 場KpaCHbrit　 yronK」,医 療 セ ンタ ー,獣 医 セ ン ター な ど

をそ な え た文 化 的 中心 の 役 割 を は た して い た 。

　 1949年,わ れ われ はケ ン テ イ　 ア イ マ クの ノル ブ リン　 ソ モ ンの国 営 農場 で,面 積

600haの 土 地 に コ ムギ,オ オ ムギ,エ ンバ クの 播 種 さ れ て い るの を 見 た 。 ま た こ こで

は,10haに ジ ャガ イ モ,キ ュ ー リ,ト マ ト,ネ ギ,キ ャベ ツ,葉 タバ コが栽 培 さ れ

てい た 。 国 営地 場 は年 々播 種 面 積 と草 刈 り場 を 広 げ て い た。 ここで は さ らに,メ リノ

種 の緬 羊 お よび良 種 の馬 の飼 養 を 実 験 して い る。 農 場 に は農 業 機 械 の 大 きな格 納 場 が

あ った 。

　 わ れ わ れ は,モ ンゴル の ア ラ トの農 耕 に おい て も,牧 畜 の 場合 と同 様 に,農 耕 の民

衆 的 な方 法 や技 術 が い くつ か の点 で しだ い に消 滅 して い きつ つ あ るの を 目撃 した。

　 ア ラ トの う ち,過 去 に お いて 農 耕 に従 事 し,今 も従 事 して い る の は西 部 の モ ンゴ ル

人(デ ル ベ ト,バ イ ト,ザ ハ チ ン,ホ シュ ト,ト ル グ ー ト)で あ る。 わ れ わ れ は主 と

して,ウ ラ ン ・ゴ ム地 方 の デ ル ベ トの 間 で 観 察 し,こ れ に つ いて 資 料 を 集 め る こと が

で きた 。彼 らは コムギ,キ ビ,エ ンバ クを 播 種 して い る。 播 種 に適 した土 地(し ば し

ば砕 石 や 小石 に お おわ れ て い る)は ふ つ う数 戸 に 属 し,い くつ か の 個 人所 有 の区 域 に

分 け られ て い る。 そ の面 積 は2haを 越 え な い。 播 種 は5月 の は じめか ら行 な わ れ る。

灌瀧 用 水 は山 の 漢流 か らの水 路 か ら引 かれ る。
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　 水 路 は共 同で 引 か れ,そ の長 さは と き に20kmに 達 す る。 播 種 地 に は耕す 前 に,

施 肥 の た め に しば しば家 畜 が つ な が れ る。 収 穫 はふ つ う8月 に は じま る。 乾草 用 の大

鎌 に 似 た形 の鎌 バ ッ ドゥルxaOyypで 刈 りと られ る。バ ッ ドゥル の柄 の 長 さは50　cm

以 内 で,歯 の部 分 は長 さ20cm,幅 は5～6cmで あ る。 地 上 で 乾燥 さ れ た 穂 は 雄牛

また は馬 で打 穀 さ れ る が,こ の た め に は 土壌 の 固 い場 所 が 選 ば れ,そ の 中 央 に柱 を 打

ち こみ,そ れ に先 導 の馬 また は雄 牛 を つ な ぐ。残 りの動 物 は二 列 縦 列 に互 い に首 で 結

びつ け られ,ぐ る ぐる ま わ る よ う に追 い た て られ る。 打 穀 場 はハ ラム.κσμ 濯 と よば

れ る。 打 穀 さ れ た穀 物 は,シ ャベル また は熊 手(aap)で か き まわ さ れ,投 げ上 げ ら

れ て,風 で 選 り分 け られ る。 穀 物 の貯 蔵 に は さま ざ ま な袋,と りわ け皮 袋 が よ く用 い

られ る。 穀物 を食 用 にす る と き に は,ま ず 釜 に 入れ て 焼 き,石 製 の穀 擦 器 で つ ぶ した

り,丸 木 か ら彫 りぬ か れ た木 臼(〃)で 揚 いた りす る。

　 デ ル ベ トの 古 い世 代 は,わ れ わ れ が 調 査 した とき,農 耕 に結 び つ い た い くつ かの 過

去 の 伝 統 を ま だ 保 持 して いた 。 例 えば,ウ ラ ン ・ゴ ム付 近 に 住 んで い たデ ル ベ トは,

播 種 の 後 オ ボ0602に 出 か け,お 茶 を わ か し,四 方 に向 か って そ れ を ふ りか けた 。 彼

らは オ ボの 前 で穀 粉 と混 ぜ た ヨモ ギを 焚 き,犠 牲 と して オ ボに お 金 やハ ダ クを 供 えた 。

お茶 を ふ りか ける と き,つ ぎ の よ う に言 った 。Xopxupa　 xa4bnv　 s8snsc,　 xa〃oe

aκa〃ZHbL〃zsanS2　 epeθanm2aa[ホ ル ヒ ラ3を して,あ ふ れ せ しめ,自 らの 水 を あ

た え る用 意 あ ら しめ よ,生 き と し生 け る もの の 食物 を豊 か な ら しめ よ]。

　 古 い モ ン ゴル,主 と して そ の北 部,さ らに は コブ ド地 方 お よび他 の大 都 市 で は,ム

ギや 野 菜 は少 数 の 中 国人 植 民 者 の手 で 栽 培 され た 。前 世 紀 す で に,清 国政 府(モ ン ゴ

ル は この 権 力 下 に あ った)は 中 国人 にた い し,外 モ ン ゴル で 農 耕 に従 事 す る こ と を き

び し く禁 じた 。1845年 宣 宗治 下 の法 令 に よれ ば,モ ン ゴル の 領 主 た ちは,こ の法 令 に

違 反 した もの は2～6年 間 俸給 停 止 処 分 を う けた 。 と きに は降 等 され る こ と もあ った 。

違 反 者 が 官 吏 で な い 場合 に は,9カ 月 間 首 枷 を か け られ,刑 が 終 った 後100打 の答 刑

に処 せ られ た 。

　 19世 紀 初 頭 以 後,北 京 で得 た特 別 許 可 を も と に した トゥ シェ トゥハ ン　 ア イ マ クの

中 国人 だ け は例 外 で あ った 。 法 令 は彼 らと そ の後 継 者 に土 地 の 耕 作 を許 した が,し か

し この場 合 に も,モ ンゴル の 領 主 た ち の き び しい監 視下 で 行 なわ れ た 。

　 こ う した条 件 の もとで,1804-1805年 バ ラ川 お よ び イ ロ川 の 流 域 に あ った 耕 地 は,

法 令 に よ れ ば,法 令 発 布 前 に 許可 され た範 囲 内 に と ど まるべ きで あ った。

2.オ ボは山や丘 の頂上に石 を積 みあげたもので,そ の土地の霊 に礼拝す る場所である。古い時

　 代には,そ れは しば しば氏族 の山の頂きにつ くられた。

3.ホ ル ヒラは ウラン ・ゴムの下 の川で,そ こか らの運河 によって畑地が うるお される。
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　現在,す でにのべたように,モ ンゴル人民革命党およびモンゴル人民共和国政府は

農耕の発達に大きな意義をあたえ,そ の結果穀粉の輸入量を著 しく減少 させ,自 国産

のムギをもって住民の需要をまかなうことを可能にしている。

　狩 猟

　狩 猟 に 関す る以 下 の資 料 は,主 と して,わ れ わ れ の 質 問 に た いす る ア ラ トの 回答 に

基 づ い た もので あ る。

　 ハ ル ハ はつ ぎ の よ うな け もの を狩 猟 の対 象 と して い る。す な わ ち,オ オ シカ(の ノ妙),

ヘ ラ ジカ(xan∂aea),ヤ マ ネ コ(Ut7z7γo)
,テ ン(6y)eeaN),　 リス(xsp3M),ス ロー

ク(ロ シア語CYPOK),タ ル バ ガ ン(map8aea),イ ノ シ シ(zaxati),野 生 ヤギ(zyp),

ア ナ グ マ(33Z3∂),カ モ シ カ(3∂gpeH),オ オ カ ミ(VOκ の,キ ツ ネ(Yκ3e3κ)な どで あ

る。

　 オオ シカ を招 き よせ るた め に笛,シ カ の た め には 樹 皮,白 樺樹 皮 お よ び草 な どで つ

く られ た小 笛 が利 用 され る。

　 以 前,大 型 の動 物 の ため に 仕 か け 弓 が用 い られ た 。 こ のた めの 弓 は カ ラマ ツ(κap

neo∂),弦 は雄 牛 の 背 中 の部 分 の 皮,鎌 は3面 の あ る 鉄製 の もので あ った 。 今 で は銃

に よ ろて狩 猟 が行 なわ れ て い る。 大 きな もの は銃 弾,小 さい もの は散 弾 で 仕 止 め る。

　 狩 人 が 猟 に釜 を 持 たず に出 か け る と きに は,乾 燥 した 家 畜 の 胃袋 を持 参 した 。 彼 ら

は宿 営 の とき,こ の 中 に焼 き石 を 入 れ て 肉を む した 。

　 タル バ ガ ンの屍 体 も,そ の 毛皮 が まだ あ ま り価 値 が な い と きに は,内 臓 を と りの ぞ

いて,同 様 に 焼 き石 を つ めた 。 こ う して む され た動 物 は ボ ドグ60∂02と よば れ る。

　 タル バ ガ ン猟 は 白 い衣 服,と きに は 仔羊 の毛 皮 を 毛 を 内側 に して つ く った衣 服 に,

耳 つ き の帽 子 を か ぶ って行 な った 。 狩 人 は必 ず,多 くの 場 合 ヤ クの 尾毛 でつ く られ た

マハ ル カMaxa"Kaを 手 に した 。 狩 人 は タル バ ガ ンに接 近 して,マ ハ ル カ を絶 え ず 振

りつ づ け る。 す る と動 物 は これ に注 意 を 奪 わ れ て,長 い間 同 じ場 所 に停 止 す る ので あ

る。

　 狩 人 の伝 承 に よ る と,以 前,タ ル バ ガ ンの た め に は オ オ カ ミまた は オ オ シ カ の頭 皮

を 剥 い で,そ れ を 乾 か し,狩 人 の頭 にか ぶ せ た 。 あ る と き,狩 人 が そ の 姿 で動 物 の穴

の そ ば に坐 って い た と き,別 の狩 人 が オオ カ ミと思 って 彼 を 殺 して しま った。 それ 以

来,頭 に オ オ カ ミや オ オ シカ の頭 皮 を か ぶ る こ とは な くな った とい う。

　 猟 に 出 か け る と き に は,最 良 の食 物 の切 片(∂cooa>を,そ の 場 所 の 「主 人 」 で あ る

霊 に投 げ あた え た 。
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　 また 猟 に 出発 す る と き,女 性 は 出 か け る人 の 後 方 か ら乳 を ふ りか けた 。 狩 猟 の とき

に は互 い に 喧 嘩 を した り,動 物 の悪 口 を言 った り して はな らな か った。

　 大 型 の 野生 動 物 の皮 革 で 容 器 が縫 わ れ た。 雌 の オ オ シカ の毛 皮 で ズ ボ ンとハ ラー ト

(∂麗 の[長 い,前 あ き の上 衣]が 縫 わ れ た。 同 じ動 物 の雄 の毛 皮 で靴 を つ くった 。 角

[ロ シア語 のnaHTbl]は 以 前,中 国人 に売 った 。 ヤ ギ の 角 か ら大 針 をつ くった 。

　 仕 止 めた 動 物 の蹄 は しば って 木 の下 に つ り下 げた 。

　 ハ ル ハ の 場 合,猟 の とき,い つ わ りの,ま た は比 喩 的 な名 称 で動 物 を呼 ん で い る。

例 え ば,オ オ カ ミは7κeex　 svcuκa2aア,イ ノ シ シはmりe∂eep,ヘ ラ ジカ は.xa6ma2adi

θBθpm,キ ツ ネ はMazaaeadi,オ オ シカ(ロ シア語 のH3ro6Pb(6yra))は 〃zypaeと よ

ばれ る。 狩 人 が 動 物 を期 待 して い る こと を,狩 人 の 会 話 を 通 じて動 物 に さ と られ な い

よ う にす るた め で あ る。

　 ヘ ラジ カ の猟 に は,シ カ ま た は ヘ ラジカ の 皮 を,毛 を外 側 に して 縫 った 靴60彦 〃03

を は く。 こ う した 靴 を は く と,け もの に人 間 の足 音 が き こえ な い の で あ る。

　 食 べ られ る け もの を殺 した と きに は,そ れ を仕 止 め た人 は,毛 皮 とズ ル ト37鋤 〃Z,

す な わ ち心 臓 と助 骨2本 お よ び4つ の 頭 骨 を つ け た頭 部 を 自分 の もの と して と る。 そ

の動 物 が食 べ られ な い もの で あれ ば,猟 師 は,屍 体 か らま る ご と剥 ぎ と った毛 皮(κθ∂δ

だ け を とる。 後 脚 は毛 皮 につ けた ま まで あ る。 これ は ノホ イ ン　 メ レグ κoxoπκ・MS-

P32[も しイ ヌを 捕 え た ら]と か ブニ　 メ レグ6yκu　 M3P3e[誰 か が 鉄 砲 で殺 した な

ら]と よ ばれ る。

　 一モ ンーゴ ル大 は家畜 だ けで な一ぐ,一狩 猟の 対 象 に な一る多 ての 野生 動 物 にう琶 て も」 年 齢

に よ る特 別 の 名称 をつ けて い る。 ハ ル ハ の 場 合 に お け る タ ルバ ガ ンと オオ シカ の年 齢

別 名称 を あ げ て お こ う。

　タ ルバ ガ ンTap6araH

il三蹴_}-
4歳 　 　 ビル ヒ(雄)6apxa

4歳 　 　 ナガ イ(雌)κaeati

　オ オ シカ143K)6Pb

1歳 　 　 ザ ル ガ ル3ap2a諺

2歳 一 ソ オ ン ドイ,ホ トルcθ θH∂θ彦,xomoz

3歳 一 タ ラグ タノレ 〃zapa2〃zap
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4歳 　 　ブ ドウ ン　 ブガ(雄)620yκ 　5」,ea

4歳 　　 ソ ゴ(雌)cozo

　 デ ル ベ トの 場 合,狩 猟 の た め に集 ま った人 々 は ラ マの と ころ で,ど の 日が 猟 に 最適

かを 占 って も らった。 民 衆 の観 念 に よれ ば,毎 月 の8,15,30日 が最 も成 功 しや す い

と考 え られ た 。 これ らの 日,(原 則 と して)精 神 的 誓 いを た て た 世 俗 の人 々(主 と し

て男 女 の 老 人 た ち)は 斎 戒 を守 り,1日 じ ゅ う祈 疇 を あげ た 。

　 これ らの 日に殺 され るか,あ るい は死 ん だ あ らゆ る生 き もの は 幸 せ な もの(の ノπ陪

〃砺)と 考 え られ た 。 した が って,こ れ らの 日に 動物 を仕 止 あた 狩 人 は,善 行 を した

と考 え られ る。

　 猟 に 出 か け る前,鞍,銃 そ の他 狩 猟 用具 に は ヨモ ギ@ρ 解)の 煙 を か け,祈 疇 を あ

げて(eaκqazaκ 　caκe)は らい浄 め られ た 。住 居 を 出 る と き は右 側 へ 曲 った。

　 狩 人 が け もの を殺 し,獲 物 を 分 けた り,あ る い はそ の毛 皮 を剥 い で い る最 中 に,他

人 が現 わ れ,シ ョル ロガUtop20za[肉 切 れ を あ た え よ]と 言 え ば,狩 人 は オ グ ノ

θZκθ[あ た え よ う]と 答 え,獲 物 を 分 けた。 この場 合,そ の と き現 われ た 入 が 狩 人

よ りも年 長 で あれ ば,彼 に上 等 な部 分 の 肉 が あ た え られ た 。

　移 動 手 段

　革命前のモンゴルでは,荷 車と荷駄の輸送が知られているだけであった。国内には

整備された道路 も橋もなかった。移動のためには馬,ラ クダ,雄 牛が利用された。

　現在では,国 内のすべての重要地域に自動車輸送が行なわれ,舗 装道路が通じてい

る。鉄道はモンゴル人民共和国の首都と大中心地をソ連の鉄道 と結びつけている。第

二次5力 年計画(1952-1957年)で ウラン・バー トルから中華人民共和国の 国境まで

の鉄道が完成した。

　 ウラン・バー トルと国内各地,さ らにはモスクワ,北 京との間に航空路が開かれて

いる。

　地理的条件によって,水 路はあまり発達 していない。舟航はフブスヌール(コ ソゴ

ル)湖,セ レンガ川,そ して部分的にはその支流であるオルホン川の下流部で行なわ

れている。

　 1949年 まで,ア イマクとソモンの間の公的輸送はウル トン,つ まり駅逓によって行

なわれた。 駅逓は30～40kmの 間隔であった。 国家の牧畜税を納めるすべてのアラ

トは駅逓の義務を負わされた。

　 1949年,モ ンゴル人民共和国政府はこの義務を全廃 した。官吏の輸送は国費による
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図2　 a一 ラクダの荷駄用鞍b一 雄牛 の荷駄用鞍c一 ラクダの口綱 と棒

　　 d一馬 の前脚2本 と後脚1本 を結ぶ繋縄

こととなった。今では,共 和国のすべての中心は自動車輸送で結ばれている。

　しかし新 しい移動手段は,今 のところ,モ ンゴル人民が長い歴史の間に開発 した,

国の自然条件に合致する荷車および荷駄の輸送を全 く廃棄するには至っていない。

　馬,雄 牛,ラ クダが乗用および荷駄用として今でも,大 きな役割を果している。一

部の地域,と りわけ国の中央部および東部では二輪車をひ くのに利用されている。男

女,子 どもを問わず,す べてのモンゴル人は,す ば らしい乗り手である。

　モンゴル遊牧民の,幾 世紀にわたる移動手段における経験としての民族学的特徴は,

今でもなお非常に明瞭に現われている。それは荷駄用および乗用の鞍,二 輪車の構造,

鞍のおき方,荷 物の積み方などに現われている。
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　 馬 や雄 牛 のた めの 荷 駄用 の鞍(π κeupqae>は,2個 の 重 厚 な弧 木 につ なが れ た2枚

の板 か らな る。板 と弧 木 に は穴 が あ け られ,細 い 紐 で 結 び 合 わ さ れて い る。 腹 帯 は鞍

の上 か らか け られ るが,そ の た め に板 の上 に浅 い 切 りこみ が つ け られて い る。 板 の後

端 に尻 が いが と りつ け られ る。 動 物 の 背 中に,ま ず フ ェル トの鞍 敷 き をつ け,そ の上

か ら鞍 を 固定 す る。 ラ クダ用 と して は別 の形 の鞍 が あ る。 まず ラク ダ の背 が す りむ け

な い よ うに,ま た こぶ を傷 つ け ない よ うに フ ェル トを 巻 きつ け,両 側 の面 に毛 をつ め

た 枕 を敷 き,こ れ らす べ て を棒 で締 めつ け る。 荷 物 を ラクダ の 背 に 固定 す る た め に は,

手 綱 を ひ いて ラ クダ を地 面 に横 にな らせ る。 「ソ ク,ソ ク」 とか け 声 を か け る と ラク

ダ は 横 に な り,「 ホ ク,ホ ク」 と叫 ぶ と立 ち上 る。1頭 の ラクダ に 積 ま れ る荷 物 は 同

じ重 さ で2分 され,ふ つ う十 文 字 に縄 を巻 きつ け,各 荷 物 の 上 に輪 索 を残 し,そ の一

つ に棒 を 固定 す る。 荷 物 を積 む と き に は,ふ た りの 人 が両 側 か ら荷 物 を1個 つ つ持 ち

上 げ,一 方 の荷 物 の 輪 索 を も う一 方 の 側 の棒 に ひ っか け,ラ クダ の両 側 に荷 物 を締 め

つ ける 。

　 とき に は,荷 物 の 上 か ら背 中 と腹 を 通 して縄 を 巻 きつ け る こと もあ る 。 こ う した積

み 方 は,キ ャ ラバ ンが 停 止 した と き,あ ま り人 手 を か けず に荷 物 の 積 み お ろ しを可 能

にす る。 ふ つ う,1頭 の ラ クダ は180な い し250kgの 荷 物 を 積 ん で1日 に30～40km

移 動 す る。 ラクダ の 手綱 は尾 毛 を編 ん だ縄 か らつ く られ,一 端 は ブ ル6y2b[ラ クダ

の 鼻 の 軟骨 に通 され た 小 さな 棒]に 結 び つ け,も う一 端 は手 で に ぎ った り,あ るい は

キ ャラバ ンの行 進 中 は,前 を 歩 く ラクダ の荷 物 に しば りつ け る。 手 綱 の ほ か,ラ クダ

の 顔 面 に端 綱(革 紐 また は 尾 毛 の紐)を つ け る こ と もあ る。

　 ラ クダ で 運 ば れ る荷 物 に はい ろい ろ あ る。 さ まざ ま な工 業 製 品,皮 革,毛,尾 毛 な

どで,い ず れ に して もて い ね い に梱 包 され た もの で あ る。大 中心 地 の 近 くで は,建 設

用 と燃 料 用 の 木材 が運 ば れ る。 ア ラ トの移 動 の と き,ラ クダ にユ ル タ の 部 品,ハ ナ

)caκbl,ウ ニ .yκa,ト ン 〃zoκ,フ ェル トの ほ か,内 部 の 調度 品を 積 ん で い る光 景 に よ

く出あ う。 この場 合,ラ クダ の 脇 腹 に つ け られ た 小 さな 籠 に小 さ な子 ど もが 入 れ られ,

その そ ば に母 親 が乗 って い る。 キ ャ ラバ ンの そ ば を 家 畜 が 走 り,家 族 の ほか の 成 員 た

ち も馬 な どに 乗 って移 動 して い る。 キ ャ ラバ ンの 先 頭 に,先 導 ラク ダ の手 綱 を と った

人 が 騎 馬 ま た は徒 歩 で 行 進 して い る。 こ の よ うな 移 動 風 景 の 最 も多 い の は春 ま た は夏

で あ る。

　 砂 地 や 小石 ま じ りの土 地 を 長 期 間歩 くと,ラ クダ の 足 の裏 が 割 れ る。 この 場 合 に は

ラクダ を 横 に ね かせ,脚 を しば り,枕 状 のや わ らか い 足 の 裏 に,曲 った長 い針 を つ か

って 革 を 縫 い つ け る。
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　 中央 部 お よ び東 部 で は,ラ クダ に二 輪 車 を 引か せ て い る。 このた めに 特 別 の 鞍 が 利

用 され る。 これ は ラクダ の 前 の こぶ に か ぶせ られ る。 フ ェル トを楕 円形 に切 り,そ の

中央 部 に,こ ぶ の た めの 切 抜 きが つ く られ る。 フ ェル トは と じ縫 い され,楕 円 形 と切

抜 き の縁 は色 彩 の あ る リボ ン状 の もの で縁 ど りされ て い る。楕 円形 の両 側 面 に金 属 製

の環 が縫 いつ け られ,こ の環 か ら背 中 を 越 え て,こ ぶ の まわ りに2本 の尾 毛 製 の縄 が

ま わ さ れ,フ ェル トを押 え つ けて い る。 環 の下 に,同 じ く尾 毛 製 の 腹 帯 と二 輪 車 の 梶

棒 を 固定 す るた めの 紐 が あ る。

　 モ ンゴ ル の経 済 にお け る ラク ダの 飼 養 は,歴 史 的 に みて わ りあい 後 代 の現 象 で あ る。

そ れ が最 も広 範 に広 ま った の は チ ンギ スハ ン以 後 の こと で あ る。 この こ とを裏 づ けて

い るの は,荷 駄 用 道 具 の 名 称 に お け る チ ュル ク語 の 存在 で あ る。 例 え ば,鞍 の 枕 を意

味 す る ホムxont,手 綱 を 意 味 す る ブル ン ドゥク(チ ュル ク語 の ブ ル ン6PllpJ,κ「鼻 」に

由来)は チ ュル ク語 か らの借 用 で あ る 。

　 モ ン ゴル の 乗 馬 用 の鞍 は細 い形 を して い る。 鞍 橋 の端 末 は骨 片 に でつ く られ て い る。

鞍 褥 の 上 に,型 押 し文 様 で 装 飾 され た 鞍皮 が あ り,鞍 褥 の 縁 や 隅 も同 じよ うな 型 押 し

文様 で 飾 られ て い る。坐 る と こ ろの 上 に は,金 具 に よ って,布 地 の かぶ せ られ た フ ェ

ル ト製 の敷 物 が 固 定 され る 。 モ ンゴ ル人 は以 前,鞍 と馬 具 の 装 飾 に 大 きな 意義 を あた

え て い た。 銀 が豊 か に使 わ れ て い る こ とは,持 主 の 富 の指 標 で あ った 。 娘 が嫁 に ゆ く

と き,そ の 両 親 は娘 の た め に 必ず,さ ま ざま な 装 飾 の あ る鞍 と馬 具 を つ けた 馬 を あ た

え る こ とに な って い た 。

　 モ ン ゴル の荷 車 は二 輪 車 で,一車 轍 ま木 製,矢 ど軸 受 函 は十 字繋 ぎ の角 材KpeCTOBHHbl

で 代 用 され た 。心 棒 の その 十 字 角材 の接 合 点 につ く られ た 四角 形 の穴 に さ しこ まれ る 。

　 二 輪 車 は 共 和 国 の 中央 部 と東 部 で 用 い られ る。 西 部 モ ン ゴル の オ イ ラ トは全 体 と し

て 荷 車 を利 用 しな い 。二 輪 の荷 車 に よ る移 動 法 は古 くか らモ ン ゴル に 知 られ て いた 。

『モ ンゴ ル秘 史 』 に はそ れ はxapa　 ymaa　 mepee[「 黒 い 幌 の車 」 とパ ッ ラデ ィー ・

カ フ ァロ フna朋aム 朋1〈a》KapOBaは 訳 した]と よ ば れ る。 例 えば,ホ リラル タ イ ●メ

レゲ ンガ 「森 」の部 族 ポ リ ・テ ム ドの住 地 か らブル ハ ンーハ ル ドゥンの 山 へ移 動 す る と

き,彼 の も とに は覆 い の あ る車 ハ ラウ タ ィ　 テ ル ゲxapaymadi　 meρ2eの あ った こと

が 示 さ れ て い る。 同 じ資 料 に は,xacaκ 〃麗ρ2θとい う名称 の車 も あ った こ とが のべ

られ て い る 。 この 名 称 は 今 で もモ ンゴル 人 の 間 に残 って い る。 わ れ わ れ は この 名称 を

1949年 ケ ンテ イ地 方 で 記 録 す る こと がで きた 。 この地 方 に は,山 地 で あ るに もか か わ

らず,チ ンギ ス ハ ンの時 代 に 巨大 な車 が あ って,荷 物 の 運 鍛 だ けで な く,モ ン ゴル人

の移 動 に も重 要 な 役 割 を果 した 。 リュブ リュキ お よび プ ラ ノ ・カ ル ピニの 記 述 に よれ
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ば,車 の上 に ユル タを のせ て移 動 した 。 これ は不 断 の侵 入 と戦 闘 の条 件 下 で は,そ の

特 長 を 発 揮 した と考 え られ る。

　 敵 か ら急 速 に の が れ る必 要 の あ る と きに は,ラ クダ その 他 の 動物 に 荷物 を 積 む よ り

も,雄 牛 を ユ ル タつ き車 に つ け,そ こ に家 財道 具 を のせ る方 が速 か った ので あ る。

　 ユル タつ き車 の 古 い タ イ プ は,今 で は失 わ れ た。 わ れ わ れ が一 部 の モ ンゴル 人(ハ

ルハ,ブ リヤ ト,ウ ズ
.ムチ ンな ど)の 間 で 出会 った二 輪 車 は,中 国人 ま た は ロ シ ア人

か ら借 用 した もの で あ った。 しか しモ ン ゴル人 の中 で の 若 干 の 観 察 は,一 部 の 古 い伝

統 が 今 日 に残 って い る こ とを示 して い る。例 え ば,共 和 国 の 東部 で は,棒 と円 い部 分

か らな る ユル タ上 部 の 円錐 形 の部 分 が 分解 され る こ とな く,棒 と円 い部 分 が 固 定 さ れ

て お り,そ の 結 果,移 動 の と き ユル タの 上部 が ま る ま る二 輪 車 の 上 に のせ られ るよ う

に な って い た 。 チ ョイバ ル サ ン ・ア イマ クの ウズ ム チ ンの 間 で は,ケ ンテ イ地 方 の一

部 の ブ リヤ トの 場合 も同 じで あ るが,衣 服 や装 飾 品 な どの 品物 が,住 居 内や 長持 にで

はな く,フ ェル トに お おわ れ た り,あ る い は櫃 状 に 板 で か こわれ た り した 二輪 車 に納

め られ て い た 。

　 か つ て プ ラノ ・カル ビに は 指 摘 して い る。 「彼 らが 自分 た ち の宝 物 を納 め る二 輪 車

は,閂 に よ って も,錠 前 に よ って も閉 じ られ て い な い 」。

　 も う一 つ,わ れ わ れ が モ ンゴル の東 部 で のみ 出 会 った デ ィテ ール を紹 介 しよ う。 す

で にの べ た よ うに,モ ンゴル の 現代 の荷 車 の車 輪 に は軸 受 函 が な い。 チ ンギ ス ハ ン時

写真3　 二 輪 車 を ひ く ラ ク ダ
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写真4　 ウ ズ ム チ ン の 二 輪 車

写真5　 チンギスハ ン時代 の聖物を納あたウズムチンの小 さなゲル

代 の モ ンゴル の荷 車 に はそ れ が あ った。 これ は,S.キ セ リ ョフに よ る モ ンゴル の 古

い都 ハ ラホ リン(カ ラ コル ム)の 考 古 学 的 発 掘 に よ って 裏 づ け られ て い る。 ハ ラ ホ リ

ン発 見 の ツ ン ④」ノκ)に 似 た 形 の ツ ンを,わ れ わ れ は ケル レ ン川 お よ び オ ノ ン川 の 流
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域(ほ とんど消滅 してはいるが,チ ンギスハンに関連のある歴史的地域)で 見出する

ことができた。われわれは,チ ョイバルサン　アイマクのウズムチンの間でも見つけ

たが,そ れはもはや荷車の上ではなく,タ ガンの脚につり下げた護符 としてであった。

　 家 内 的 な獣 毛 製 品 と皮革 の 加 工

　 農 村 地域 で は,家 内的 な方 法 に よ る フ ェル トの生 産 と皮 革 の加工 が な され て い る。

フ ェル トは羊 毛 か らつ く られ る。 そ れ は ユ ル タ の覆 い,ユ ル タの 床 敷 き、 寝台 の敷 物,

鞍 褥,冬 用 の靴 下,塩 入 れ の さ ま ざ まな 袋 そ の他 に 用 い られ る。

　 フ ェル トづ く りの熟 練 した職 人 は,柔 か くて丈 夫 な,た いへ ん 薄 い 白 い フ ェル トを

つ くる。 フ ェル トを つ くる に は,ま ず 毛 を て い ね い に選 別 し,そ れ を た た き,正 し く

並 べ,同 じ力 で 転 が す ことが 要 求 され る 。

　 フ ェル トづ くりの第 一 段 階 は,ま ず 毛 を て い ね い に た た くこ とで あ る 。 そ の た め に

毛 を皮 ま た天 幕 の 上 に ひ ろ げ,棒 ま た は 細 い小 枝 で た た く。 これ に従 事 す るの は 多 く

の場 合,女 性,老 人,子 で もで あ る 。一 部 の地 域,例 え ば ッ ェ ツ ェル リク の協 同組 合

や モ ンゴ ・モ リ ト ・ソモ ンで は,弓 で 毛 を た た いて い る のを 見 た 。第 二 段 階 は,毛 を

古 い フェル トまた は皮 の 上 に な らべ,そ れ を水 で湿 らせ,木 製 ロー ラー に巻 い て,平

らな野 原 を 転 が す ので あ る。

　 わ れ われ はハ ル ハ(ジ ャル ガ ラ ンハ ン　 ソモ ンの)に お け る フ ェル トづ く りを 観察

した ので,そ れ を記 述 して み よ う。彼 らは学 校 用 の フ ェル トを 男女 の グ ル ー プ が転 が

して い る と こ ろで あ った。

　 古 い,広 い フ ェル トの 上 に 羊 毛 を ひ ろ げ な らべ,た っぷ り水 で 湿 らせ,そ の上 か ら

さ らに毛 を 敷 きつ めた 。 これ を3度 く り返 し,そ の 全 部 の 層 を木 製 ロー ラー に巻 き つ

け た。 ロ ー ラー は皮 で 包 まれ,紐 で きつ く締 め られ た 。 転 が す た め に,ロ ー ラー の 中

央 部 は長 い 縄 で しば られ,そ の 端 末 は互 い に 向 か い今 った2人 の騎 乗 者 の手 に に ぎ ら

れ た。 こ う して彼 らが,交 互 に縄 を ひ っぱ る と,フ ェル トの 巻物 は一 方 か ら他 方 へ 転

が った。 騎 乗 者 は,習 慣 と して 雄 馬 に 乗 った。

　 敷 いた 毛 を ロー ラー に巻 きつ け る とき,そ の下 端 が 突 出す る と きに は,「 トプル ー,

トプル ー」 と叫 ん だ。 これ は羊 が た くさ ん仔 を生 む前 兆 とみ な され た 。巻 物 を縄 で 巻

きつ け る と きに は 「ウメ イ,ウ メ ィ」 と叫 ん だ。 出来 上 った フ ェル トを ひ ろ げ る と き

に は,「 り っぱ な娘 が 生 れ た 」 とみ ん な が言 った 。 新 た につ く られ た フ ェル トは ミ レ

フMuaexと よ ばれ た 。 わ れ われ は こ こで,フ ェル トを転 がす と き,端 末 が 突 出す れ

ば,こ の フ ェル トの持 主 に子 ど もが生 れ る前 兆 で あ る と きか され た。
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　 毛 か らは,フ ェル トの ほ か,糸 と縄 が つ く られ る 。糸 を紡 ぐに は,主 と して ラク ダ

の 毛 が用 い られ る。 女 性 は 紡 車 な しで糸 を紡 ぐが,ふ つ う左 手 で 毛 の 束,右 手 で 紡 錘

を に ぎ る。 紡 錘 の 蝿 車 は まる い 木 で で きてい る。 と きに は石 が 用 い られ る こと もあ る 。

毛糸 は シ ューバ を 縫 った り,フ ェル ト製 品 に縫 い 目を入 れ た りす るの に用 い られ る 。

この種 の フ ェル ト製 品 と して は,坐 る た め の敷 物,扉 に か ぶせ る フ ェル トな ど が あ る 。

　 よ く広 ま って い る家 内的 産物 の一 つ に,毛 皮 と革 の加 工 が あ る。 毛 皮 か らは シ ュー

バ,革 か らは履 物,鞍 褥,発 酵 乳 や ク ム ィスの 容 器 が つ く られ る。

　 デ ル ベ トの場 合,羊 皮 の家 内的 加 工法 は つ ぎ の通 り。 まず 生 の 羊 皮 を水 と フ ジル

(ソ ーダ)で ひた し,た た ん で ユル タの 中 に お く。 翌 日羊 皮 を けず り(〃aa3Ha),再

び 同 じよ う にた た む 。1日 お い て か ら掻 器 で けず った後,棒(s∂llooκe)で もみ,乾 か

し,ボ ズ603(酸 乳 か らアル ヒを蒸 溜 した後 に残 る 凝 乳 に似 た もの)を ぬ り,再 び た

た み,ユ ル タの 中 に10日 間 ほ ど放 置す る。 この 間,何 度 か羊 皮 を 外 に出 して け ず る 。

最 後 の 日,ボ ザ イ ン ・シ ャ ラ ・ウ ス603aaκ 　atajpa　.yc(酸 乳 ま た は ク ム ィス か らア ル

ヒを蒸 溜 した後 に残 る液 体)に ひ た し,日 に乾 か す 。 そ れ か ら草 の 上 に 毛 を上 に して

ひ ろ げ,1夜 の 間 そ の ま ま にす る か,あ るい は,わ ず か に水 で 湿 め らす(容 易 に もめ

る よ うに)。

　 羊 皮 を ぎ ざ ぎ ざ にな った 棒(∂Opoκ ε)で,そ れ が 乾 い て柔 か くな る まで な め すe.小

さな穴を掘り,そ のそばで馬糞を燃やす。火のついた馬糞をその穴に移し,そ の上か

ら獣糞用の籠@ρ αε)をかぶせるか,あ るいは木で円錐状の骨組をつくり,そ の上から

写真6　 羊毛を刈 りとるミンガ ト(族)。 コブ ド　 アイマ ク
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毛を外側にして羊皮をかぶせる。さらにその上か ら,煙 が外に出ないようにフェル ト

をすっぽ りかぶせ,羊 皮が黄いろくなるまで煙でいぶす。 熱い羊皮にボズの塊をぬ

り,き っちりたたんでユルタの中におく。2～3日 後,ボ ゾィン　シャラ　 ウスの液

でひたし,再 びたたんでおく。これを数回 くり返 して乾かす。ある暑い日に羊皮を草

の上に毛を上にしてひろげ,水 をかけながら子どもに踏ませる。それから鉄のシャベ

ルで皮から水分をけず りとる6羊 皮がきれいになるまでこれを数回くり返す。それか

らもう一度ボゾィン　 シャラ　 ウスの液で湿らせ,も む。これで羊皮は完成 したとさ

れる。

　共和国の東部で 出合ったブリヤ トでは,い くつかの種類の皮なめし器(spue　yne3)

がみられた。これは革命前のザバイカル癒方のブ リヤ トにあったものと同じであった。

大型有角畜[牛]と 馬の皮を加工するには二つの異なった皮なめし具がある。その一

つは,垂 直の軸が立て られ,そ れに2本 の くり抜かれた丸太が寄せて立て られる。く

り抜き丸太にはさまった軸に皮が巻かれ2本 の くり抜き丸太がいっしょにしばられ,

くり抜き丸太の間の穴にさしこまれた長い樟を利用 して軸のまわりを回転させる。こ

の回転のとき皮はなあされるのである。

　 もう一つの皮なめし器は,2枚 の平行 した動かない板からなる。この板は互いに上

下におかれ,8本 または4本 の棒(tLtopO)お よび4本 の柱でつながれている。 これ ら

全部が,地 面に掘 られた木の軸(曜 ρ鋤 のまわりをまわる。軸の中央に穴があり,軸

のまわりを回転する皮がそれに通されている。

写真7　 フェル ト用の毛をたた く(ミ ンガ ト)
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　 2本 の柱の中央部に長い棒が固定され,皮 なめし器はそれを利用して,人 間または

動物(馬 や牛)の 力で動かされる。動物を利用する場合には棒の外側の端末に挽索が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 くびき

と るつ け られ,こ れ が 範 また は鞍 と結 び つ け られ る。

写真8　 ブ リヤ トにおける羊皮 の加工

写真9ブ リ ヤ ト の 皮 な め し 具
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写真10ブ リ ヤ ト の 皮 な め し 具

写真11皮 に文様をつけるための型板

　 ブ リヤ トの場 合,羊 皮 を な めす た め に,肝 臓 を す りつぶ した もの や 発 酵 した 乳 を ぬ

り,垂 直 の杭 に毛 の な い 側 を 外 に して 巻 きつ け,掻 器(xa∂elpeeκ)で 皮 の 内側 膜 を け

ず り とる ので あ る。

　住　　　居

　 牧 畜 に従 事 す る モ ン ゴル住 民 の住 居 は,フ ェル トの ユル タ29P[モ ンゴル 語 で ゲル コ
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で あ る 。 それ は遊牧 的生 活形 態 にた い へ ん よ く適 合 した も ので あ る。軽 くて 丈 夫 で あ

る上,急 速 に解 体 した り組立 てた りで きる と ころ に,ユ ル タの 特 徴 が あ る。 各 家 族 は

自 らの ユル タ を もって い る。息 子 の結 婚 と同 時 に必 ず 独 立 の ユル タが あ た え られ る。

しか し独立 した ユル タ は,新 婚 夫 婦 が 婿 の 父 親 の経 営 か ら独 立 す る こ とを意 味 す る も

の で は な い。

　 モ ン ゴル語 で の,ユ ル タを 意 味す るゲ ル(zsp)か ら派生 した 言 葉 が 興 味深 い。 す な

わ ち 「結婚 す る」 は ゲル レフ(33μ θκ),「妻 の あ る」 は ゲ ル ギ ー テ ン(2∂pzuamgκ),

「既 婚 女性,妻 」 はゲ ル ギ ー(eaρ2adi)で あ る。

　 モ ンゴ ル の古 い風 習 に よ って,以 前,ユ ル タは 必 ず 婿 の父 親 に よ って 用 意 さ れ,中

に入 れ る家 具,つ ま り寝 台,長 持,坐 るた めの 敷物,容 器 な ど は嫁 の 両親 に よ って用

意 され た 。 ふ つ う結 婚 した 息 子 た ちは,父 親 と同 じ宿 営地(α 彦泌)に 住 ん だ 。 他 の親

族 も しば しば これ に合 流 して,1宿 営 地 あた り5～10の ユ ル タ が共 和 国 の遊 牧 民 に よ

く見 られ る現 象 で あ った 。革 命 後,家 畜 放 牧 の た あ の労 働 力 を結 集 す る 目的で,同 じ

遊 牧 集 団 に親 族 で な い人 も加 わ る よ うに な って い る 。

　 封 建 期 の モ ンゴル で は,宿 営 地 内部 で の ユ ル タの配 置 に も一 定 の 秩序 が み られ た。

年 長 で 名 門,そ して 最 も富 裕 な人 々 は宿 営 地 の 南 西 部 に ユ ル タ を建 て た 。 息子 は そ の

ユ ル タを 父親 の前 に建 て る こ とは で きず,貧 しい人 々は 必ず み ん な のい ちば ん後 方 に

建 て た 。

　 わ れ わ れ の観 察 に よれ ば,こ う した 古 い 伝 統 は今 日で も,共 同で 家 畜 を放 牧 して い

る協 同組 合一XOTOH.に.も 部 分 的 に残 っ一て い た 。.一例 え ば,最 も 家 畜 の 多 い家 族 は,t,　,bン

の 南 西 隅,最 も家 畜 数 の少 な い家 族 は南 東 隅 を しめ た。

　 む か しの モ ンゴル で は,ユ ル タの数 が 数 百 数 千 に 達 す る宿 営 地 が み られ た。 例 え ば,

長 春 真 人 の旅 行 記 に よれ ば,大 オ ギ ン(チ ンギ ス ハ ンの末 弟 テ ムゲ ・オ ッチ ギ ン)の

宿 営地 で は黒 い車 と フ ェル トの ユ ル タが 列 を な して 数 千 を数 えた 。 また チ ンギ スハ ン

の あ る妃 の住 地 に は,車 とユ ル タ が,昔 の 勾 奴 の 単 干 に もみ られ な い ほ どの壮 観 を呈

して い た。 格 子つ きの フ ェル トの ユル タが 円 錐 形 の仮 小 屋 田anamaか ら発 展 した こ

と は,例 え ばN.ハ ル ー ジ ンの 研 究 に よ って も明 らか に され て い る。

　 む か しの モ ンゴル 猟 師 は,『 モ ンゴル 秘 史 』 お よ び ペ ル シアの 史 家 ラ シ ッ ド ・アデ

ィ ンに よ れ ば,白 樺 樹 皮 で お お わ れ た 円錐 形 の 仮 小 屋 と フ ェル トの ユ ル タに住 ん だ。

フ ェル トに お おわ れ た 円錐形 の住 居(060xoti)は モ ンゴ ル人 民 共 和 国 で も 残 って い る。

しか しそ れ は,今 で は不 断 に住 む住 居 と して で は な く,生 活 用 具 の 保有 用 と して利 用

され て い た(わ れ わ れ は これ を 西部 地 域 で 観 察 した)。 そ れ を 最 もよ く利 用 す るの は,
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寒 い 時 期 に お け る牧 夫 と キ ャラバ ンの案 内人 で あ った 。

　 13世 紀 に広 くみ られ た古 い フ ェル トの ユル タ は,当 時 の ヨー ロ ッパ 人 旅 行 家 リュブ

リュキ とプ ラノ ・カル ピニ に よ って くわ し く記 述 され て い る。 む か しの ユル タ は,今

の ユル タ とは ちが って,ス トーブ の 煙突 の よ うな 細 い 頸 が 上 に つ いて い た 。探 検 家 ポ

ター ニ ンは オ ル ドスで 上 部 に細 い頸 の つ いた ユル タの 写 真 を とる こと に成 功 した 。 こ

れ は エ ジイ ン　 ホ ロe　meauκ 　xopo,つ ま りチ ンギ スハ ンの 妻 の宝 物 を 納 め た ユ ル タ

と よば れ た 。

　 古 代 モ ン ゴル の後 喬 と言 わ れ,ア フガ ニ ス タ ンと ソ連 の トル ク メ ン共 和 国(少 数)

に住 む ハ ザ ラの 間 に,古 代 モ ンゴル の もの に近 い タ イプ の ユ ル タ が残 って いた 。 ハ ナ

ン　 ヒル ガ κ侃 σ砿 泌ψεα と よば れ る この種 の ユル タが ソ連 科学 ア カデ ミー人 類学 ・

民 族 学 博 物 館 に保 有 され,ガ ッフ ェル ベ ル グ に よ って 記 述 され て い る。

　 ここで,わ れ わ れ が ウズ ム チ ンの 間 で 見 た二 輪 車 の こ とを 紹 介 して お こ う。 車 上 に

は,ま るい の で は な く,四 角 な フ ェル トの小 ユル タ がの せ られ て あ った が,そ の先 端

に は黄 金 の 球 が つ い て い た。 これ は部 族 の 「聖 物 」 で,こ れ の 保 管者 で あ る老 ウ ズ ム

チ ンの 説 明 に よれ ば,そ の 中 に は チ ンギ ス ハ ンに属 す る と され る遺物 が入 って い る,

との こ とで あ った 。

　 この小 ユル タ内 の 品物 は,わ れ わ れ は一 べつ で き ただ けで あ るが,若 干 の布 切 れ,

旗 の一 部(清 朝 の もの で あ った),仏 教 関係 の もの な どで あ った。 一 部 の 品物 が 実 際

に13世 紀 の もの で あ る か ど うか は判 断で きな か った。 と い うの は,わ れ わ れ は それ を

ひ と 目見 た だ けだ か らで あ る。 これ を 他 人 に見 せ た り,そ の 天 幕 に近 づ い た りす る こ

とは 冒漬 と考 え られ て い た 。 この 「聖 物 」 は30世 代 に わ た って 「ブ リヤ ト」 族 に よ っ

て保 存 さ れて きた 。 これ が ラマ で は な く,氏 族 の 代 表者 の 手 に あ る こ とが 注 目され

る 。

　 1945年,ウ ズ ムチ ンは 北部 中 国(内 モ ン ゴル)か ら部 族 全 員 で,先 頭 に この小 ユル

タを たて て モ ンゴル 人民 共和 国 に移 住 した の で あ る。

　 わ れ われ は こ こで,ユ ル タ(こ の場 合 は聖 物 と して)を 二 輪 車 の 上 に の せ る こ との

古 い伝 統 を検 証 す る こ とが で き る。 その 頂 点 に球 を つ け る の は,上 部 に 細 い 頸 を つ け

た む か しの ユル タの タイ プ を反 映 して い るか も知 れ な い。　 　 　 　 　 　 　 一

　 現代 の フ ェル ト製 ユ ル タの 骨組 は,木 製 の 折 りた た み式 の格 子 か らな る 。 これ は東

部 モ ン ゴルで ハナxaκa,西 部 で テ レムmepeMと よば れ る。 格 子 は ま る く立 て る。

ユ ル タの大 き さ は格 子 の 枚 数 に よ って お り,4つ か ら12ま で あ る。格 子 に は 円錐 形 の

屋 根 が 固定 さ れ る。 この 屋 根 は 細 い棒(.」,κa)か らな り,一 端 は格 子 の上 に,他 端 は,
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木 製 の 天 井 ま る 窓(同 時 に煙 出 し穴 の役 割 も果 して い る)に もたせ か け られ て い る。

　 ユル タを 建 て る に は,は じめ 格子 状 の壁 を たて,つ い で 誰 か が ユ ル タ の 中央 に立 っ

て,棒 で天 井 ま る窓 を 支 え る 。 あ との 人 々,主 と して女 性 た ち は棒 ヅ纏 を天 井 ま る

窓 と格 子 に 固 定 す る。天 井 ま る窓 は,格 子 状 の壁 もそ うで あ るが,モ ンゴ ル の間 で い

ろ い ろ な名 称 を も って い る。 東 部 で は トンMOκ,西 部 で はハ ラ アチxapaavzaと よ

ば れ る。 天 井 ま る窓 に は互 い に交 叉 す る十 字形 の材 が 円周 の材 の 面 よ りも高 く も りあ

が る よ うに 固定 され て い る 。 この場 合 の十 字 材 の構 造 に は部 族 に よ って い く らか の バ

リエ ー シ ョ ンが み られ る。 円錐形 の 屋 根 を形 づ くる棒(.yHa)は,モ ンゴル 人 民 共 和

国西 部 の カ ザ フに み られ る よ うに,チ ュル ク族 の ユ ル タの そ れ とは異 な って い る。 カ

ザ フの もの は,モ ンゴル の ウ ニ .ynuと は ち が って,曲 げ られ た形 を して お り,こ れ

に よ って カ ザ フの ユ ル タ に ま るい 形 を あ た え て い る。 これ は一 見 して わ か る特 徴 で あ

る。 扉 の 構 造 もち が う。 モ ンゴル の ユ ル タ に は,ふ つ う南 向 き(ハ ル ハ ・モ ンゴル の

場 合)お よび 南 東 向 き(オ イ ラ トの 場 合)の2枚 開 き の木 扉 が つ い て い る。 ま た,モ

表2　 ユルタの基本部分の名称

名　　称
Ha3BaHH∬

Pei皿eTKa　 IOPTbl

　ユ ル タ の格 子

naπKH　 KoHligecKoti　 qacTmopTb1

　 ユル タ の 円錐形 部 分 の棒

1〈py「Anfl双blMOXOAa

　 煙 出 し用 の ま る窓

BotiAOK,　 nOKPblBaKOMHfi　 Kpyr　 K)PTbl

　 天 井 ま る窓 をお お う フェル ト

Bo藍」10K　Ha　KoHKqecKo藍 蒐{孕cTH　K)pTbI

　 ユル タの 円錐 形 部 分 の フェル ト

Bo加oK　 Ha　BepTHKanbHoti　 cTeHKe　 ropTbl

　 ユル タの 垂直 壁 面 の フ ェル ト

6epeBKa　 Ha　K)pTe　 cHapy》Kll

　 ユル タ外 側 の縄

ABePb　 AepeBf1HHaH

　 木 扉

　 　 　 　 　り
ABePb　 BOHAoqHafl

　 フ ェ ル トの 扉

nopor

　 しきい

nepeKpecT　 y　Kpyra　 K)pTH

　天 井 ま る窓 の十 字 材

ノ、　ノレ ハ

Xanxa

デ ル ベ ト

AgP6STbl

バ イ　 ト

BaliTbl

õàíà

 óíè

òîíî

 âðõå

äåâåð

òóóðãà

 áâñëóð

õàëãà

 óóäÝ

 áîñîãî

äààãà

 òåðåì

 óíè

 õàðàà÷è

åðêå

äåâåð

 òóóðóã

áîñ

 õàãóë

óóäåí

àëõàä

 ÷àìõàðàé

 òåðåì

 óíè

 õàðàà÷è

åðêå

äåâåð

òóóðóã

áîñ

 óóäýí

àëõàä

õóóðãàë
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ンゴルの場合,木 扉の上に縫い目をつけたフェル トがかぶせ られる。チュルク族の場

合は,窓 掛のようにフェル トを上からたらして扉をおおっている。モンゴルの扉はし

ば しば暗赤色に塗 られる。ユルタの骨組の上か ら冬は2枚,夏 は1枚 のフェル トの覆

いがかぶせ られ,尾 毛製の縄でしばりつけられる。夏期の覆いは,ふ つう地面まで届

かない。露出した格子から風がユルタ内にはいるようにするためであるる。冬はあた

たか くするために,ユ ルタの下部に外側から,幅50cmほ どの長いフェル ト(καπθり

が巻きつけられる。

　煙出しの天井まる窓の上に四角形のフェル トの覆いがとりつけられ,そ の端末に尾

毛製の縄がつけられる。この覆い θアκθによって,煙 出し穴は夜間または雨のとき閉

められる。昼間は,ト ンはふつう,全 部閉じられることはない。天井まる窓のこの部

分は明りとりの役目も果 している。

　東部と西部のモンゴルでは,ユ ルタの構造は同じであるが,し かしユルタに関連す

る若干のターミノロジーには相違がみ られる。ユルタの基本部分の名称は表2の 通り

である。

　ユルタ内部の状態についてみれば,ふ つう中央に炉があり,煙 はフェル トでおおわ

れていない天井まる窓を通 って外へ出る。入口の右側(東 側)は 女性用部分とされて

いる。そこに食器を納める棚や箱,食 糧の箱,背 の低い,し ばしば文様のある木製の

寝台,家 財を入れた長持がおかれている。入口の正面が最も上座 とされている。以前

はここに,小 さな机の上に仏像があったが,今 では指導者の肖像やさまざまな飾りが

おいてある。左側が男性用で,そ こには支柱にクムィスと発酵乳のための皮袋があり,

鞍,馬 具,狩 猟用具などがおいてある。また寒いときには,こ の側に仔羊や仔牛がつ

ながれた。

　家具調度とユルタ内の状態について細かく記 してみよう。すでにのべたように,入

口の右側に容器をお く戸棚や棚がおかれた。容器は遊牧的生活条件に適応するように,

丈夫で持運びに便利でなければならない。さまざまな大きさの木桶もその一つである。

持運びに好都合なように尾毛でつ くられた弧状の縄がつけられている。 こうした小桶

は主 として搾乳用である。乳用の容器を他の目的に使 うことは,古 来の伝統によって

禁ぜ られている。水の容器としては,断 面が楕円形の背の高い木桶が用いられる。側

面に木製の耳がつけられ,そ の穴に縄が通される。この縄を利用して,桶 を鞍に結び

つけたり,背 にかついだりした。このほかの木器 として,い ろいろな大きさの槽,煮

た肉のための木皿,茶 釜,上 端を切った円錐状の形を し,数 カ所に金属製のたがのか

かっている容器(∂one60)が ある。釜で沸かされた茶はこの容器にうつされる。 飲用
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　 　 　 　図3ハ ル ハ の 木 製 容 器

a一桶　b一バケツ　 c一凝乳乾燥用の木枠　d一 乳桶

e一茶 の容器　f・一一木臼

の煉瓦茶は細か く切 られるか,あ るいは木臼(〃)で つぶされる。 木臼は丸太から切

りとられる。釜の下敷きも木でつ くられる。

　茶を飲むのに使われる木椀の内側には,と きには銀の薄板が張 られることもある。

　バターの保存には動物の胃袋と太い腸が利用される。この種の 「容器」はきわめて

古 く,アジアだけでなくて,他 の諸国の多 くの民族にみられるものである。穀物や穀粉

の貯蔵には仔牛,仔羊,あ るいは仔馬からまるごと剥ぎとった皮袋が用いられる。 クム

　 　 　 図4デ ル ベ ト の 木 製 容 器

a一木 臼　 b一水桶　c一乳桶　d-一一〇〇e一 石製 の穀擦器
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図5　 タ ガ ン と 鍋

茶 椀 な ど,ロ シ アや 中国 製 の 容 器 もみ られ る 。 オ イ ラ トの 農 耕 民 に は,妙 った 穀 物 を

つ ぶ す た めの 石 臼 が み られ る。 こ う した 石 臼 は現 地 の職 人 の手 で つ くられ る。

　 各 戸 の 必 需 品 と して 鋳 物 の トゴMO20(球 状 の釜)が あ る。 そ れ は タ ガ ンTaraH,

また は近 年 鉄 製 ス トー ブの 出 現 と と もに ス トー ブ の ま るい 穴 に か け られ る。 こう した

釜 で 肉を 煮,茶 を 沸 か し,長 い柄 の つ い た ひ し ゃ くで 容 器(∂OM60)に 汲 み 入 れ られ

る。 釜 はふ つ う,ヤ クの 毛 で つ くった 箒 で きれ い にす る。

　 鉄 製 ス トー ブ の な い と こ ろで は,炉 の 上 に タガ ンTaraH(myzaa2)を お く。 これ は

鉄 の た が を釘 で 固定 した3～4本 の 鉄製 脚 か らな って い る 。脚 の下 端 は,安 定 の た め

にい くらか外 側 に 曲 げ られ,上 端 は,釜 を お くの に便利 な よ うに 内側 に曲 げ られ て い

る。 オ ィ ラ トで は,鉄 製 タガ ンの 代 わ りに,場 所 に よ って は,高 さ30～40cmほ ど

の 半 円形 の粘 土 壁(雛 め が み られ た。 この円 周 は まる ま る閉 ざ され て はい な か った 。

タガ ンの 内側 に鉄 の は さみ を 利 用 して アル ガ ンap2az(乾 燥 した牛 馬 の糞)を おい

た。 ふ つ うアル ガル を 入 れ た 籠 は食 器 棚 と炉 の間 に お か れ る が,と き に はア ル ガル は

炉 の前 の床 上 に その ま ま積 ま れ る こと もあ った 。

　 アル ガ ル が好 まれ て い るの は,多 くの地 域 で 薪 が な い た めだ けで な く,ア ル ガル の

煙 が そ れ ほ ど 目鼻 を 刺 戟 しな い か らで もあ る。 アル ガ ル は炉 の中 で タガ ン内側 の 内周

に 沿 って配 置 され る。 そ う しな い とよ く燃 え な い。

　 以 前,ス トーブ が な い と きに は,ユ ル タ の 中 はい つ も煙 で 充 満 して い た 。

　 す で に のべ た よ うに,入 口の 右側(女 性 用)に 主 婦 の寝 台 がお かれ る 。 しか し,と

きに は左 側 にお か れ る こ と もあ る 。 しか しそ こ(左 側)に は尊 敬 す る 来 客,ま た は家

族 の年 長 者 が 休 む 。残 りの 家族 は,炉 の まわ りの フ ェル トの 敷 物 の 上 で くつ ろ ぐ。

　 寝 台(opOκ)は 高 さ30～40　 cmの 分 解 で き る枠 で,そ の 上 に板 が 敷 か れ る 。 寝台 の

イス とい ろい ろな発 酵 乳 は,ハ ル ハ で は フ フル 雛 〕ワ,

オ イ ラ トで はア ルハ ド σμ α∂ とよ ば れ る背 の 高 い 皮

の 容 器 に 保 存 され る。 それ は ユル タの 左 半分 に お かれ

る。 デ ル ベ トとバ イ トで,わ れ わ れ は,皮 の容 器 が 左

(男性)側 で は な くて,以 前 仏 像 の お か れ た入 口正 面

の 小 机 の 前 に お か れ て い る例 に 出会 った 。 これ は西 部

ブ リヤ トと類 似 して い る。 彼 らは フー ル ンガ を入 れ た

容 器 を,住 居 の 北側 の 柱 の そば,上 座 に お い た。

　 モ ンゴル の 生活 で は,以 上 の ほか に,金 属 製 のバ ケ

ッ,ひ しゃ く,釜,た らい,や か ん,と き に は陶 器 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い
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正 面 はつ ね に色 が 塗 られ,幾 何 学 文 様 が 描 か れ て い る。 文 様 の 中 で しば しば み られ る

の は オル ジー θ■b3ati(幸 せ の 糸)の 絵で あ る。

　 寝 台 に は フ ェル トの 敷物 が お かれ る。 枕 は,毛 を つ めて 布 地 また は フ ェル トで包 ん

だ もの で あ る。 枕 の壁 側 の 端末 は ま る く,そ の 反 対 側 の端 末 は四 角 形(こ れ は枕 の 中

に 入 れ た板 に よ って形 づ くられ る)に な って い る。 四 角 形 の端 末 は綿 ビロー ドまた は

その 他 の 布地 で縫 わ れ て い る。 布 地 に は金 属 製 の 飾 板 が と りつ け られ る 。わ れ わ れ は

中 国 か ら移 って きた ウズ ム チ ンの 間 で,飾 板 の代 わ りに,龍 の 描 か れ た大 き な金 属 板

のつ いて い るの を 見 た。 これ は 中国 の 影 響 と 思 わ れた 。

　 ア ラ トは,毛 皮 の 代 わ りに,し ば しば 自分 の上 衣 を上 にか け る。 今 で は,都 市 そ の

他 の定 住 地 の ユル タで は鉄 製 寝 台,工 場 製 の 毛 布,覆 い な ど が広 ま って い る 。

　 ユ ル タ の炉 の まわ りの 床 に は,ラ クダ の 毛 糸 で 縫 い 目をつ け た フェル トが 敷 か れ る。

これ は シル デ ク 〃ap∂3κ とよ ば れ る。 それ の二 つ 折 りに した縁 は,つ ね に 炉 の 方 に

向 け られ る。 シル デ ク の上 に,し ば しば動 物 の毛 皮 が敷 か れ る。 寝台 上 の フ ェル ト敷

物 に は縫 い 目が つ け られず,イ シゲacuesま た はUluueθ[ふ つ うの フ ェル ト]と よ

ばれ る。

　 寝 台 の前 の床 の 上 に,し ば しば主 人(父(scees))が 坐 る。 この 側[右 コ の彼 の そ

ば で は,主 婦 が家 事 にた ず さわ って い る。 彼 女 は 食物 を つ く った り,ユ ル タの他 の住

人 と話 した りす る が,ふ つ う 自分 の右 足 を ひ き,左 足 の 膝 に よ りか か って 坐 る。女 性

が 男 性 の よ うに あ ぐ らを か くこ とは,つ つ しみが な い と考 え られ て い る。 ユル タの 主

人 以 外 の 男性 は,左 側 に くつ ろ ぐ。 こ こで彼 らは あ ぐらを か い た り,左 足 を 引 きつ け

右 足 を た て て 体 を 支 え た り して い る。

　 ユル タの まわ りに は 家畜 用 の囲 い,仔 牛 をつ な ぐた めの 縄 の つ い た杭,乗 用 馬 をつ

な ぐ柱 が あ る。 東 部 お よび 中央 部 の各 地 で は二 輪車 が お かれ て い る。 す で に の べ た よ

う に,西 部 モ ンゴル は移 動 の とき二 輪 車 を利 用 して い な い。

　 む か しは,リ ュブ リュキや プ ラ ノ ・カ ル ピニの 記 述 に見 え る よ うに,モ ン ゴル の ユ

ル タ は車 上 に た て られ,分 解 しな い で移 動 した 。 こ う した古 い伝 統 の名 残 りが 共 和 国

の東 部 で まれ に み られ る。 す なわ ち,ユ ル タ の 円錐 形 部 分 を形 成 す る棒 が 分 解 され ず,

天 井 ま る窓 に固 定 され た ま ま二 輪 車 に積 まれ た り,ラ クダ で 運 ば れ た り して い る。

　 フ ェル トの ユル タが モ ン ゴル の民 族 的 建築 の特 徴 を な し,ラ マ寺 院 に の み み られ る

ユル タ型 建 物 の原 形 で あ った こ とを指 摘 す る入 が あ る。 こ の問 題 につ い て の資 料 は19

26-1930年 コ ン ドラチ エ フM.H.　 KoHApaTbeBotiに よ って 集 め られ た 。 わ れ わ れ の調

査 班 の ル ー トで は,ラ マ寺 院 の崩 壊 に と もな い,ユ ル タ状 の建 物 は ほ とん どな か った。
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ただ,ウ ブルハ ンガイ　 アイマクのル ン・ソモン,ケ ンテイ　 アイマクのケンテイ

ソモンで観察されただけである。

　東部地域で出会 ったブリヤ トとハムニガンの間では,冬 期はモンゴルのフェル トの

ユルタ,夏 期には木造建物に住んでいる。 この木造建物は夏期の宿営地に残されたり,

冬の宿営地に移されたりしている。

　夏の住居は2斜 面の屋根のある方形の板の建物で,屋 根の中央に煙突を出すための

穴があけられている。この穴が唯一の明りとりの役割を果 している。建物の扉はユル

タと同様に南向きになっている。またモンゴルのユルタと同じように,東 側(右)は

女性,西 側(左)は 男性の部分とされている。夏期および冬期の住居における家財道

具の配置はモンゴルのユルタの場合と同じである。ブ リヤ トの住居の特徴として,ロ

シア風のパンを焼いたり,さ まざまな焼菓子をつ くるための粘土かまどがあげられる。

ブリヤトは革命前 ロシアから移住し,ロ シア人の影響によって身につけた生活慣習を

保持 しているのである。彼 らはパンを焼き,乾 草を用意し,乳 を加工するための分離

器をもち,ま たしばしばロシア風の衣服を着,革 命前ザバイカル地方のブリヤ トに広

まっていたタイプの木造建築を保存し,そ して同時にモンゴル式のフェル トのユルタ

にも住んでいる。

　革命後,モ ンゴルの遊牧用ユルタはいくつかの変化をこうむった。とくに内部の状

態がそうである。以前は煙る炉が暖かさと照明の主要な源泉であり,鉄 製のス トーブ

はごくまれで,富 裕な人々の持物であったが,今 ではス トーブのないユルタはまれで

ある。ときにはス トーブとともにタガンもみられるが,し かしこれは多 くの場合,同

時に数種類の食物を用意する必要に基づくものである。

　都市やアイマク,ソ モンの中心地では,ユ ルタの中に移動できる木製床をつ くり,

そこにじゅうたんを壁にかけたり敷いたりしている。また低い木製寝台の代わ りに鉄

製寝台をおき,工 場製の毛布でそれをおおっている。都市のユルタではしばしば電灯

とラジオがついている。

　農村では,.遊牧的生活のもとで最も現地の条件にあうのはユルタであるが,都 市や

アイマク,ソ モンの中心地では,部 屋数の多い木造住宅が普及 している。

　学校,集 会場は原則として新しい建物におさまっている。家を建てるにば丸太を垂

直に立て,壁 は外側か ら木ずりを格子状にうちつけ,そ の上か ら藁のまじった粘土を

塗りこむ。新 しい建物の内側は,主 として中国人から借用した古い様式と著 しく異な

っている。 以前はガラスの代わ りに紙が窓に張 られ,部 屋の中では板床(κακππκ)

が広い場所を占めていたが,今 ではいたるところガラスの窓で,テ ーブルや椅子がお
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かれ て い る。 公 共 施設 で は,テ ー ブル に は しば しば ラ シ ャ地 が か け られ,壁 に は壁紙

が 張 られ て い る 。 とき に は ペ ンキ また は石 灰 で 塗 られ て い る こ と もあ る。 壁 に は指 導

者 の チ ョイバ ル サ ンや ス ー へ ・バ ー トル,あ るい は モ ンゴル 人 革 命 党 の 中 央 委 員 の

肖像 が か か って い る。 レー ニ ンや そ の他 ソ連 の指 導 者 た ちの 肖 像 も と き ど きみ られ

る。

　 家 々 に は電 話,ラ ジオ が 現 わ れ,電 灯 もつ きは じめて い る。

　衣 服

　 モ ン ゴル 人 の衣 服 は革 命 以 後 本質 的 に変 化 した けれ ど も,し か し基 本 にお い て は 民

族 的 特 徴 を 残 して い る。 西 部 の ア イマ ク の農 村 住 民 で あ るオ イ ラ トは,ま だ 古 い 型 式

の民 族 服 を 用 い て い る が,東 部 の アイ マ ク のハ ル ハ ・モ ンゴル で は大 きな変 化 が 見 ら

れ る。 と くに女 性 の 衣 服 と髪形 が そ うで あ る 。1940-1942年 代 に は,革 命 前 の 独 特 の

ハ ル ハ女 性 の衣 服 お よび,こ れ に ともな う 「翼 の よ うな」 髪 形 を と きお り見 る こ とが

で き る が,今 で は全 く消 滅 して しま って い る。

　 この女 性 の上 着 はハ ラー ト(mopz3e)[長 い上 着]と この上 に着 る 袖 な し(y∂mett)

か らな りた って い た。 この ハ ラ ー トの袖 は特 徴 が あ る。 形 は 肩 の 位 置 に高 いふ く らみ

を つ け,袖 口に は漏 斗状 の カ フ スを つ け た大 変 長 い 袖 で あ る4)。 ま た 袖 の 中間 部 分 に

は身 頃 と は異 な る別 の 色柄 の布(綿,ビ ロー ド,金 欄,絹)を 用 い て い る 。 そ の他,

色 糸 刺 繍 を 施 した 幅 の せ ま い飾 り布 を 用 い て いた 。 この 飾 り布 を 低 め の ス タ ン ドカ ラ

ー
,左 前 端(右 身 頃 に 左 身 頃 を重 ね 合 せ,脇 の下 に2個 の ボ タ ンを か け る),裾(左

脇 下 部 分 に ス リ ッ トを 入 れ て い る),さ らに ウ ェス トの位 置 にギ ャザ ー を と り,こ の

部 分 に も この飾 り布 をつ け,華 や か さ を そ えて い る。 ハ ラー トは袷 仕 立 て で あ る。 布

地 は以 前,富 裕 な 女 性 は絹,貧 民 は ダ レムバnaneM6a,ツ エ ムバuyeM6aな ど中 国

製 木 綿 が 用 い られ た 。

　 着 丈 の 長 い袖 な し(.y∂nvu)は チ ョ ッキ(解 ∂sc)に ス カ ー ト(.y∂scaaκ 　xop〃oc)(背

中心 は ウ ェス トの 位 置 ま で ス リッ トが あ い て い る)を 縫 いつ けて い る 。 袖 な しは前 開

き で,数 個 の ボ タ ンを か けて い る。 チ ョ ッキ の前 身 頃 の ウェ ス トの位 置 に,四 角形 の

飾 り板 が つ け られ,両 側 面 に はハ ンカ チ を結 び つ け るた めの 紐 の つ い た 飾板 〃硯〃年

κ5漉6〃 泌 が つ い て い る。

4)モ ンゴルのハ ラー トの長 い裾 と長い 袖 は,民 衆生活では 調法に 利用され ることもあ った。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　アルガリ
「長い裾を捲 り上 げては肉や牛糞を持ち運ぶ風呂敷 の代用 とな し,腕よりも遙 かに長い折返 し袖

は食器を拭 く布 巾に も,顔 を洗 うときの手拭の代 りに もなるのである」[江上編1941:288】 。

長い袖が手袋の代用になることは勿論である。
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　 長 い ウ ジ ン∂π π の 代 わ りに,と き に はチ ョ ッキ だ け の短 い袖 な しを 着 る こと も あ

る。

　 む か しは,モ ンゴル の 既 婚 女 性 は帯 を締 めな か った 。 モ ンゴル 語 に は,女 性 を 表 現

す る言 葉 に ブ ス グ ィ6ア67彦[帯 を締 めな い 人]5),男 性 を 表 わ す 言 葉 に ブ ス テイ6yc・

msdi[帯 を締 め た人 コ(67Cは 帯)が あ る。 今 で はモ ン ゴル の 女 性 は み ん な帯 を 締 め

て い る。

　 これ に関 連 して,モ ンゴル の諸 民族 の間 に帯 と帽 子 に た い して特 別 の 関 係 が あ った

こ とを 指摘 して お こ う。 例 え ば 「モ ンゴ ル秘 史 』 の 中 に,メ ル キ ト族 が テ ム ジ ンを殺

そ う と して,そ の宿 営 地 を襲 った と き,テ ム ジ ンはブ ル ハ ン ・ハ ル ドゥンの 山 に か く

れ た 。 危 険 が去 った後,テ ム ジ ンは,ブ ルハ ン ・ハ ル ドゥ ンが彼 を救 って くれ た こ と

にた い す る感謝 の しる しに,犠 牲 を 献 げ た 。 そ こで は,シ ャマ ンの ケ ク ・チ ュ ウが テ

ム ジ ンにた い し,彼 の兄 弟 ハ サル の側 か ら加 え られ るか も知 れ な い危 険 を 警 告 した と

き,チ ンギ ス はハ サ ル か ら自 由を 剥 奪 す る意 味 で,帽 子 と帯 を は ぎ と った こ とに な っ

て い る。

　 モ ン ゴル は義 兄弟(α κ∂の の契 りを 結 ぶ とき,互 い に 帯 を 交 換 した。 ブ リヤ トで は,

帯 を締 めた シ ャ マ ン はザ ヤ ン3σ πκ(霊)を 招 くこ とが で き な い とされ た。

　 髪 形 につ て言 え ば,モ ンゴル の 女性 は誰 で も,結 婚 後 髪 を2本 に編 み,こ れ を 細 長

い袋(ビ ロ ー ドまた は綿 ビ ロー ドが 多 か った)に 入 れ た 。 髪 形 の 上 に装 飾 と して 銀 ま

た は他 の 金 属製 の飾 りをつ け た。 多 くの探 検 家 た ちが モ ン ゴル 女性 の衣 服,髪 形 につ

い て書 い た もの に よ る と,こ れ らはモ ンゴ ル諸 部 族 を 区 別 す る 特徴 で あ る と考 え て い

る が,し か し女 性 の 衣服,髪 形,か ぶ り もの を よ く分 析 して み る と,変 る の は二 義 的

な部 分 や 装 飾 の デ ィテ ー ル,髪 の編 み 方 そ の他 だ けで,基 本 的 要 素 は 同 じで あ る とわ

れわ れ は考 え る。 これ に つ い て は後 に ふ れ よ う。

　 ハ ル ハ ・モ ンゴル の 女性 の こ とに帰 ろ う。彼 女 た ちの 古 い髪 形 は,こ め かみ の 髪 を
にかわ

膠づけする方法によって,と くに堂々とした風格を示 している。

　 結髪方法は,額 の中心で左右に分ける。こめかみの両側面から翼のように折 り曲げ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　にかわ

先端は三つ組に編む。翼の部分は平にして膠で固める。膠の乾 くまで竹製の板をあて

て行動 し,膠 が乾燥すると,竹 製の板を銀か金属製のものに取 りかえる。三つ編みの

部分は,袋 に収める。さらに銀または金属製の冠をかぶ った。冠は,宝 石で飾 られ,

また頬の方に様々な 垂飾りのついた鎖が下げられた。 東部ハルハの冠と西部ハルハ

　5)江 上波夫は内モンゴルの調査記録において同じことを指摘している。「婦人の衣服も男子の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オコジ

　 それと大差ないが,既 婚の女 は時に上衣の上にチ ョッキのような短衣 を着て,帯 を締 めない こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 プセコクイコフン

　 とがある。従 って"帯 無 き人"と 謂へば人妻の意で ある」[江上編 　1941:288]。
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(ウ リヤ ス タ イ)の そ れ の異 な る点 は,前 者 に お いて 後 頭 部 に 薄板 の な い こ とで あ る。

冠 の上 に,先 端 の 尖 った 帽子(Maaeaa)を か ぶ った 。 この 帽子 に ビ ロー ドまた は綿 ビ

ロー ドの折 り返 しが つ け られ,ま た 後方 に リボ ン(∂3aaea)に つ いて い た 。

　 富 裕 な女 性(領 主 の 妻 た ち)の 頭 飾 は,以 前,銀 数 千 両 分 に相 当 した。

　 ハ ルハ の 女 性 が,以 上 のべ た よ うな 髪形 や衣 服 を身 につ け るの は結 婚 後 で あ る。 髪

形 と衣 服 は相 互 に関 連 して い る。 女 性 が な に か の理 由 で1本 の 編(弁)髪 に結 った と

き には,未 婚 女 性 の ハ ラー トを着 な けれ ば な らな か った4。

　 現在 で は,ハ ル ハ の女 性 は 「翼 形 」 の 髪形 の 代 わ りに,1本 また は2本 の編 髪 に結

った り,短 く断 髪 した り して い る。 都 会 の女 性 は,ソ 連 と同 じよ うに,さ ま ざ ま な現

代 風 の髪 形 に して い る。 か ぶ り もの と して は,今 で はネ ッカ チ ー フが 用 い られ て い る。

また フ ェル トや 柔 毛 製 の ベ レー 帽,フ ェル トの 男子 帽,男 子 用 の 庇 つ き帽子 も女 性 の

間 に広 ま って い る。 祝 日に は,流 行 の 先 端 を い くヨー ロ ッパ 風 の 帽 子 を か ぶ る女 性 も

み られ る。

　今 で は,ハ ル ハ の 女性 はす べ て,未 婚女 性 用 ハ ラー ト(男 物 も同 じ)を 着 て,幅 広

の 帯 また は バ ン ドを締 め て い る。

　 モ ン ゴル の娘 た ち の衣 服 の 裁 断 法 はつ ね に男 子 の もの と同 じで あ った 。 彼女 た ちは

三 つ 組 を1本 編 み,そ の 髪 の 中 に絹 の房 や 飾 板 な どを 編 み こんだ 。

　 ハ ル ハ ・モ ンゴル の伝 統 的 な 男子 服 の 上 衣 は ハ ラー ト(∂enb)で,右 側 で ボ タ ンを

か けた 。 袖 は別 袖 をつ け ず,身 頃 を続 けて 裁 った 。 ハ ラー トに は色 無 地 の 幅広 の 帯 を

締 めた が,こ れ は ときに は,長 さ7～8mに 達 し,お しゃれ の 対 象 とな った。 ハ ラ

ー トはた いへ ん長 くつ く られ
,帯 の上 の前 後 にふ く らみHanyCKを つ けた 。 これ は ふ

と こ ろの 中 に い ろ い ろな 品 物 を 入 れ る た めで,右 手 を つ っ こんで その 品 物 を容 易 に と

り出す こ とが で きる。 袖 は以 前 た い へ ん長 く,肘 の と ころ で ひだ に集 め られ,袖 口 に

は綿 ビ ロー ドま た は ビロー ドの 折 返 し(型4gα2の が 縫 い つ け られ た。 今 で は 折 返 し

は も はや つ け られず,袖 全 体 が 短 くつ く られ て い る。 袖 や 襟,左 裾 の 縁 に は,色 糸 刺

繍 で 飾 った 幅 のせ ま い布 を つ けた 。夏 用 のハ ラ ー トに は布 地 の裏 をつ け,冬 用 の ハ ラ

ー トに は
,仔 羊 の毛 皮 が 用 い られ た。 冬 用 の衣 服 は,よ く加 工 され た 羊 の皮 で 縫 わ れ

た。

　 男 子 は帯 に,紐 また は鎖 につ け た ナ イ フ と発 火 用 具 な どを下 げ た。 これ は鉄 片,燧

石,ほ くちの セ ッ トと,鞘 に お さめ た ナ イ フ と骨 製 箸 の セ ッ トか らな って い る。 箸 は

4.モ ンゴル革命の前,ウ ルガの娼婦た ちは既婚女性の衣服を着 る可能性を得 ようとして,仮 空

　 の結婚式をあげた。 このために ラマがよばれ,友 人,知 人た ちの臨席の もとに,結 婚式 のとき

　 に必要 とされる祈薦をあげ,仏 に供物を献げた。
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図6　 男子用 のナイフと発火用具

肉 の小 切 れ,米 な どを食 べ る と き用 い

る 。 ま た帯 に は煙 管 と タバ コが さ しこ

まれ る。 以 前 は嗅 ぎ タバ コ入れ の袋 も

帯 につ け て い た。 嗅 ぎ タバ コは人 に 出

会 った り,挨 拶 を交 した りす る と きに

す す めた もの で あ る。

　 雨 の 日,男 子 は雨 外 被 を着 た 。 これ

は必 ず 赤 い ラ シ ャ地 でつ くり,前 後 と

もウ ェス トの 位 置 か ら裾 まで 切 れ て い

る。 襟,裾,袖 の 縁 は黄 い ろい 紐 で 縁

ど りさ れて い る。 頭 に は頭 巾(κ)6aκ)

を か ぶ る。

　 下 着 は男 性 も女 性 も同 じで あ る。 そ

れ は短 い シ ャツ とズ ボ ンか らな る。 シ

ャ ッは ま っ直 な布 地 で つ くる。 まず 横

に折 り,両 側 に袖 が つ け られ る 。 袖 は

手 首 の と ころで 狭 くな って お り,両 脇

には ま ちが入 れ られ た り,切 れ 目が入 れ られ た りす る。 シ ャ ッに は低 い 襟 が つ き,襟

も と と右 脇 ボ タ ンで 止 め て い る 。襟 と袖 の 縁 に は色 の布 地 で ふ ち ど りを す る こ と もあ

る。 シ ャ ッは ズ ボ ンの 上 に 着 る 。

　 ズ ボ ンは,長 い方 の 糸 に沿 って織 られ た2枚 の布 地 で つ く る(一 方 の端 はわ ず か に

斜 め にな って い る)。 股 の 間 に,横 に折 った ま っす ぐな 布地 を さ し こみ,上 端 に は紐

通 しの た めに 幅 広 い布 が縫 い つ けて あ る 。現 在,モ ンゴル 人 は商店 で ロ シア風 の下 着

を購 入 して い る。

　 履 物 は,つ ま 先 が 上方 に 曲 って い る長 靴(ayMY4　 bt)で あ る。 共 和 国 の 東 部 地 域 に

住 む バ ル ガ ・ブ リヤ トお よび ウ ズ ム チ ンの 場合 は,つ ま先 が とが って い な い。 靴 底 は

数 段 に縫 い 合 わ され た フ ェル トと,そ の 下 皮 か らな って い る。 前 革 と踵 の上 の 部分 は,

染色 した皮 で アプ リケ を して飾 って い る こ とが 多 い 。 ア プ リケを 作 るに はふつ う,文

様 を 刻 み こんだ 板(xθ6)を つ か って い る。 板 に ぬ らした皮 を あて,ナ イ フの 刃 の裏

側 で,図 文 の切 込 み に合 わ せ て皮 を た た くの で あ る 。皮 が 乾 い た後,突 出 した 図文 の

線 に 沿 って細 い錐 で 穴 を あ け,こ の穴 に よ って アプ リケ を靴 に縫 い つ け る。

　 今 で は ウ ラ ンバ ー トル に ロ シア式 の長 靴 と女 性 用 の 靴 の工 場 が あ り,フ ェル トの靴
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も協 同 組 合 で つ く られ て い る。

　 長 靴 は,フ ェル トの 長 靴下 の上 か らは く。 長 靴下 の 上端 は色 の つ い た 布 地 で飾 られ,

長 靴 の胴 の 上 に 出 る よ うにな って い る 。 上端 の色 つ き 布 地 は し ば しば タ ンブ ラ刺 繍

(ク サ リ刺 繍)で 飾 られ て い る。 型紙 を使 用 して タ ンブ ラ刺 繍 をす る。 まず 型 紙 を 布

地 に縫 いつ け,布 地 の 裏側 に糊 を塗 り,そ れ か ら型 紙 に した が って刺 繍 をす る。

　 ハ ルハ ・モ ンゴル 男子 の 帽子 は,フ ェル トの つ ば つ き の もの と庇 つ きの もの とが あ

る 。 冬 期 に は マル ガ イMa42adiと い う帽子 を か ぶ る が,そ の断 ち方 は頭 巾 に似 て い

る 。 帽子 は羊,キ ッネ,そ の他 の 毛 皮 で 縫 わ れ,上 か ら ラシ ャそ の他 の材 料 で お おわ

れ る。

　 男子 は今 で は整 髪 した り,剃 った り して い る。 以 前,ラ マ に な らな い男 子(κα、ρκγκ)

は,頭 の前 半 分 だ けを 剃 り,後 頭 部 を弁 髪 に した[ラ マ は男 女 と も頭 を 全 部丸 め て い

た]。

　 子 ど もの衣 服 は,夏 期 は袷 の小 ハ ラー ト,冬 は毛 皮 の シ ュー バ を 用 い る。 小 ハ ラー

トと シ ューバ に は帯 を 締 め る。 小 さな 子 ど もは,衣 服 や 帯 に 護 符 を つ け てい た 。 護

符 に は 衣 服 の 肩や 背 に縫 い つ け る小 鈴,赤 や 黄 の ビー ズ 玉,貨 幣 な ど が あ る。 一 部 の
　 　

護 符 はず い 分起 源 が古 く,ト ー テ ミズ ムの 残 津 と結 び つ い て い る と思 われ る。 わ れ わ

れ は この 種 の 護符 を,1948年 アル ハ ンガ イ　 ア イ マ クで 見 た 。 例 え ば,ル ン　 ソ モ ン

出身 の3歳 の 少女 は帯 に護 符 をつ けて い た が,そ の 中 に は魚 の 脊 椎,中 国古 銭3個,

ま る い小 鈴,6yzyの 歯 と ひず め お よび ニ ンニ クの球 根 入 りの 皮 袋 が 入 って い た。 小

ハ ラー トの 肩 に は 赤 い ビー ズ玉 の 糸 の つ い た 二 つ の テ グme2が 縫 いつ け られ て い

た。 テ グ は赤 と青 の布 で 縫 わ れ た小 さな 三 角 形 の 枕状 の もので,こ れ を 鎖 の よ うに連

ねて 用 いた 。 ハ ル ハ ・モ ン ゴル の説 明 に よれ ば,テ グ は魚 の 鱗 を 示 す とい う。 ブ グ ー

6yayが かつ て 神 聖 な 動 物 で あ り,魚 はハ ル ハ ・モ ン ゴル お よ び オ イ ラ トが一 度 も 食

用 と しな か つた こ とを 考 慮 に 入 れ る と,こ の子 ど もの 護符 と昔 の トー テ ミズ ム との 関

連 を 推 定す る こと も可 能 で あ ろ う。 キ ツ ネ の形 を フ ェル トか ら切 り抜 い て 子 ど もの 揺

藍 に 結 び つ け る こと も,こ う した 護符 の一 つ で あ る5。 キ ツネ や テ グの 形 の 同 様 な 護

符 を,わ れ われ は 東 部 モ ンゴル で も,西 部 モ ンゴル の ミンガ トMHHraTで も 見 か け

た 。

　 ハ ル ハ ・モ ン ゴル の狩 猟 服 はふ つ うの もの と変 らな い。 た だ しタルバ ガ ン(ス ル カ

5.家 族が子どもが死ぬ と,生 き残 った子ど もにつ ぎのよ うな仕度をさせ た。すなわち,娘 の場

　 合 には婦人服をつ くり,頭 頂を二つの編髪に した。そ して衣服の ホックは反対側,つ まり右手

　 の下ではな く,左 手の下 につ けた。男の子の場合 にも,上 っ張 りの襟 をふつ うとは反対に して

　 着 た。
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cyPKa)猟 の ときだ け は例 外 で あ る 。 この場 合 に は,す で に のべ た よ うに,ハ ラー ト

とズ ボ ンは 白 い皮 の もの で な け れ ば な らな い。 この た め に,と き に は羊皮 の外 套 を,

毛 皮 裏 を表 に くつ が え し,頭 に は 白 い フ ェル トまた は毛 皮 の帽 子 を かぶ る 。 この 帽子

に は必 ず,長 くたれ 下 が る耳 が つ い て い る。 ハ ル ハ ・モ ンゴル の観 念 に よれ ば,こ う

した 衣 服 は オ オ カ ミまた はキ ツネ を表 わ して い るは ず で あ る。

　 狩 猟 服 の帯 に は角 で つ くった火 薬 入 れ(xem),6」 ノayの 角 で つ くった 火 薬 を は か る

もの(解 濯〃κ)お よび 弾丸 を入 れ る 皮 袋(ακ卿 αめ が 結 び つ け られ た 。 タル バ ガ ン

猟 にだ け特別 の狩 猟 用 服 を 着 るの は,こ の動 物 に関 連 す る古 い伝 統,お そ ら くは トー

テ ム的 性格 の伝 統 と関 連 が あ る と考 え られ る。 例 え ば,バ ル ガ の多 くの モ ン ゴル 人 は

タル バ ガ ン猟 をせ ず,こ れ を あ え て殺 した猟 師 を 非 難 した こと が知 られ て い る。 ハ ル

ハ ・モ ン ゴル の場 合 は,こ の 動 物 に ね らい をつ けた 猟 師 は,は じめ許 しを こ う言 葉 を

つ ぶ や き,そ れ か ら銃 の 引金 を 引 い た6。

　 西 部 モ ンゴ ル(オ イ ラ ト)の 衣 服 を特 徴 づ け るた め に,デ ル ベ トの衣 服 に つ い て く

わ し くの べ よ う。 と い うの は,彼 らの衣 服 と頭 飾 は,若 干 の細 か い特 徴 を の ぞ け ば,

他 の オ イ ラ トの衣 服 に近 いか らで あ る。

　 冬 期,デ ル ベ トの 男 子 は,羊 皮 の外 套 を着 る。 これ は デ ウ ェル ∂eBewbと よば れ る 。

襟,前 裾 の縁 は色 の布 地,多 くの 場合 黒 色 の布 地 が 縫 い つ け られ る 。縁 飾 りの な い こ

と は稀 で あ る 。 袖 は縫 いつ け られ な い[別 袖で な い]。 袖 丈 は手 よ りも約20cm長 い。

襟 の 高 さ は5～10cm。 外 套 は襟 もと,右 肩,腋 下 に5～7個 の ボ タ ンで とめ られ る。

外 套 は,こ れ に帯 を しめ た と き,帯 の 上 が ゆ った りと して,懐 に 多 くの品 物 を 入 れ ら

れ る よ うに縫 う。

　 毛 皮 の 外 套 を布 地 で お お った もの は,ウ スYCb,ま た は ウチyvと よ ばれ る。

　 ズ ボ ンは 雌 羊 の毛 皮 で つ く り,毛 皮 裏 を 裸 の体 にあ て る よ うに 着 る。 一 部 の デ ル ベ

トは毛 皮 外 套 の下 に,裏 側 に毛皮 を つ け た 短 い 上衣 を 着 て い る 。 これ は チ ェズ メ ク

ve∂3〃8κ とよ ば れ る。

　 夏 期,男 た ちは袷 仕立 て のハ ラー ト(yzaBatae)を 着 る。 この 裁 断 法 は毛 皮 外 套 の場

6.G.ポ ターニンは,・タルバガ ンに関す るつぎのような興 味深い伝説 を採録 している。 モ ンゴ

　 ルの部族の住地 に,彼 らと親近関係 にあ る戦 闘的な部族が住んでいた。いかなる動物 も彼 らか

　 ら逃れ ることがで きなか った。そ こで動物たちは神 に訴 えた。そ こで神 はッバメに命 じて,そ

　 の部族の族長 と試合をさせ ることに した。族長 は1発 の矢で飛んでいるッバ メを射 ち落 さねば

　 な らなか った。 もしこれに失敗すれば,そ の部族の猟師たちはまず親指を切断 し,地 下へ立ち

　 去 らねばな らなか った。族長の矢はツバ メの尾 に命中 し,ツ バ メは これによって2羽 に分かれ

　 たが,地 上 に落 ちることはなか った。族長は自分の失敗を知 り,親 指 を切断 して地下に移 り,

　 タルバガ ンに変身 した。彼の部族の人 々も彼に従 った」(G.ポ ターニ ンr西 北モ ンゴル誌 』)。

　 類似 した伝説 はアヌーチ ンV.Anuchinも 採録 している。
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合 と 同 じで あ る。 ハ ラー トの下 にダ レ ムバ(中 国製 の木 綿)で つ くった シ ャ ッ(κπか

沼aκe)と ズ ボ ンを着 る。

　 女 性 は冬 期,裸 皮[外 側 の お お い の な い]の 雌羊 皮 の 外 套 ∂eBe2bお よ び外 側 にお

お い の あ る ウ ス ツCb(yv)を 着 る。 そ の裁 断 法 は男性 の もの と は著 し く異 な って い る。

　 女性 の夏 期 用 の 衣 服 テル リグ 〃zep2aeは 袷 仕 立 て で あ る。 ウ ェス トよ り少 し上 の

部 分 に,ひ だ を と った 広 い ス カ ー トを 縫 い つ けて い る。 袖 は広 く長 い 。 袖 口に は折 返

し((HyOPY〃)と い い,掌 側 が 舌状 に長 くな って い る)が つ い て い る。 ボ タ ンは右 身

頃 に つ け られ て い る。 あ きは,前 中心 の襟 も とか らは じま り,真 直 ぐに胸 の 中 央 に 至

り,そ こか ら,右 袖 付 の 下 端 ま た は少 し上 部 に きて,さ らに脇 線 にそ って 裾 まで あ け

る。 縁 は ウ ェス トまで,錦 また は色 つ き の布 地 で ふ ちど られ,裾 も同 様 に広 い 縁 飾 り

が つ け られ て い る 。 襟 に は 白 い肩 か け(vazaH　 O　gaxo)が 縫 いつ け られ て い る 。 胸 の

飾 りは チ ムキ ヤ ル 鵜 溺泌 πρ と よば れ る 。 冬 用 の毛 皮 外 套 も同 じ裁 断 法 で あ る。

　 す べ て の女 性 は シュ ーバ と テル リグ の 上 に,袖 な しツ ェゲ デ ク(veee∂eκ)を 着 る。

ッ ェゲ デ クは チ ョ ッキ に ひだ つ きの ス カ ー トが縫 いつ け られ て い る。 ス カ ー トの背 中

心 は,ウ ェス トま で ス リッ トが あ けて あ る 。下 に着 て い る テル リクの胸 の刺 繍 が 見 え

る よ うに,ッ ェゲ デ クの前 明 き は ひ らい て着 用 してい る。 ツ ェゲ デ ク の胸 の部 分 は,

テ ル リク と同 様 に,錦 や 多彩 色 の刺 繍 を した 布 を つ けて い る。

　 髪 は左 右 に分 け て とか し,三 つ 編 み 髪 に結 う。 そ の両 端 末 に は 銀 の飾 板(Myxyκ,

myayκ)が1個 ず つ結 びつ け られ る。

　 三 つ 編 み 髪 をゼ ロー一…ドま た は布 製 の 細 長 い 袋 に収 め るで一こ一の 袋 に飾 板 を 縫 い つ一け る。

この髪 袋 は ウス ニ ・ゲ ル .ycκU　2ePb(文 字 通 りに は 髪 の住 居 の意)と よば れ る。三 つ

編 み髪 は胸 にお ろ され,そ の端 末 は ワ ン ピー ス の 脇 に結 びつ け られ る7。

　 少 女 た ち は 冬 期,大 部 分,縁 ど りで 飾 られ た 雌 羊 皮 の シュ ーバ[毛 皮 外 套 コ を着

る 。夏 に は軽 いハ ラー ト(xyaga)を 着 る。 デ ル ベ トの少 女 た ちの 衣服 は,袖 口の折 り

返 しを つ け な い点 を の ぞ けば,男 性 用 の 裁 断 法 と同 じで あ る。 娘 た ち は,既 婚 女性 と

は ちが って,男 性 と同 じよ うに帯 を結 ぶ 。 髪 は1本 だ け三 つ編 み髪 に して た らす。 肌

に つ け る シ ャツの 形 は,男 性 も既婚 女 性 も,ま た 娘 た ち も皆 同 じで あ る。 そ れ は襟 が

小 さ く,右 脇 の上 部 を ホ ックで とめ る。 また 同 じよ うに,み ん な が 同 じ裁 断の 兜 形 の

帽 子(iu∂aκZお よびOyya2a,の 脚 κの を かぶ る。 この ほ か に,中 国風 の ま る い帽子

7・デルベ トの俗信によれば,ユ ル タの中に入 って きた男性が,髪 を硫いた り洗 った りしている

　 のを見たときには,右 手で 自分 の頭の半分 にさわ らねばな らない。 これは彼 の希望がかなうこ

　 との しるしである。 そ して彼 は,そ の女性が頭髪の残 りの半分 を杭 き終 るまで,そ こか ら出て

　 はな らない ことになってい る。
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(mopopoz>お よび ロ シア風 の フ ェル ト帽 もかぶ る。 冬 の帽 子 はキ ッ ネや 仔 羊 の 毛皮 で

つ くる。 夏 用 の もの は布 地 で つ く られ る が,ユ デ ィ ング の方 は必 ず 赤 い 布 地 で 縫 わ れ

る。 赤 色 はデ ル ベ トの 部族 の特 色 で あ る。 ユ デ ィ ング は ロ シア のバ シ ュル イク6a田 一

孤blK[帽 子 の上 にか ぶ る 防 寒 用 の頭 巾]の よ うで,縁 を上 方 に折 り返 して い る。 これ

はス テ ッチ模 様 で 飾 られ て い る 。 後方 に は テセ ム[後 姿 を ひ き立 て る た め の リボ ン]

が結 び つ け られ て い る。

　 長 靴 は,ハ ル ハ の もの と は ち が って,前 革 が な く,後 方 と前 方 か ら縫 い合 わ され る

二 部 分 か ら裁 た れ て い る 。 フ ェル トの靴 底 の下 に革 を 縫 いつ け,つ ま 先 は ひ ど く上 方

に 曲 が って い る。 フ ェル トの靴 下 の上 に この 長靴 を は く。 靴 下 の 上 端 は色 糸 で 刺 繍 さ

れ,長 靴 の 胴 の 上 に見 え る。

　 既 婚 女 性 も娘 た ち も耳 飾,指 輪,腕 輪 をつ け る。 ワ ン ピー ス の脇 に はハ ンカ チ と長

持 の 鍵 を つ けて い る。

　 男 た ち は帯 の後 側(右 脇 近 く)に 鞘 を お さ めた ナ イ フ と燧 石,タ バ コ と煙 管 を 結 び

つ けて い る 。

　 こ こで は,西 部 モ ンゴル の 別 の 代表 者 で あ るオ イ ラ トの衣 服 につ いて,ふ れ た い と

思 う。 そ れ は,デ ル ベ トと似 て い るか らで あ る。

　 わ れ わ れ の集 め た資 料 はモ ン ゴル の諸 部 族,諸 民 族 の歴 史 に と って,興 味深 い デ ー

写真12　 ウズムチ ンの女性たち(右 端はウズ ムチ ンの帽子をかぶ っ

　 　　 たプ リヤ ト女性)
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写真13ハ ルハ の女性たち(都 会の住民)

タを提 供 して い る。 多 くの 探検 家 た ち

(プル ジ ュワル ス キ ー,ポ タ ー ニ ン,

コズ ロ フそ の他)は,モ ンゴ ル の衣 服,

と りわ け女 性 の衣 服 は個 々の 部族 を 区

別 す る特 徴 とな って い る こ とを指 摘 し

て い る。 しか し彼 らは 一般 的 な記 述 を

す るに と どま り,衣 服 と髪 形 の諸 要 素

に充分 な注 意 を は らわ な か った 。 この

問 題 を くわ し く検 討 して み よ う。一 見,

諸 部族 や諸 民族 に よ って 異 な る とみ ら

れ る女 性 の か ぶ り もの につ い て 見 て み

よ う。 そ れ は髪 形 と装 飾 の コ ン ビネ ー

シ ョ ンか らな って い る。 ハ ル ハ ・モ ン

ゴル,ミ ンガ トお よ び ダ リガ ング の女

性 で は,こ めか み の位 置 よ り翼 状 に 広

写 真14む か しのハルハ女性 の衣服

図7　 元朝の王妃の頭飾

453



国立民族学博物館研究報告　 4巻3号

図8　 モ　ン　ゴ ル の 衣 服

a一古いハルハ婦入服の断ち方　b一 男性用 シャツ

c一男性用の羊皮 ズボン　d-一ハルハ の既婚婦人 の髪形のデ ィテール

e一バルガ ・ブ リヤ トの長靴

げ られ た2本 の編 み髪 で,そ の上 に,さ ま ざ まな 下 げ飾 りをつ けた 冠 を か ぶ った 。バ

ル ガ ・ブ リヤ トの場 合 も髪 形 は同 じよ うな形 で,た だ 冠 の形 が い く らか ちが って い た 。

南 部 モ ンゴル の ウ ズ ム チ ン,ア バ ガ,ト ゥメ ト,オ ル ドス そ の他 の住 民 の 場 合 に は,

翼 は つ く らず,三 つ編 み 髪 を2本 に結 い,そ の 上 に,冠 の かわ りに,サ ン ゴや 銀,あ

るい は金属 製 の小 さな 板 を と りつ け た鉢 巻 の よ うな もの を結 ん だ。 この 鉢 巻 に,銀 や

金 属 製 の様 々 な形 の 小 板 や,鎖 に サ ンゴ な どを 組 み 合 わせ た ものを 吊 り下 げ た 。 東 部

ブ リヤ ト女 性 の場 合 に は,編 み 髪 の上 の部 分 に,下 げ 飾 りを 固定 す る売 め に特 別 の 金

属 製 心棒 を さ しこん だ 。 一 部 の女 性 は,南 部 モ ンゴル の 鉢巻 に よ く似 た,編 ん だ 鉢 巻

が み られ た。 デ ル ベ ト,バ イ ト,ザ ハ チ ン,ホ シ ュ ト,ト ル グ トは,端 末 に さ ま ざ ま
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写真15　 タ ル バ ガ ン 猟 の 狩 人

図9モ ン ゴ ル の 衣 服

a一ハルハの娘の夏服b一 ハルハ の雨外被の前面

c-一雨外被の後側　　　d一帽子(ハ ルハ)

e一ハルハの冬用ハ ラー ト　 f一白い羊皮製 の外套(バ イ ト)

g一外套 の文様
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図10モ ン ゴ ル の 衣 服

a一デルベ トの女性用 ツェゲデク　 b一デルベ トの帽子

c一デルベ トの婦人服　d一 靴下　e一ハ ルハの長靴

f一 ウズムチンの女性 の帽子g-一 ウズムチンの長靴

な形の下げ飾りをつけた装飾された袋に2本 の編み髪をおさめていた。彼女 らは耳に,

耳飾のかわ りに,長 い下げ飾 りをつけた。これは鎖に銀か,金 属製の飾板(持 主の資

力に応 じて)を 組み合わせていた。モンゴルのすべての女性は,ビ ロー ド,あ るいは

黒い布地でつ くった髪袋をつけていた。

　 このように,モ ンゴル女性の古い民族的な髪形では,必 ず2本 の編み(弁)髪 に結

われた。ハルハ,バ ルガ ・ブ リヤ ト,ダ リガングなど一部では,編 み髪の上部が広げ

られた。編み髪の上から冠または鉢巻がつけられ,そ こから多 くの下げ飾 りがこめか

みに下げられた。オイラトと東部ブリヤ トの場合は,わ りあい簡単な髪形をしていた

が,現 在 も伝統的な,こ めかみの下げ飾 りは残 っている。これ らの髪形の上に必ず,

帽子をかぶった。かぶりものと衣服を観察すると,材 料の贅沢度と装飾の程度は西か
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ら東 へ の移 動 に つ れ て,ま た 持 主 の 資 力 に応 じて高 ま って い る こ とが 目 につ い た 。

　 最 も堂 々 と した 髪 形(例 え ばハ ル ハ ・モ ンゴル そ の他)と 高 価 な装 飾 は,衣 服 の 場

合 も同 じで あ るが,中 国 と隣 接 して い るモ ン ゴル人 に多 い とい う事 実 が この こ とを 物

語 って い る。

　 ハ ルハ ・モ ン ゴル の女 性 の 「翼 」状 の 髪 形 は,一 部 の伝 説 で は,モ ンゴ ル人 の 始 祖

と され る雄 牛 と結 び つ け られ て い る。 これ に 関連 して,女 性 のか ぶ り もの は,こ の こ

と の想 起 に役 立 つ はず だ とい う。 われ わ れ の 知 って い る歴 史 的 遺 物 に よ れ ば,こ の種

の髪 形 が そ う古 い もの で あ る とは考 え られ な い 。13世 紀 の プ ラ ノ ・カ ル ピニ と リュ ブ

リュ キ は,タ ター ル人 が頭 上 に ポ ッカ とよ ば れ る た いへ ん 高 い頭 飾 をつ けて い た との

べ て い る。 ポ ッカ の 内側 に は髪 がつ め られ て い た。 ポ ッカ は樹 皮 で つ く られ,絹 地 で

お おわ れ,ク ジ ャ クの羽 根 と宝 石 に よ って飾 られて いた 。

　 この こと は,中 国資 料 に も現 わ れて い る。 そ れ は高 さ3フ ィー トに達 す る姑 姑 帽 で

あ る。 モ ンゴル ・タ ター ル の領 主 の妻 た ちは,こ の よ うな帽 子 を か ぶ って いた 。
　 　 　 　 　 ド

　元朝の26人の妃の肖像にみられる頭飾もこれに似たものと考えることができる。こ

れは北京の王宮である紫禁城にあったもので,丈 の高い頭飾と豊かなこめかみ飾 りと

が組み合わされている。

　 ビチューリン(イ アキンフ)は 烏桓についてつたえている。 「烏桓はまるいユルタ

に住み,家 畜とともに場所から場所へ移 り,肉 を食べ,ク ムィス[乳 酪]を 飲み,衣

服はさまざまな色の織物からつくった。婦人は結婚のときに至って髪を蓄え,分 けて

讐(た ぶさ)に 結い,句 決[丈 の高い冠帽]を つけ,金 や碧玉をつけて飾 りとした。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほよう
これ は ち ょ うど,中 国 の 薗[婦 人 の 首飾 りの一 種]や 歩 揺[婦 人 の 髪 飾 り]の よ うな

もの で あ る。」 注 の 中 で イ ア キ ンフ は書 い て い る。 『続 漢 輿 服 志 』 につ ぎの よ うに書 か

れ て い る 。諸 公 や重 臣 は絹 の 鉢 巻 を つ け た。 これ は王 妃 の頭 飾 で あ る とい う。 そ れ に

は真 珠 の下 げ飾 りがつ け られ,歩 くと揺 れ た 。」

　 イ ア キ ンフ の このデ ー タ はわ れ わ れ に と って,モ ンゴ ル女 性 の髪 形 と 中国 の髪 形 お

よび古 代 に お け る装 飾 との 関 連 を 示 して い る点 で 興 味深 い。 例 えば,わ れ われ が イ ス

ブ ラ ン ト・イ デ ス(17世 紀)や/xoラ ス(18世 紀)の 報 告 に見 え る モ ンゴル 女性 の髪 形

と頭 飾 の 記 述 や 図 像 は,19世 紀 お よび20世 紀 の オ ィ ラ トや ブ リヤ トで 見 られ る もの と

変 らな い。

　 以 上 の 資 料 は,モ ン ゴル女 性 の 髪 形 はす べ て の モ ン ゴル 部族 や民 族 に おい て 同 じで

あ り,ち が うの は た だ,冠 ま た は冠 の代 用 とな る鉢 巻,こ め か み の下 げ飾 りの つ く り

方 のデ ィテー ル,そ れ に,い くつ か の場合 に は,例 えば ハ ル ハ ・モ ンゴル の場 合 の よ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 457
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う に,弁 髪 の編 み方 が ちが うだ けで あ る ことを 示 して い る。

　 女 性 の 衣 服 に つ い て み れ ば,そ の 裁 断法 はす べ て の モ ン ゴル女 性 に ほ ぼ共 通 して い

る。 相 違 点 は,若 干 の部 分 の名 称,形 式 の みで あ る。 例 え ば,袖 な しは,ハ ル ハ ・モ

ンゴル とブ リヤ トで ウ ジ ノ∂sca,オ イ ラ トで は ツ ェゲ デ クqeee∂eκ と よば れ る。 ハ

ル ハ ・モ ンゴル の 場 合,袖 は さ ま ざ まな 色 の布 切 れ か ら縫 われ,高 い ふ く らみ がつ け

られて い る。 ブ リヤ トの場 合 は,ひ だ が 多 く,袖 つ けが 広 い。 オ イ ラ トで は,同 様 に

袖 つ けが 広 い が,し か しひだ は ない 。 オ イ ラ トの場 合,襟 に 白い 別袷 を つ ける が,他

の モ ンゴル に はそ れ が な い8。

　 男性 の 衣 服 の 裁 断法 は モ ンゴル の す べ て の部 族,民 族 に共 通 して い る。 そ の特 徴 は

右 側 で とめ る こ とで あ る。 とい うの は,左 側 の 襟 を 右へ 合 わ せ る か らで あ るが,こ れ

は リュ ブ リュキ の観 察 した チ ュル ク とは異 な って い る。 彼 は,チ ュル ク が 「そ の シ ャ

ッを 左 側 で結 んで い る」 との べ て い る。 同様 な 風 習 は カ ザ フの キ レイ族 に もみ られ る。

しか しな が ら,チ ュル ク諸 族 に は,モ ンゴル にお け るよ うな,衣 服 の一 様 な裁 断 法 は

み られ な い 。例 え ば,一 部 の オ ル ホ ン川 流 域 の 石 人 に は,モ ン ゴル 風 の合 わ せ 方 が 見

られ る[つ ま り,モ ンゴル は一 様 で あ る が,チ ュル クの場 合 は い ろ い ろ ち が っ て い

る]。

　 『唐 書 』 に は,「 突蕨 は髪 を ば らば らに し,左 を 上 に して着 る」 と書 かれ て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ

　 モ ンゴル の 男 子 服 の デ ィテ ール は,女 性 服 の場 合 よ り も 変化 が少 な い。 こ こで も

ター ミノ ロ ジー で は,若 干 の 相違 が あ る。 例 えば,ハ ル ハ ・モ ン ゴル の 夏 服 はデ ル

∂32b,オ リョ トで はデ ウ ェル ∂3BSvZb,デ ル ベ トで は ラ プ シ グzanUtueと よ ば れ る 。

これ と ち ょ,うど 同 じよ う に,履 物 は,ハ ル ハ で は グ タル 妙 溺 伽,デ ル ベ トで は グ ス

ン 宅y夢冠,オ リョ トで は ゴ ソeocoと よば れ る。

　 衣 服 と髪形 に 関す る以 上 の 資 料 は,す べ て の モ ン ゴル部 族,民 族 に共 通 す る基 盤 の

あ る ことを 示 して い る。 モ ンゴル 国家 の崩 壊 と,1368年(元 朝 の 滅亡)以 後 の 長 期 に

わ た る 内紛,さ らに は西 部 モ ンゴル ま た は オ イ ラ ト,南 部 モ ン ゴル の 長 期 にわ た る分

離 は,そ の 文 化 の一 部 の側 面,と りわ け物 質 文 化 に 影 響 を あ た え ず に は お か な か った。

この変 化 は以 上 の べ た資 料 に現 わ れ て い るが,し か しそ れ は二 次 的 な 特 徴 に 関す る も

の にす ぎな か った の で あ る。

8.オ イ ラ トの女性 の衣服は,ア ル タイおよびバカスのチ ュルク系住民の女性 服に似ている。 そ

の類似は裁断だけで な く,そ の名称にもみられる。オ イラ トは袖な しを ツェゲデ クとい うが・

アル タイで はチ ェゲデクとよばれ る。キ リング とよばれ るシャッはアル タイに もオィ ラ トにも

ある。ハルハ ・モ ンゴル,ブ リヤ トその他のモ ンゴル諸 族では,シ ャツはツ ァムツとよばれ る。
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　 飲 食 物

　 モ ンゴル の 農 村 住 民 の主 要 な食 物 は乳製 品 と肉で あ り,穀 粉 は わ りあ い少 な い。

　 幾 世 紀 にわ た る牧 畜 は さ まざ ま な種 類 の 乳 製 品(opa2aκ 　U∂e)の 開 発 を うな が した 。

それ は春 と夏 の 搾 乳 ピー ク時 に利 用 され る だ け で な く,搾 乳 の行 な わ れ な い冬 期 の た

め に も,い ろい ろな 形 で準 備 さ れ た。 冬 期 に お け る鮮 乳 の 不 足 は 肉 お よ び 乾燥 乳製 品

に よ って 補 わ れ る。

　 モ ンゴル 人 は 乳(研)を 必 ず 沸 か して飲 む 。 乳 を さ まざ ま な 方法 で発 酵 させ た り,

蒸 発 させ た り して 数 種 類 の チー ズ(6acza2,　 apyrz,33zua,　 xypy〃z),凝 乳 の た ぐい

(mapae,　 aopa2)を つ くる。 飲 物 で は クム ィス(オ ィ ラ トで はチ ゲ ンvueekb),ハ ル

ハ の グ ネ　 ア イ ラグ27He　 aopae
,ア ル ヒapxaな ど)が あ る。

　 最 も好 まれ,同 時 に 最 も尊重 さ れ る ご馳 走 は 乳 の薄 膜 ウル ム(YPYMま た はePMe)

で あ る。 これ を つ くるに は,釜 に鮮 乳 を 入 れ,と ろ火 で長 時 間 沸 か し
,そ れ が 冷 え た

後,へ ら状 の もの で 上 層 に で き た厚 い膜 を て い ね い にす くい と り,広 い皿 ま た は板 の

上 に,多 乳 質 の 外 皮 の 内 側 に 脂 質 の ク リー ム状 の もの が入 る よ うに して,二 つ に折 り

た た んだ もので あ る。 この薄 膜 はい く らか 乾 燥 させ,お 茶 に出 され る。 残 りの 乳 は

わず か に あた た め られ,容 器 に うつ され,酵 母(xθ 　Pθu2θ)で 発 酵 させ る と,凝 乳

nPocToKBaIIIaの た ぐい で あ る タ ラグmapazが 得 られ る。 これ は夏 期 に 多 量 に 食 べ

られ て い る。 オ イ ラ トの場 合 は ア イ ラグadipaeが これ に相 当す るが,こ れ は ア ルハ

ト卿 κα〃 と よ ば れ る大 き な皮 袋 に 保存 され る。 この容 器 に搾 乳 時 間 の ちが う乳 を満

た し,そ れ ヒマルxaMap[水 と牛 乳 を まぜ て あ た た め た もの]を そそ い で 発 酵 を 一ltL一

や め る。 乳 は一 度 な らず 特 別 の 撹梓 棒(6pa7P)に よ って か き まぜ られ る。 これ に よ

って脂 肪 分 の細 片 が 表 面 に 集 ま り,容 易 に分 離 で き るよ うに な る。 これ を 別 の 容器 に

集 め,や が て加 熱 す る。 まれ に,バ タ ー はス メ タナCMeTaHaま た は ス リフ キCJIHBKva

[乳 脂]を 手 で か きま ぜ,泡 だ て て得 られ る。 ひ ど く酸 っぱ い ア イ ラ グを 碗 に 入 れ て

飲 む6ア ル ヒapxaは これ か らつ く られ る。

　 冬 期 用 に残 さ れ た タ ラグや ク ム ィス のた めの 酵 母 は,春 に細 か くされ,あ た た か い

乳 の 中 に溶 解 さ れ る。 古 くか らの 慣 習 に よ る と,モ ン ゴル 人 は他 人 に酵 母 を あ た え な

い 。結 婚 した 息子 や娘 た ち は これ を 両親 の住 居 か らも ら う ことが で き るが,そ の 場 合

に は酵母 を受 取 る か わ りに乳 を 持 参 しな けれ ば な らな か った。

　 別 の種 類 の 乳製 品 と して は ビス ラグ6ac2a2[味 の うす い チー ズ の た ぐい]が あ る。

これ は大 き嫁 四 角形 の パ ンの形 を して い る。 それ を つ くる に は,煮 た って い る 鮮 乳 の

中 に タ ラ グ また はア イ ラグ を入 れ る。 す る と乳 は急 速 に凝 結 す る。 凝 乳 の 塊 を 布 製 の
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袋 に 入 れ,プ レスす る。 この 目的 の ため に,ふ つ う2枚 の 板 が 用 い られ る。 よ くプ レ

ス され た ビス ラグ はた や す く薄 片 に切 られ,茶 と い っ し ょに出 され る 。 ビス ラ グ は夏

期 の 食 物 で あ る。 これ は,味 は よい が,数 日 しか 保 存 で きな い 。 アル ルApy2も 同

じ くチ ー ズ の た ぐいで あ る。 この製 法 は2通 りで あ る。 第 一 は,発 酵 した 乳を 沸 か し

た と き に得 られ る凝 乳 塊 で あ る。 第二 は,発 酵 した 乳 を アル ヒに蒸 溜 した 後,底 に残

る凝 乳 状 の 沈 澱物 で あ る。 よ く分 離 さ れた 凝 乳 は 小 さ な塊 で 木 の 枠 に入 れ,日 光 で 乾

かす 。 夏 期 の 晴 れ た 日,モ ンゴル の ユ ル タの そ ば を 通 る と,ユ ル タの 円 錐 形 の部 分 に

のせ て 乾 燥 され て い る い くつ か の木 枠 を いつ で も見 る こ とが で き る。 い くつ か の 場 合

に は,凝 乳 はプ レス さ れ,薄 片 に切 って 糸 を 通 し,同 様 に 日に乾 かす 。 この場 合,そ

れ は フル トxypymま た は フル サxypcaと よ ばれ る6)。 アル ル と フル トは冬 期 用 に 大

量 に貯 蔵 され る。

　 冬 期 の た めの 貯 蔵 食 と して エ ズギ ーS32aaが あ る 。 これ を つ くる に は,ビ ス ラグ

の と き と同 じよ うに,沸 か した鮮 乳 の 中 に タ ラグ また は ア イ ラグ を入 れ るが,ビ ス ラ

グ の場 合 とは ちが って,凝 乳 の塊 と乳漿(精)CblBOPOTKva(Utap　 yc)と を 分 離 せ ず,

完全 に蒸 発 す る まで 沸 か しつ づ け る。 そ の結 果,赤 み が か った うす 味 の凝 乳 塊 が 得 ら

れ る。 これ は長 期 の 保 存 に堪 え る もの で あ る。 オ イ ラ ト(バ イ ト)の 場 合,エ ズ ギ ー

を つ く る とき,タ ラ グの 代 わ りに,酵 母 と して モ ロジ ヴ ォMOπ03HBO[分 娩前 お よ び

分 娩直 後,乳 腺 か ら出 る 乳 に似 た液]が 用 い られ る。

　 家 内的 な方 法 で つ く られ る 乳 製 品 と して,煮 沸 した バ タ ー[シ ャル ・ トス](〃 卿

moc)が あ る。 す で に のべ た よ う に,皮 袋(apxam)に そ そ が れ た塩 気 の ない 乳 を か

き まぜ る とき,表 面 に浮 く脂 を別 の容 器 に集 め,集 ま った と ころで 溶 か しな お し,よ

く洗 った 羊 の 胃袋 ま た は太 い腸 に つ め る。 バ ター の こ う した貯 蔵 法 は遊 牧 生 活 によ っ

た も ので あ る。移 牧 に あ って は道 具 が ポー タブ ル で,軽 快,頑 丈 で あ る こと はた い へ

ん重 要 で あ る。上 記 のバ タ ー容 器 は この要 求 に 合 致 して い る 。

　 モ ンゴル 人 民共 和 国で は現 在,国 営 の機 械 化 され た バ ター 工場 が あ り,ア ラ トは こ

6)梅棹 忠夫は内モンゴルの発音に したが って 「ホロー ト」 と表記 し,チ ーズの一一ptで あるとの

　 べている[梅棹 　 1955b:233]。 ここでアルル といい,フ ル トとい埜,.い ずれ も発酵作用を う

　 けた乳を材料 に している ことは,本 論文 も梅棹 もともに指摘 している。梅棹 はウル ムについて

　 のべた ところで,ウ ルムは,「 しぼ った乳をす ぐに加熱 して処理す る」 もので,「 発酵過程が進

　 行 していないということで ある」。 これ にたい し,フ ル トは 「出発点か ら発酵作用を うけて」

　 いる[梅棹1955b:247]。 この点,江 上波夫 はやや単純化 して記述 してい る。「乳製品は主 に

　 羊 ・山羊の乳を用 ひ,之 を大鍋 に入れて煮沸 した後,木 桶 に移 して冷却 しなが ら静か に放 置す

　 ると脂肪分 は表面 に浮んで凝固 し,そ の他は下 に沈澱す る。その上層脂肪分よ りなるものが即
　 　 ウ　ル　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ ロ 　　ト

　 ち郊皮子であ り,下 層に沈澱 した ものを乾燥 させた ものが郊餅子である」[江 上編1941:289]。
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れ に乳 を提 供 して い る。 しか し工 場 へ 納 め られ るの は牛 乳 だ けで,羊 とヤ ギ の 乳 は家

内 で加 工 され て い る 。

　 クム ィス お よび ウ ォ ッカ も乳 か ら家 内 的方 法 で つ く られ る飲 物 に属す る。

　 ク ム ィス は,ハ ルハ ・モ ン ゴル で グ ネ　 ア イ ラ グ27κe　 aa2pa2,オ イ ラ トで は チ ゲ

ンva2eHbま た は チゲvueeと よば れ る が,夏 期 雌 馬,ま れ に雌 ラクダ の 乳 か らつ く

られ る。 ふ つ う,乳 は大 きな 皮 袋(apxa〃Z)に そ そが れ,ア イ ラグが 酵 母 と して 用 い

られ る。 良 質 の クム ィス を得 る には しば しば 撹梓 す る必 要 が あ る。 と くに最 初 の1昼

夜 が そ うで,撹 拝棒 で朝,昼,晩 に少 な くと も1時 間 か き まぜ る。

　 モ ンゴル 人 は13世 紀 に この 飲 物 を よ く知 って い た。 『モ ンゴル 秘 史 』 に示 す よ うに,

テ ム ジ ンは追 手 か らの が れ て,夜 間,彼 の 保 護者 で あ る ソル ガ ン ・シル の ユル タを,

馬 乳 を か き まぜ る撹 拝棒 の音 に よ って 知 る こと が で きた。

　 ク ム ィス の撹 伴 につ い て の この記 述 に よ って,そ の 製法 が今 も変 って い な い こ とを

示 して い る。

　 ク ム ィス は モ ンゴル 人 が 大切 に し,ま た た い へ ん 好 む飲 物 で あ る。 夏 期,大 人 も子

ど も も これ を飲 み,客 に ご馳 走 し,ナ ダ ン祭 り κa∂aκ の た め に大 量 に用 意 す る。 ウ

ル ゲ ル チynbrepqva(語 り手)は クム ィス の酒 杯 を手 に して,幸 せ を願 い,傑 出 した

人 物 や 出 来 事 を た た え て歌 を うた う。 ユ ル タの 中で 主 人 が クム ィス を ご馳 走 す る と き

に は,ク ム ィス の最 初 の 碗 は最 も尊 敬 す べ き人,す なわ ちお 客 お よ び年 長 者 に あ た え

られ る。 この 場 合 エチ ケ ッ トと して ジ 渡 す 人 も受 取 る人 もつ ね に両 手 を 使 う。古 くか

らの しきた り と して,モ ンゴ ル人 は あた え られ た碗 を底 まで 飲 み ほ さな い の は 失礼 と

され て い る。 ど う して も飲 め な い と き に は,液 体 に 口び る をつ けた 後,主 人 ま た は別

の人 に碗 を 渡 す 。 ハ ル ハ の 場 合,ク ム ィスを 飲 む 碗(6V〃z9)を お茶 に使 う こ と はで き

な い。 モ ンゴ ル の老 人 の 話 に よれ ば,こ うす る と馬 乳 が うす くな り,使 い もの にな ら

な くな る とい う。 モ ンゴル 人 が と くに 馬 を尊 敬 す る こ とを考 慮 に入 れ る と,馬,と り

わ け ク ム ィス に と もな う風 習 は,お そ ら くは原 始 共 同 体 的 な 関係 に結 び つ く古 い 伝 統

の 痕 跡 を とど め て い る と考 え られ る。 この証 拠 と して,著 者 が モ ンゴ ル人 の間 で 観 察

した つ ぎの よ うな風 習 が あ る。 す な わ ち,碗 は 出席 者 全 員 に まわ され,各 人 が それ を

少 しつ つ 飲 ん だ の で あ る。 これ は全 出席 者 が 同 じ権 利 を も って 飲 酒 に 参加 して い る こ

とを示 して い る。 ポ タ ポ フJI.　n.　nOTanOBは 南 アル タ イ人 の 間 で,ク ム ィス で な く

て 葡 萄 酒 を まわ し飲 み す る の を見 た こ とを 報 告 して い る。

　 任 意 の発 酵 乳 で つ く られ る乳 製 ウ ォ ッカ(σρκの も古 来 の欺 物 の一 つ で あ る。 ポ タ

ポ フが強 調 して い る よ うに,牛 の 飼 育 に よ って 乳 製 ウ ォ ッカの 普 及 が うな が され,モ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 461
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ン ゴル 人 民 共 和 国 お よ び ブ リ千 ト自治 共 和 国 の ブ リヤ ト人 に見 られ る よ うに,一 部 の

遊 牧 民 の間 で ク ム ィス が排 除 され る よ うに な ったの か も知 れ な い。

　 ハル ハ ・モ ンゴル の 場合,ア ル ヒ αρκμ は つ ぎ の よ う につ く られ る。 炉 にか け られ

た ま る い釜(mozo)に 発 酵 した 乳 を そ そ ぐ。 釜 の上 か ら,先 端 を切 断 した 円錐 形 の 背

の 高 い木 器(67pxsp)を かぶ せ る。 この容 器 の 中 に,2本 の縄 で 小 さな木 桶 をつ る し,

その 縄 は容 器 の 外 側 に 出 して,上 か ら蓋 に もな る よ う に,ま るい 小 釜(∂aκoaOBva)

を お しつ け る。 円錐 形 の 木 器(6ypxgP)と 上 の 小 釜(∂aκOyZOBVの の接 触 す る部 分 に

は フ ェル ト切 れ ま た は ぼ ろ切 れ(opO2b〃z)を つ め る。 蓋 代 わ りの 容 器 に冷 い水 を そ そ

ぐ6下 の釜 を沸 と うさせ る と,ア ル コ ール を 含 ん だ水 分 が蒸 発 して 上 の釜 の底 に あ た

って 冷 却 し,中 につ り下 げ られ た小 桶 にた ま るの で あ る。

　 西 部 の モ ンゴル(オ イ ラ ト)の 場 合 に は,蒸 溜 装 置 の構 造 は,ハ ル ハ とは若 千 異 な

って い る。 こ こで は,ウ ォ ッカ は外 側 に あ る壺 に 集 め られ る。 この 目的 の た め に二 つ

の 方 法 が あ る。 第 一 の 方 法 で は ハ ル ハ の場 合 と 似 て お り,ち が う点 は,ブ ル ヘ ル

6rpxspの 中 に あ る小 桶 の 代 わ りに,木 製 シ リンダ ー の 中央 か ら樋(塑 ρ20)が ひ かれ,

そ の一 端 は壷 に 入 り,ブ ル ヘル 内 に あ る他 の一 端 は シ ャベ ル状 に な って い る。上 の 釜

(sco■OBva)の 底 で 冷却 した アル コ ・一一ル の 蒸 気 は酒 の滴 に化 して シ ャベル上 に 落 ち,

樋 をつ た って 壺 に流 れ こむ 。

　 ま れ に は,こ の装 置 の第 二 の バ リエー シ ョ ンが み られ る。 これ は,上 に蓋 代 用 の 釜

の つ い た木 製 シ リンダ ー の代 わ りに,二 つ の 穴 の あ る木 製 の 半 球 形 の 覆 い を かぶ せ た

もので あ る。 そ の 穴 の一 つ に はV字 形 の 木 製管(vopeo)の 一 端 が さ し こまれ,別 の 一

端 は冷 水 の 中 に人 れ られ た容 器 につ な が って い る。 第 二 の 小 さな 穴 を 通 じて 蒸 溜 の 過

程 が わ か る よ う にな って い る。 乳 を 沸 と うさせ る と,蒸 気 は管 を 通 って冷 水 中 にあ る

壼 そ の他 の 容 器 に 入 り,そ こで 冷 却 さ れ る。

　 この最 後 の アル ヒ製 法 は ブ リヤ トの もの に よ.く似 て い る。 アル ヒ はあ た た めて 飲 む。

ま た,ク ム ィ スを 飲 む と き と同 じよ うに,ア ル ヒ もまわ し飲 み され る。

　 モ ンゴル 人 は 肉(〃 ακακ)を,主 と して 煮 て食 べ る。 細 か く切 られ た 肉 は大 き な釜

で水 煮 され,わ ず か に 塩 味 が つ け られ る。 全 く塩 を 入 れ な い こ との方 が多 い 。 煮 た

あ との 肉汁 の 中 に 穀物 を入 れ るが,こ れ に は コ ムギ(Utap　 6y∂a)ま た は米(4a2aκ

6y∂a)が 用 い られ る。 モ ンゴル人 は また 肉 汁 の 中 に 中 国風 の麺(20dintOκ)ま た は そ

うめ ん を 入 れ た もの を 好 む。 煮 あ げ た 肉 は 碗 に うつ して 食 べ(と きに は塩 水 に つ け

て),そ れ か ら肉 汁 を飲 む 。

　 最 も好 まれ,尊 重 され,広 く用 い られ る肉 は羊 で あ る?)。 羊 を 家 内で 屠殺 す る に は
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伝 統 的 な方 法 が守 られ る。 そ の うち最 も重 要 な もの は つ ぎ の通 り。 す な わ ち,,第 一 に

は血 が1滴 も地 上 に落 ちな い よ うにす る。 第 二 に,肉 は 関節 ご と にば らされ る べ きで,

骨 を細 か く切 って は な らない 。昔 は,羊 は フ ェル トの 上 で屠 殺 さ れ た。 今 で は,古 来

の屠 殺 法 は 羊 や ヤ ギ な ど小 動物 に の み適 用 され て い るが,昔 は大 き な動 物 の 場 合 も同

じで あ った 。 と りわ け,凸そ の 動物 が 犠牲 と して 献 げ られ る 場合 が そ うで あ った 。 羊 を

地 上 に仰 向 け に させ,胸 骨 の下 の 腹 を切 る。 それ か ら手 を切 口 か らさ しこみ,拳 で 横

隔膜 を うち破 り,大 動 脈 を 締 めつ け る8,。 羊 の 死 後,皮 を 剥 ぎ は じめ る。 は じ め,前

脚 の中 央 部 か ら胸 を通 る よ うに皮 に切 れ 目を入 れ,つ い で 胸 骨 の ま わ りに二 つ の切 れ

目をつ くり,や が て 腹 に沿 って 皮 を切 った後,後 脚 の 半分 の と ころ ま で切 って 毛 皮 を

剥 ぎ とる。 内 臓 を と りのぞ いた 後,屍 体 の 中 にた ま った 血 は 桶 に うつ され る。・屠 殺 さ

れ た 動物 の血 と腸(eg∂SC)は 自家 製 の ソ ーセ ー ジ に利 用 され る 。 この 目的 を も って,

血 の 中 に い く らか の穀 粉 が加 え られ る。 ソ」 セ ー ジ は 肉 とい っ し ょに煮 られ る。

　 古 い風 習 に よれ ば,横 隔膜 つ き の胸 骨 は,使 用 さ れ る ま で扉 の 近 くの ユル タの 桁

(ヅκの に結 び つ け,ユ ル タ 内 につ り下 げて お か ね ば な らなか った 。 残 りの 肉 は同 じ く

ユル タの扉 の近 くの 格 子 に つ り下 げた 。 モ ン ゴル人 は肝 臓 を 羊 の 解 体 後直 ち に食 べ る

こ とを 好 ん だ。 ふ つ うそ れ をジ 羊 の 胃 か ら剥 ぎ と った脂 肪 層 に巻 い て,串 に刺 して焼

く。 毛 皮 と と もに 羊 か ら分 離 され る胸 骨(κepce}tb)の 下 部 も同 様 に 串 で焼 か れ る。

　 羊 の中 で 最 も尊 重 され る部分 は頭 部 と ウ ウッyyag〔 尾 の つ い た 背 中 の 部分](脊 柱)

で あ る。 昔 は これ を神 的 な もの や 神 聖 な樹 木 に犠 牲 と して献 げ た り,最 も尊 敬 す べ き

人 々 に ご馳走 した り した 。 ふ つ う これ らの 部 分 は大 きな皿 に も られ た が,そ の と き ウ

ゥ ッ の上 の 羊頭 は ブル ハ ン(仏 像)ま た は尊 敬 す べ き人物 の方 に向 け られ た 。最 初 に

頭 か ら切 りと られ た 肉切 れ は,か つ て は,つ ね に ブル ハ ンに供 え られ た9)。

　 ア ラ トは肉 を食 べ る と き フ ォー ク を使 わな い 。 関節 に した が って ば らされ た 肉 つ き

の骨 を左 手 で持 ち,ナ イ フで 少 しず つ切 りと る。 と き には 肉 を切 る と き,そ れ を歯 で

固 定す る こ と もあ る。

　 ア ラ トは 肉の 食べ 方,切 り方 に 大 き な意 義 を あた え て い る。 伝 統 的 な作 法 を守 らな

7)北 方の ブ リヤ トの場合 は,カ ザフと同様に,馬 肉が最高 とされ,そ のつぎが羊肉 となってい

　 る[ミ ハ イロフ1972:148]。

　8)こ の方法はブ リヤ トの場合 も同 じであ る[ミハイロフ　 1972:148]。 「心臓」をひと握 り して

　 殺すと書 いている人 もあるが,「 大動脈」を締 めつけるのが正 しいようである。梅棹 忠夫 も口

　 頭で同 じことを語 った。

9)北 方の ブリヤ トで も羊頭は最 も尊重されるのは同 じであ った。羊頭は最 も尊敬すべ き客にあ

　 たえ られ,つ ぎの客には肩騨骨,大 腿骨,い ちばん下 の2本 の助骨,肩 の骨があたえ られた。

　 最 も近 い親戚には心臓と大動脈をご馳走 した。 また親族や来客にたいす るご馳走 と考え られた

　 ものに,羊 の胸骨,羊 の薦骨,背 骨,大 腸が あった[ミ ハイ ロフ　 1972:1481。
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い もの は軽 蔑 され る 。彼 らは 肉の食 べ方 に よ って 自分 た ちの 同族 で あ るか ど うか を知

る ので あ る。

　 若 干 の 古 来 の 風 習 と俗 信 を指摘 して お こ う。 モ ンゴル 人 の生 活 にお い て,古 くか ら

占 い の骨 で あ った 羊 の 肩脾 骨 ∂伽 は,他 の骨 と同 じ よ うに 口 に くわ え て は い け ない 。

女 性 が肩 押 骨 につ い た 肉 を食 べ る こ とを 許 され る の は,そ れ を 男 の手 か ら受 ける とき

だ け で あ る。 古 い 慣 習 に よれ ば,男 子 は肩押 骨 の 肉を 居 合 わ せ て い るす べ て の男 た ち

と分 け て食 べ ね ば な らな か った。 屍 体 の 後 側 の 部分 は女 性 の 食 物 と考 え られ て い る。

以 前,モ ンゴル 人 は焼 け石 を動 物 の中 に入 れ てむ しあ げた 肉を 食 べ た。 この 料理 法 は,

ハ ルハ で は ボ トグ60moe,オ イ ラ トで は ズ ム3Y〃 とよ ばれ た 。今 で は と きお り,タ

ル バ ガ ンの 肉 の料 理 に この方 法 が適 用 され て い る。 老 人 た ちの 思 い 出 に よれ ば,昔 の

猟 師 た ちは,殺 され た 動 物 の皮 の 中 に焼 け石 と肉 を 入れ て煮 て 食 べ た と い う。 そ の た

めに 剥 が した動 物 の 皮 に 水 を 入 れ,そ の水 が こぼ れ な い よ うに皮 を樹 木 に か け,そ の

水 の 中 に焼 け石 と 肉を 入 れ た の で あ る。

　 夏,肉 が長 い間 保 存 で きな い と きに は,そ れ を 野天 干 しに した り,乾 燥 させ た りす

る。 それ を袋 に入 れ て お くと,長 持 ちす る。

　 赤 ん ぼ うに は,羊 尾[脂 肪 の つ い た](ypaer6aa〃Zbt)を 煮 て あ た え る。

　 す で に指 摘 した よ うに,モ ン ゴル人 は穀 粉 よ り も,肉 と乳 製 品 の 方 を 多 く食 べ る。

今 で は都 会 や地 方 の 中心 地 にパ ン焼 窯 が あ り,発 酵 させ た パ ン 〃za2xaを つ くって い

る が,フ ドン(農 村)で は今 な お,塩 気 の な いね り粉 を利 用 した古 い 料理 法 が残 っ て

い る。 粉 を 利 用 した食 品 の うち,と くに よ く普 及 して い る の は ボル ッ ォグ60pvoeで

あ る。 これ は ウ ク ライ ナ の ガル シ ェ クranyrlleKと 同 じよ うに,ね り粉 を 細 か く切 り,

羊 の脂 肪 また はバ ター と と もに煮 こん だ もの で あ る。 同 じよ うな方 法 で 塩 味 の な い焼

菓子 そ の他 を 焼 く(正 し くは煮 る)。 とき に は この た め に,彫 刻 文 様 の あ る細長 い型

付 板 の 用 い られ る こ と もあ る。

　 尊 重 され る食 物 の 一 つ と してハ ル マ グxaabMaeが あ る。 これ をつ くるに は,予 め

乳 の 薄膜 θρ〃θ を沸 と う によ ってつ く り,こ れ に 穀 粉 を ふ りか け,そ の 混 じ った も

の を 焼 き あ げ る。 よ く広 ま って い る粉 食 品 と して オ オ ムギ の ひ き粉 が あ る。 これ は 家

の 中 だ け で な く,保 存 食 と して 猟 師,キ ャラバ ンの案 内人,牧 夫 らが 携 行 す る もの で

あ る。二 に ぎ りほ どの ひ き粉 が あれ ば,朝 食 で 満腹 す るの に充分 で あ る。 鍋 に 水 また

は 茶 を 沸 か し,そ の 中 にバ ター を溶 か し,ひ き粉 を 入れ て 濃 い ね り粉 の 状 態 に まぜ,

茶 を 飲 み な が ら手 で 食 べ るの で あ る。

　 中 国 料理 の影 響 を う けて,モ ンゴル の 人 々の うち に も,生 肉 を つ め た 肉 まん じ ゅ う
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が広 ま って い る。 そ の一 つ は7シ ュルXJIUtYPbtで,塩 気 の ない ね り粉 で つ く り,ま

る い もの を バ タ　一一で揚 げ る ので あ る。 も う一 つ の種 類 で あ る ブ ー ズ6又 ソ3は,蒸 して

つ く り,味 は シベ リア の ぎ ょ うざne」lbMeHbに 似 て い る。 それ を つ くるに は,棒 を

ころ が して うす くの ば した ま るい ね り粉 に 肉を の せ,端 を横 に合 わ す こ とな く,ロ ゼ

ッ トカ[円 環 飾]状 に集 め,そ こを手 で つ まん で,沸 と う し て い る釜 の 中 の格 子 上

に のせ る。 この場 合 格 子 の上 端 が 湯 につ か らない よ うに す る。 釜 の 上 か ら蓋 を か ぶせ

る。

　 モ ンゴル 人 は商 店Mara3vaHで ロ シアや 中 国 の甘 い焼 菓 子(6006),さ らに は 砂 糖 や

菓 子 を入 手 して い る。

　 茶 は レ ンガ状 に 蒸 し固 めた もの が 好 ま れ る。 中 国 製 が 多 い[今 は グル ジァ 製 が 多

い]。 これ を濃 く煮 て,乳,バ タ ー(ま た は脂 肪)お よび 塩(拶 ∂π 塑)で 味 をつ け る。

茶 は1日 じ ゅう飲 む 。 ユ ル タ に来 客 が あ った と きに は,な に よ りも まず 碗 に い っぱ い

の茶 をす す め る。

　 モ ンゴル 人 の 生 活 で は,茶 の代 用 に な る野 草 は古 くか ら知 られ て い た 。 植物 学 者 ユ

ナ トフA.A.　 K)HaTOBの 研 究 に よれ ば,茶 の代 用 と して 利 用 され る現 地 植物 は30種

以 上 知 られ て い る が,そ の う ち主 な もの はつ ぎの 通 り。す な わ ち,葉 の 長 い ア カバ ナ,

ヤ ナ ギ ラ ン(Chamaenerion　 angustz:Jfolium),ゲ ン ノ シ ョウコ((穿eraninm　Pseudosibiricum,

G.Pratense),ノ バ ラ(Rosa　 acicularis),チ シ マチ ャ(Potentilla　 fruticosa),　 シ ャク ヤ

ク(Paeonia　 h1brida,　P・ 認う解oプの な ど

で あ る6

　 終 りに食 物 に 関 す る デ ル ベ トの古 い

俗 信 と儀 礼 を い くつ か 紹介 しよ う。 こ

れ は われ わ れ が 老 人 た ち か らきい た も

ので あ る。

　 釜 の 中で な にか 煮 物 を して い る と き

に,ユ ル タの 中 に居 あ わせ るか,あ る

い は入 って きた 人 は,必 ず 煮 上 るま で

待 って そ の味 を み な け れ ば な らな い 。

そ れ がで きな い と きに は,ユ ル タを 出

る とき右 手 で 釜 に さ わ り,さ らに 自分

の左 肩 にふ れ て,い か に も食 べ た い よ

うな素 ぶ りを 見 せ る こと にな って い る。 写真16木 臼で穀物を揚 く
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写真17ク ム ィ ス 用 の 皮 袋

　 も し もデ ル ベ トが 誰 か に 穀 物,粉 あ る い は液状 の食 物 をあ た え る と きに は,自 分 の

持 って い る 「幸 せ 」 を の が さな い た め に,少 量 の液 体 また は粉 や 穀物 を手 許 に残 した 。

春 の 最 初 の雷 が 鳴 った と きに は,ユ ル タを3回 ま わ り,乳 や ク ム ィス な ど 乳製 畠 を ユ

ル タ にふ りか け る人 もい た 。

　 また か つ て は,ご 馳 走 を 用 意 した と き,そ の最 初 の部 分(∂e∂21iCU)を 食 事 の 間 じ ゅ

う ブル ハ ンの前 に供 え,食 事 が 終 る とそれ を 片 づ けた。 その 場 合,供 え た ものが 肉で

あれ ば それ を食 べ,そ れ が お 茶 で あ れば,そ の数 滴 を火 にふ りか け,残 りを外 に捨 て

なが ら 「ソ ク,ソ ク」 と言 った 。 お茶 は供 物 とせ ず,飲 み は じめ る 前 に そ の数 滴 を 煙

出 しの 穴[ユ ル タ の]か らふ りか け,残 りを外 に捨 て た。

　 かつ て は,「 火 の 崇 敬 」(earz　maaaεa)の 儀 礼 を行 な うと き,ユ ル タの 右側,扉 の

と こ ろ に穴 を つ く り,そ こか ら茶 を3度 投 げ た。 そ の場 合,茶 が 煙 出 し穴 か ら落 ち て,

炉 の と ころで 肉(∂a・zeκa)を 持 って坐 って い る人 に ふ りか け る よ うに した 。 この儀 礼

を行 な う と き,子 ど もた ちは,そ の 肉(騒αεακ溜ακα)か ら1切 れ ほ ど肉 を 食 い ち ぎ

る こ とに な って い た。

　 夜 間 な に かを 食 べ る とき,床 の上 に食 物(肉,パ ンな ど)の1片 が 落 ちた と きに は,

これ を必 ず 拾 い あ げ て食 べ た。 反 対 に,そ れ が昼 で あ れ ば,拾 い あげ る こ と も,食 べ

る こ と も しなか った。 デ ル ベ トこれ を つ ぎ の よ う に説 明 した。 夜 の 場 合 には,ブ ル ハ

ンが 食物 の落 ち るの を 助 け るの に たい し,昼 の場 合 は悪 い霊 が それ を 助 けて い る。

　 モ ン ゴル の遊 牧 民 た ちは,植 物 性 の 食 物 の一 部 と して 野生 の植 物 を 食 べ た 。 わ れ わ
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れ の も って い る デ ー タ は極 めて 不充 分 で あ る。 わ ず か にズ プ ハ ン　 ア イ マ ク と ゴ ビ地

方 の一 部 に関 す る もの だ けで あ る。

　 主 と して 南 ゴ ビ 地 方 の 流砂 地 域 で は ス ル ヒルcy」lbXHPま た は ス ル クルCYπbKYP

(AgrioPh.Ptllecm　gobicum)の 種 子 を 採 集 して い る。 植 物 の 茎 は高 さ60　cmに 達 し,根 と

と も掘 りお こ され る。種 子 は黄 褐 色 で コ ムギ に似 て お り,棒 で た た き落 し,袋 の 中 に

入 れ る。 必 要 に応 じて ス ル ヒル を あぶ って,ひ き臼 で細 か くひ きつ ぶ す。 こ う して得

た 粉 ・ひ き割 りに脂 肪 また はバ タ ー を まぜ,お 茶 とい っ し ょに食 べ る。

　 スル ヒル の採 集 は9　-10月 に行 なわ れ,1家 族 平 均160k9に 達 して い る 。

　 ウ リヤ ス タイ の西 方 お よ び 南 方 の 砂 漠 の 中で は ハ ル ・ス ルxapLcyπb(AmmoPhila

(Psamma)Villosa)を 採 集 して い る。L　8月 に熟 す る黒 み が か った ス ミ レ色 の 種 子 の 採

集 に は,穂 だ けを切 り と り,茎 はそ の場 に残 され る。脱 穀 して,ス ル ヒル と同 じ よ う

に して 食 物 に 用 い られ る。

　 ウ リヤ ス タ イ市 の 北方 お よび 北 東 方 の高 山性 牧 草 地 で は,ネ ズ ミの穴 か ら ミ ャキル

MHKIiPま 左 は メ ヘ ルMgxgp　 Persicaria　vivi　arum)を 掘 り出 して い る。 集 めた 植 物 は予

め き れ い に し,あ ぶ って か らひ き 臼 にか けて 手 で粉 にす る。 と きに は これ を 肉 とい っ

しょに煮 る こ と もあ る。 ミャキル の 採 集 は8月 に行 なわ れ る。1家 族 で150～200kg

を 集 め る ことが で き る。

　 ウ リヤ ス タ イの 北 方 お よび 北東 方 の森 林 地 域 で は ユ リの球 根mθMθC(Lilium　 mart-

agon)を 掘 って い る。 この球 根 を 乳 に 入 れ て煮 る。 冷 え た後,乳 の 薄 膜 とと もに動 物

の 胃袋 か らつ く った容 器 に入 れ,冬 期 用 の保 存 食 とす る。mθMθcは ふ つ う6月 に採

集 され る 。

　 ウ リヤ ス タイ地 方 で は,5月 に,森 林 中 の草 原 で カ ンデ ィ ク(rcavaenκ)(野 生 ス ミ

レの 一 種)を 掘 って い る。 これ を 乳で 煮 た り,肉 汁 で 味 つ け した りす る。

　 この地 域 の森 林 中 の草 原 で は ボル ゴ ン6θpεθNを 採 集 して い る。 この 植物 の ロ シァ

名 を確 定 す る こ とは で き な か った 。記 述 に よ る と,そ の 総状 花 は 円錐 花 序 の 形 を して

お り,茎 の 高 さは25cmに 達 す る。 そ の種 子 を まず 乾 燥 し,手 で 圧 しつ ぶ し,さ や

を と り去 り,乳 ま た は 肉汁 の中 で 煮 る。

　 この植 物 を 凝 乳 とま ぜ て,冬 期 用 に 保 存 す るが,お 茶 を 煮 る と きの味 付 と して 好 適

で あ る。

　 ヤ マ ン ・ハ ン グfiMaκ 一κaκZと い う 名 称 で 知 られ る モ ンゴル の 植 物 の ロ シア 名 も

よ くわ か らな い。 これ は山 の 断 崖 に生 え る もの で,長 さ ユOcm,太 さ1cmの 根 が 食

用 に な る。 ヤ マ ン ・ハ ング は4月 に掘 り,肉 また は乳 と い っ し ょに煮 る。 冬 期 用 と し
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て は乾 燥 させ る。

　 豊 作 の と きに は,1家 族 で30な い し50kgを 採 集 す る ことが で き る。

文 献

 Âàéíøòåéí Ñ. È. (ワ イ ンシ ュテ イ ン)

 1973  ïðîáëåìà  ïðîèñõîæäåíèÿ  è  ôîðìèðîâàíèÿ  õîçÿéñòâåííî-êóëüòóðíîãî 
 òèïà  êî÷åâûõ  ñêîòîâîäîâ óìåðåííîãî ïîÿñà Åâðàçèè.-  IX ÌÊÀÝÍ. 

 Äîêëàäû ñîâåòñêîé  äåëåãàöèè. Ì.
江上波夫編

1941『 蒙古高原横断記』

 Ãîàéâîîîíñêèé, Â.Â.

日光書院。

(グ ライ ヴ ォ ロ ンスキ ー)

1979  Îò êî÷åâîãî îáðàçà æèçíè ê  îñåäëîñòè (íà  îïûòå Ì.Í.Ð), Ìîñêâà.
 Ëàíã, ë. (ラ ング)

1978  Çàïèñêè  Ë.  Ëàíãà â ïîåçäêå â Ïåêèí â 1715-1717, Â êí.  Ðóññêî•Êèòàéñêèå 

    îòíîøåíèÿ  â  Ì  âåêå. Ìàòåðèàëû  è äîêóìåíòû, òîì 1, Ìîñêâà.

 Ìèõàéëîâ, Ò.Ì.è äðóãèå (ミ ノ、ノf1コフ)

1972 Î÷åðêè èñòîðèè  êóëüòóðû  Áóðÿòèè, òîì 1, Óëàí-óäý.

 Ñàââèí, Â.Ï. (サ ヴ ィ ン)

1940  Âçàéìîîòíîøåíèÿ  öàðñêîé  Ðîññèè  è ÑÑÑÐ ñ  Êàòàåì. Ì.-Ë.

シレンデ ブ,B

　　1977　 『資本主義を飛び越えて』 松 田忠徳訳　 シル クロー ド社。

梅棹忠夫

　　1950「 乳をめ ぐるモ ンゴルの生態(1)」 　『自然 と文化』1:187～214。

　　1951「 乳をめ ぐるモ ンゴルの生態(皿)」 『自然 と文 化』2:119～172。

　　1955a「 草刈るモ ンゴル」 ユー ラシア学会編 『遊牧民族の研究一ユー ラシア学会研究報告』

　　　　　 自然史学会,pp・13～99。

　　1955b「 モ ンゴルの乳製品 とその製造法一乳を め ぐるモ ンゴルの生態 皿」ユーラシア学会編

　　　　　『内陸アジアの研究一ヘデ ィン博士記念号一 ユー ラシア学会研究報告 皿』 自然史学会,

　　　　　pp.217～2960

吉 田 実

　　1979　 『モ ンゴル発見』 青林書院新社。


